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婚約破棄されて仕事に生きようと思っていたら年下王子に求婚されました。







プロローグ　終わりの音




「お願い…っ…リック、待って……」

　薄暗い寝室の中、リックの荒々しい息遣いとティアナの懇願の声が響く。なかなか帰らないリックを待つため、眠気覚ましにとさっきまで飲んでいたコーヒーのカップが床に落ちて割れる音がする。しかし、そんなことなど気にも留めていない様子で、リックはティアナの首筋に強く吸い付いた。

「ッん…！」

　声にならない刺激がティアナを襲う。まるで獣が捕えた獲物を貪るようにティアナの首筋に痕が残されていく。

「ほら…舌出せよ」

　強引にティアナの口に親指を差し込むようにして開かせる。抵抗する暇すら与えないほど性急にその唇はふさがれた。

「んん…っ…ふぅ…」

　強引に差し込まれた舌がティアナを逃がすまいと口腔内の奥深くまで侵入してくる。きっとどこかで深酒をしてきたに違いないと分かるほどに、リックの息には多分にアルコールの匂いが混じっていて、ティアナ自身も酔いに近い眩暈を感じたほどだ。左手で耳を塞ぐように弄られているためか、ティアナの頭の中にまでいやらしい水音がくちゅくちゅと響いてくる。

「―――…チッ、相変わらずつまらない女だな」

　思った反応が得られなかったのか、リックはそんな不満を口にしながらも、リボンできっちりと閉ざされたナイトドレスの胸元に手を伸ばす。無理やりに解かれたそれは、ビリッと小さな悲鳴のような音を立てて裂け、ティアナの胸元が露わになった。

「リック…ッ、待って…ダメ…ッ」

　慌てて胸元を手で隠そうとするティアナだが、目の前の発情した男はそれを良しとしてくれるはずもない。

「いいから、手をどけろ…邪魔だ」

　両手を頭の上で束ねるように拘束されてしまうと、途端にティアナは逃げ場を失う。ぎりっと力を込められた手首には鈍い痛みが走った。

「痛ッ…リック…痛いわ…」

「おっ、お前そんな色っぽい顔も出来るんじゃないか。お前は笑っているよりも泣き顔の方がそそるんだな」

　酒のせいか視線が鋭くなったリックは、痛みに潤んだティアナの瞳を見て一層に興奮を覚えたようで、頬を伝う涙をおもむろに舐めとる。まるでティアナにもっと俺を楽しませろとでも言わんばかりの視線だ。

「ほら、もっと足を開けよ」

　自分の膝をティアナの両足の間にねじ込むようにして開かせる。ずっしりと体重を乗せられ、追い込まれるような感覚がティアナを襲う。無理やりに腰の下に腕を滑り込ませ、抱え込むように引き寄せられると、リックの滾ったソレがゴリッとティアナの内腿に押し当てられた。

「―――ッッ！」

「……はあ、やべ…、お前って泣くと匂いまで甘くなるんだな」

　独り言のようにつぶやきながら、リックはティアナの露わになった胸元をまるで齧るようにして吸う。

「――いッッ……痛…いっ……」

　ティアナの純白の胸元にリックの小さな歯形がくっきりと浮かび上がる。歯形の端にはじんわりと血もにじんでいる。

「―――えっろ……我慢できねー……」

　肩で息をしながら、リックはティアナの手首から手を離し、自身のベルトを解こうとする。カチャカチャと金属の擦れる音がして、ティアナはこのまま自分がねじ伏せられるようにリックに抱かれるのだと自覚する。このまま、まるで自分の意志など存在しないかのように、ただただ身勝手に体を好きにされる。

「――――リック……やめ…て……」

「腰上げろ……もう入れるぞ……っっ」

　リックにはティアナの声は届いていない。何度も何度も祈るようにティアナは口にする。やめて、お願いと―――。それでもリックには届かない。ティアナはこの時、リックが愛故に自分を抱こうとしているのではなく、ただ欲望のままに目の前の「女」という存在を抱こうとしているだけなのだと実感した。いくら触れる体の熱が上がろうと、呼吸が浅くなろうと、目の前の男はティアナ自身を見て感じているわけではないのだ――――。

　リックは、ナイトドレスの裾をたくし上げるのも時間が惜しいと言わんばかりに、ティアナの下着をずり下げようと、足の間に荒々しく手を差し入れてきた。

「―――リック……っっ……いやっ！」




　――――――ピシャッッ！




　ティアナの叫び声の後、ぴしゃりと頬を叩く音が響いた。無我夢中に振るった右手が一瞬の沈黙の後じんわりと痛んで、ティアナは我に返る。自分がリックの頬を叩いたと理解するのにそう時間はかからなかった。途端にティアナの胸に後悔の念が湧きあがるが、それも一瞬にして打ち消される。これまでに見たことのないほど冷酷で鋭いリックの視線が、自分に一点に注がれていたからだ。

　この時、ティアナは生まれて初めて耳ではなく、胸の奥の奥、心で音を聞いた気がした。

　何かが割れるような砕けるような、生まれて初めて聞く、「終わりの音」だった―――――――。







第一章　混乱の世界の中で




　世界が原因不明の奇病に脅かされ、早四年近くの時間が経とうとしていた。老若男女問わず発症するこの病は、防衛策はおろか感染原因すら今の医学では突き止めることが難しく、世界中の研究機関がその対応に追われていた。

　ここ「ゼネス＝レヴィア王国」でも同様にこの奇病は蔓延しており、悪化すれば死にも至るこの病の一日でも早い解決策が求められていた。

　ゼネス＝レヴィア王国の現国王である「ジョルド・リアス・バーキン」。バーキン一族は王国が設立した時から歴代王位を継承し、ジョルドはその二十八代目の国王ということになる。穏やかで誠実なジョルドは、国民からの信頼も厚いが、この度の原因不明の奇病発生のため、通常の公務以外での働きや対策が求められ、ここ数年は想像を絶するほどに多忙を極めていた。

　そんなジョルドが近年で唯一といっても過言ではないほど心穏やかになるのは、何と言っても一人息子である「アラン・リンゼン・バーキン」の成長を目にする瞬間に他ならない。

　アランはまだ今年十六歳になったばかりの青年である。バーキン家に生まれてから今日まで、のちの国王、つまりは王位継承者として大切に育てられてきた。一流の教育はもちろん、見るもの聞くもの触れるものすべてが一級品と呼ばれるものばかりで、アランは若干十六歳にして、他国の王族と肩を並べても何ら見劣りしないほどにまで成長していた。

　またその見た目の美しさから、アランはしばしば国内外からも注目を集めることとなっていた。漆黒に輝く髪は柔らかなウエーブがかかり、深い青紫色の瞳は、見つめられると男でも思わず息を呑むほどであった。薄く筋肉が付き始めた体はしなやかさがあり、王宮での剣術や武術の稽古では、師を驚かせるほどの素質を見せていた。王位継承者として申し分ない存在と周囲は期待を寄せているが、実は当の本人であるアランは、王位や最高権力者という肩書に興味を持つことが出来ないでいた。

　もちろん、生まれた環境や境遇を呪ったり、父親であるジョルドに反抗する意識があるわけではないし、愛情をかけてもらっているという実感だってある。しかし、何を始めるにも苦労せず十分な準備がなされ、自身の高いポテンシャル故に多少の時間を使えばある程度の結果が得られる。そして何より、約束された将来への道。ジョルドの跡を継ぎ、のちにこの国を治めることになる決められた未来に、アランはこの上ない退屈さや息苦しさを感じてもいた。

　そんな折、アランは現国王ジョルドとともに、ある学園を訪問することとなった。出発前に従者が学園について事細かに説明していた気もするが、父親の仕事にさして興味が湧かないアランはそれを右から左へと聞き流していた。

　学園へ向かう馬車の中でも、ジョルドは書類に目を通したり従者に各大臣や議員への連絡事項を伝えたりと忙しない。二か月以上振りに息子とこうして顔を合わせたというのに、親子の会話どころか目を合わせる暇すらないほどの多忙さで、アランは小さくため息をつく。

　年の頃としては思春期のアランであったが、ただでさえ多忙な上、近年の奇病のおかげでますます煩忙はんぼうたる父親を責める気にはなれなかった。それでもやはりまだアランは十代の青年。そう物分りが良く出来るほど大人でもないのであった。










「お待ちいたしておりました、ジョルド国王陛下！」

　そう言って「聖ネヘレクオシス女学園」と書かれた正門の前で大きく両手を広げ、馴れ馴れしいまでの笑顔を見せたのは、この学園の学園長であるエドワード・マクニーという初老男性であった。髪は極端に薄くなっており、腹回りにはでっぷりと肉が付いて、あまり趣味が良いとは言えない赤ワイン色のジャケットはボタンが今にもはじけ飛びそうなほど張りつめている。この日のために新調したと思われる蝶ネクタイが、真新しく黄色く目立っていたことで、その滑稽すぎる容姿にアランは思わず吹き出しそうになった。

「国王陛下はやめてくれエドワード。先代からこの学園にはお世話になっている。私のことも今のアランくらいから知っているだろう。ジョルドと呼んでくれればそれで構わん」

「いやいや、もったいないお言葉……。我が学園もバーキン家とのお付き合いは相当なものになりますが、幼いころからお見知り置きいただいているジョルド陛下が今やこんなにも立派に国を治められていると思うと、感無量の思いでございます……」

　どうやらこのエドワードという男は、大げさな物言いが癖づいているようであった。父親を称えるようにして涙を流す素振りまで見せた時には、アランは「もう、うんざり」という思いに駆られていた。

　手厚い歓迎のあと、ジョルドとアランは数人の従者とともに応接室に案内された。分厚い革製のソファーと、縁に見事な装飾が施された重々しいローテーブルが、この学園が一流と呼ばれる気品や高邁さを感じさせていた。

　ジョルドとエドワードは、懐かしい思い出話もそこそこに、主要の打ち合わせに移っていく。ジョルドから「お前の将来にも関わる話だからよく聞いておくように」と前置きをされたアランだったが、本題に入ってから五分と経たずして関心が薄れていくのを感じた。とどのつまり、アランの将来とはジョルドにとっては国の将来とイコールでつながっている。だからこそジョルドは、アラン自身のことをアラン本人に選ばせてはくれないのだ。それをこの十六年間で嫌というほど見て、感じてきた。今更「お前の将来に関わる話」と言われたところで、最終的に決定を下すのは父親であり国王であるジョルドなのだ。だったら自分は物事をそれほど真剣に捉える必要はないのではないか。そんな言葉に出来ない理不尽な思いがぐるぐるとアランの脳内を駆け巡る。この年にして何度自分の言葉や思いを呑み込むような思いを味わったのだろうと、悲観的な気持ちになりながら、アランはおもむろに窓の外に広がる庭園に目を向けた。

　学内を歩いている時には気づかなかったが、この応接室から見渡せる庭園は見事なものであった。色とりどりの花々が咲き誇り、風になびいてはらはらと花弁が舞う光景は、一幅の絵のようだった。

　そんな花々の中に、もぞもぞと動く影をアランは見つける。そう距離も離れているわけではなかったが、それが人だと分かるまでに少々の時間がかかった。この学園に入った時から行き交う女学生たちは皆、シルクのリボンを結んだかっちりとした制服姿の者ばかりであった。しかし、今庭園にしゃがみ込んでいる人物は、薄汚れたツナギ姿で、髪も無造作にひとくくりにしている。ところどころに泥のあとすら見て取れた。髪の長さと体躯からして女性なのであろうが、ああも泥だらけになるほど熱心になることもないだろうに…と嘲笑する思いで見ていたアランは、不意に上げられた彼女の顔を目にする。

「――――ッッ……」

　土埃と泥が顔のいたるところに張り付いている彼女は、そんなことなど気にも留めていない様子で、目の前の花の花托に手を差し入れるようにして香りを胸いっぱいに吸い込む。そして、手塩にかけて育てたであろう花々を、まるで自身の子供を眺めるような優しい瞳で見つめ微笑んだ。

　アランはそのあまりにも慈しみを含んだ彼女の笑顔を目にして、思わず息を呑んだ。これまでに、自分に向けられた国民、従者、召使い、そして家族からのどの視線や表情よりも、それは尊敬と慈愛に満ちた表情であった。たかが草花に…という思いがアランの衝撃をまた加速させる。あんなにも安らかに、穏やかに心の底からの笑顔を花々に向ける彼女はいったい……。

「おい、アラン。聞いているのか？」

　不意に呼びかけられた自分の名前に我に返ったアラン。そうだ、今は国王である父の公務のためこの学園に付き添ってきたのだということを思い出す。慌てて振り返ると、テーブルを埋め尽くすほど数多くの書類が並べられ、父のジョルドと学園長のエドワードがあれこれと話し合いを進めている。

「お前もこっちに来てよく見なさい。将来、お前の妃となる者をこの中から選ぶことになるんだからな」

「――――……えっ？」

　その時、春を告げる強い風が応接室の窓をどんっと叩くように吹き荒れた。二か月近く、親子の会話の時間すら持てなかったジョルドとアランだったはずだ。それなのに今、目の前にいるこの父親は、自分の将来の妻を決める準備をしているという。ああ、やっぱり自分には何の選択肢も与えられていないのだと、閉ざされた応接室の空気が、そのまま自分に染み込んでくるかのような感覚にアランは襲われる。一瞬、そんなアランの脳裏をかすめるのは、屈託のないあの笑顔。泥だらけになりながら、愛に満ちた瞳で花を見つめていた彼女は、きっと自身であの人生を選択したに違いないと、アランは滾々こんこんと感じていた―――。







第二章　聖ネヘレクオシス女学園




　王族や貴族といった由緒正しき血統の家系に嫁ぐため、教養だけでなく所作や言語、果てはお稽古事までを徹底的に教育するために設立された「聖ネヘレクオシス女学園」。総勢千人を超える女学生たちは、家柄もよく名家出身の娘たちがほとんどであり、日々未来の旦那様に尽くせる女性になるべく学修に勤しみ、その努力を惜しまない。

　三年間の学業を終えたのち、女学生たちは卒業検定、まさにメインイベントともなる「公式謁見会」に参加することになる。公式謁見会とは、年に一度開かれる王族、貴族たちを招いて行われるプレゼンテーションのようなもので、この学園で学んできたことを女学生たち自身でアピールし発表していく。

　学問に長けた者は在学中に研究した題材について論文を発表したり、芸術に長けた者は自身が制作した絵画やオブジェを展示したり、ピアノやハープといった楽器などの腕前を披露する者もいたりと演目は様々だ。

　その謁見会が終了したのち、招かれた王族や貴族たちは、自分たちの家に迎え入れたい女学生を選び、学園を通して正式に結婚を申し込み、嫁ぎ先の決定を行うというのが一連の流れであった。

　毎年多くの名だたる家柄の者がこの謁見会に参加し、自分の妻となる相手を見初めていくことから、より品位や質の高い教育が出来るようにと多額の支援金や寄付も集まっておりそれが学園の主な資金源にもなっている。

　その聖ネヘレクオシス女学園で、女官教員として働くのが「ティアナ・ローズ・エヴァンス」である。

　ティアナはこの学園を十年前に卒業し、今年二十七歳になったばかりだ。蜂蜜色に輝く美しい髪と、陶器のように滑らかで透き通るような白い肌を持ったティアナは、品行方正であり慎ましい性格で、学園の女学生たちからは、知的で優秀な教員として信頼もおかれている。

「ティアナ先生、さようなら」

「はい、マデリアさん、クロリナさん、さようなら」

　夕暮れに照らされる学園を背に、ティアナは自身で管理をしている庭園に向かうため両手いっぱいの肥料を抱えながら学生たちの挨拶に応える。もうこの学園の教員になって九年以上の時間が経過していた。ここに通う女学生は皆おしとやかで、見目麗しく真面目な学生ばかり。ティアナはそんな学生たちに寄り添い、教員としていつも学生を正しい方へ導こうと努力を続けていた。

　学園の裏手に位置する庭園に着くと、ティアナはお決まりのツナギに着替え作業を始める。今年は、ようやく交配に成功した新種の花が芽をつけ順調に成長している。水の量や土の硬さ、肥料の種類など独自に研究を重ねて、やっとここまでたどり着いたと、ティアナは一人しみじみと新芽を眺める。

「あ、ティアナ先生、今日も精が出ますわね」

「モーリナーさん、お稽古の帰りね。音楽室から素敵な曲が聞こえてきて、先生うっとりしてしまいました」

　学園でも一、二を争うほどの美貌と家柄を持つモーリナー・ブレークとその友人たち数人が、庭園の中で作業をするティアナに目を留め、声をかけた。

「わたくし、最近は自分で作曲もするようになりましたの。ティアナ先生に気に入っていただけたのなら光栄ですわ」

「まあ、モーリナーさんは本当に才能にあふれているのね」

「そんな、わたくしなんてまだまだですわ。では、先生、ごきげんよう」

「気を付けておかえりなさいね。また明日」

　泥だらけの軍手のまま、ティアナはモーリナーに手を振った。成績も良く友人も多いモーリナーを、ティアナは純粋に尊敬していた。自分にも彼女のような社交性や才能があれば、どんなに毎日が充実するのだろうと、時折ティアナにはまぶしく思える時もあるほどだった。彼女たちが、のちの謁見会でどうか良縁に結ばれるようにと、自分も教師として精一杯のことをしたいと思い、明日からの授業への熱意が自身の中でも改めて強まっていくのを感じる。

「モーリナーさんはお優しいわ。ティアナ先生にもあんな風にお声をかけて」

　モーリナーの取り巻きの一人が、ティアナから少し離れたことを確認しながら、小声で囁く。

「あの方は優秀な教員ですわよ。学べることも多いですし、邪険にする必要はありませんでしょう？」

「そうですけれど、やはり気になりませんこと？　あの噂……」

「ああ、あの婚姻破棄の噂ですか…」

「そうそう！　ティアナ先生も、学園内で噂されていることを知っているはずなのに、何もおっしゃらないでしょう？」

「だから、やっぱり噂は本当なんじゃないかって…。ほら、婚姻が決まっていたのにティアナ先生が他の男と不貞をはたらいたって…」

「えっ？　私が聞いたのは子を授かれない体と分かって婚姻を破棄されたって噂よ！」

「違うわよっ！　実は生まれが卑しい妾の子だったことが相手に知られたっていうのが真相よ！」

　モーリナーの取り巻きたちは口々に学園内で囁かれるティアナの噂話を口にする。

「ちょっとあなたたち、おやめなさいよ。そんな噂話なんかで盛り上がって品位を疑われますわよ」

　モーリナーがぴしゃりと彼女たちに忠告する。

「そ、そんなこと言ったって…気になるものは気になるんですもの…」

「噂は噂よ。真実なんて本人にしか分からないものをあれこれ推測しても、何にもならないでしょう」

「それはそうですけれど…。モーリナーさんて本当にお優しいのね。ティアナ先生をそんな風に庇うなんて…」

「別に庇っているんじゃありませんわ。時間の無駄だと言っているんです。そんな暇があるなら、自身の能力や学力向上に時間を使った方がよっぽどためになると思いませんこと？」

「さすが学年トップの成績を収めるモーリナーさんのお言葉ですわね！」

「わたくしも感心してしまいましたわ！」

　先ほどまでティアナの噂話で盛り上がっていた取り巻きたちは、一転してモーリナーの勤勉さを称賛する。彼女たちにとってモーリナーは憧れであり、このグループに属していることは一種のステータスでもあるのだ。

「それに、噂の真相がどうであれ、婚姻破棄をされた事実は変わりませんわ。あの方、もう今年で二十七にもなるのにずっと独身でいらっしゃるでしょう？　学問については学ぶところは多いですけれど……正直行き遅れのお可哀想な方ですわ。わたくしは、ああはなりたくありませんの」

「「「………っ」」」

　あまりにも冷酷に淡々と発せられたモーリナーの言葉に、取り巻きたちは一瞬言葉に詰まる。くだらない噂話で色めき立っていた自分たちの方が、よほどティアナにとっては優しかったのではないかと思うほどの衝撃であった。

「……？　皆さんどうなさったの？　さあ、帰りましょう」

「え、ええ…」

「そう…ですわね」

　あまりにも当然のように吐き捨てられた冷淡な言葉のあと、モーリナーの表情はいつもの気品あふれるお嬢様の顔に戻っていた。その変貌ぶりに、取り巻きたちはうっすら背筋が寒くなるような感覚を覚えた。










「ふぅ…よしっと、これくらいで大丈夫かしらね」

　庭園の雑草取りと肥料の散布があらかた終了したティアナは、額にうっすらにじむ汗を軍手のまま拭った。ずっとしゃがみ込んで作業をしていたため、立ち上がった時に少々腰に痛みが走ったが、愛する花たちのためと思えば、そんなこと苦とも思わなかった。

　この庭園には、ティアナがこの学園に入学した頃からずっと世話をしてきた花々が咲き誇っている。思えばこの十年間、この花たちに自分は支えられたのだと言っても過言ではなかった。特別、得意なことや才能があったわけでもなく、あまり積極的になることも苦手であったティアナにとって、花や植物を育てることは、唯一自分が誇れるものであった。頑張って育てれば、花はきっと応えてくれる。一生懸命努力を惜しまなければ、人も花もいつか大輪の花を咲かせることが出来るのだと、そんな一筋の希望のような思いが、ティアナの心の軸となっていた。

「そう……。あの時もそうだったわ―――……」

　まだ捲いたばかりの肥料の香りが辺り一面に漂う庭園で、ティアナには懐かしくも切ない思い出がふっと瞼の裏に呼び戻される。

　そうであった。あの時も、こんな風の穏やかな季節。花々が芽吹いて、新しい季節がすぐそこに迫っている時期。卒業を間近に控えたティアナが、初めて恋をした記憶。そして、その恋が跡形もなく砕け散った記憶。十年経った今でも、ティアナを解放してくれない呪いのように、その記憶は、ティアナの心にこびりついたままであった―――――。







第三章　ティアナの過去




　今から十年前、卒業を間近に控えたティアナは、庭園の一角に自身で植えた花々に水をやる。この時期に合わせて植えた球根や種がしっかりと花をつけ、見事な仕上がりになった。ここまで苦労して育てた甲斐もあったというものだ。この花壇に咲く花々のおかげで、あのお方と出会うことが出来たのだから―――。

　毎年恒例の公式謁見会。勤勉で真面目なティアナは首席とまでは行かずとも、十分に優秀な成績を収めた。幼い頃から草花や植物に関心のあったティアナは、在学中にそれらについての多くのことを学び、卒業検定として新種の花の配合や研究についてまとめた論文を発表した。それと同時に学園の庭園を借り、見事なまでの花々を咲かせ学園生活を締めくくった。

　そんな花を愛でるティアナの姿に、ある貴族の子息が目を留める。

「君がこの花の世話をしているのかい？」

　卒業検定としての提出が済んでからも、ずっと庭園に通って花々の世話をしていたティアナに彼は声をかけた。

「あっはい、そうです……」

　黄金色になびく髪と青い目の青年に突然声をかけられたティアナは、少々うろたえてしまったためか、声が裏返りそうになる。

「美しい……。見事だ。君の名前は？」

「え……その…ティアナ、ティアナ・ローズ・エヴァンスです…」

　ティアナは困惑する。男性からこんな風に名前を尋ねられることは、今までになかったことだ。

「ティアナ…美しい君にピッタリの名前だな」

「ええっ…そ、そんなことは…っ」

　優しい瞳で微笑むその男性は、緊張から目を合わせられないでいるティアナの手をそっと握る。

「俺はリック・レヴィル。覚えておいて、きっとすぐにまた会うことになる」

　そう囁いたリックは、ティアナの手の甲にキスをする。

「ッッ！」

　突然のキスに、ティアナの全身はビクッと跳ねるように震えた。そんな初心うぶな反応が気に入ったのか、リックはくすっと笑いそのまま去って行く。残されたティアナの手の甲はまだ熱を持っていて、それがじわじわと全身に広がっていくような感覚がいつまでも消えないでいた。

　それから幾ばくもなく、ティアナの元に婚姻申込みの便りが学園を通して届けられた。差出人はリック・レヴィル。あの庭園でティアナの手にキスをした相手であった。リックが「すぐにまた会う」と言っていたのは、こういうことだったのだと、ティアナは思いを巡らせる。

　すぐに学園が間に入り、レヴィル家とエヴァンス家の顔合わせの場が設けられた。リックの家系は歴代政界に関わりを持つ貴族の家柄で、それだけでティアナの家族は結婚を強く勧めるほどであった。またレヴィル家は学園への多額の寄付も行っていたことから、学園側からも是非にと婚姻準備はトントン拍子に進んでいった。

「驚いただろう？　まさかこんなに早く再会するなんてって」

　両家が結婚式についての話し合いを進める中、「僕らはちょっと散歩をして来ます」と学園の庭に連れ出されたティアナに、リックはイタズラっぽく笑った。

「あの…本当に突然で、まだ頭が追い付いていなくて…」

「俺は欲しいと思ったものは全部手に入れなきゃ気が済まないたちでね。それにせっかちでもある」

　冗談ぽくティアナの顔を覗き込みながらリックはおどける。その表情にティアナの緊張や驚きも薄れ、思わずくすっと笑みがこぼれた。さっきからリックが両親の前では使わなかった「俺」という一人称を使うのも二人の距離を近づけさせた。

「きれいな花が他の誰かに摘まれてしまっては困るだろう？」

　二人が初めて出会ったティアナの花壇がある場所にさしかかった時、リックは風になびくティアナの髪に触れ、足を止めた。

「リックさん……？」

「ティアナ、これからは俺だけの花になってくれ」

「――――……っ」

　ティアナの髪にキスをしながら、リックが告げる。

「ティアナ、結婚しよう」

　ティアナにとってそれは初めての経験であった。一人の男性から愛を告白され求婚される。無邪気に笑うリックの顔も、まっすぐに見つめられた男らしい視線も、ティアナにだけ向けられた情愛なのだ。それに触れて、どうして心震わさずにいられるだろう。この時ティアナは決断する。一生をこの人の傍で過ごそう。自分の持っているすべてを捧げても惜しくはない。自分を選んでくれた。それだけで愛するには十分すぎると―――。

　リックからの求婚を正式に受けることになったティアナは、両家の勧めもあり、一年後に控えた結婚式までの間、嫁ぎ先に慣れるためリックの住むお屋敷に通うことになった。ティアナは毎日のように自身で育てた花々を小さなブーケにして、リックへの手土産にした。

　リックの住むお屋敷はまるで王宮のように広大で贅沢な作りになっており、多くのメイドや執事たちが仕えていた。掃除や炊事など、いわゆる花嫁修業のようなことは、すべて彼らの仕事となりティアナは手伝わせてすらもらえなかった。

　それでもティアナは、婚約者であるリックのために何か出来ることはないかと模索し、レヴィル家の歴史を学んだり、両親とも良好な関係を築こうと努力を惜しまなかった。政界に身を置く父親の跡を継ぐために、日々職務に追われている様子のリックに、家では少しでも安らぎを感じてもらいたいと、自身で育てたハーブティーを振る舞ったり、手作りのポプリを差し入れたりと、ティアナならではの精一杯の心遣いも忘れなかった。ティアナにとってリックに尽くすことが、最良の幸せになっていった。










　そんな忙しくも幸福な時間は足早に過ぎていき、街路樹が赤やオレンジに色づく季節になった。ティアナがリックのお屋敷に通うようになり、半年以上の時間が経過しようとしていた。

「そろそろ夜は肌寒くなってきますね。新しい襟巻を編んでみたんです」

　仕事に向かうため朝支度をするリックに、ティアナは手編みした襟巻を差し出す。

「あなたの髪色に良く似合う濃い藍色の毛糸で編んだんですよ」

　ティアナは、この襟巻を編みながらリックがこれを身に着けているところを何度も想像した。誰かのために編み物をすることが、こんなに楽しいなんて知らなかったと、ティアナは思わずこぼれる笑みをそのままリックに向ける。

「ああ、そこに置いておいてくれ」

　それだけ言い残すと、リックは襟巻もティアナもその視界に入れることなく、部屋を後にした。バタンと音を立てて閉ざされたドアの前に取り残されたティアナは、両手で差し出すようにした襟巻に視線を落とす。

「はあ……」

　もうどれくらいになるだろうか。ここ数か月の間に、リックの忙しさは目まぐるしいほどになり、毎日の帰宅時間も日付が変わってからになるなんてことも珍しくない。地方や隣国への滞在なども重なって、数日家を空けることも増えていった。そんな状況では、当然リックとティアナがゆっくり顔を合わせる時間など取れるわけもなく、次第にリックの口数も必要最低限の連絡事項のみになった。

「だめ、だめ……リックは今大切な時期なんですもの。私が彼を支えなくって、誰が彼を支えられるっていうの」

　ティアナは、自分を鼓舞こぶするようにつぶやく。リックは今、それほどまでに余裕がなくなるほど仕事に没頭しているのだ。それなら、将来の妻となる自分がそんな彼のことを一番に考えてあげなければ。寂しいなんて贅沢なことを思ってはいけない。こんな自分を愛してくれている彼を、精一杯応援してあげなくては。

「よし、明日はジャスミンのアロマを持ってきましょう。安眠効果もあるジャスミンの香りで、リックの疲れも少しは癒せるかもしれないわ」

　ティアナは、わざと鼻から大きく息を吐き自分を奮い立たせる。もっともっとリックの力になりたい。彼の帰ってくる場所としてふさわしい自分になるために、「結婚してよかった」と言ってもらえるように。そうしたらきっと、またあのイタズラ好きの少年のような笑顔を見られる日がくるはずだから。

　最後の言葉は、ほとんど自分に言い聞かせているかのようであった。ティアナは、手にしていた襟巻をそっとリックのクローゼットに仕舞う。いつか彼がこの襟巻を首に巻いて「似合う？」と照れながら聞いてくれる日がくることを、少しだけ期待したまま。










　街路樹を彩っていた葉が落ち、雪がちらつくことも多くなってきた頃、ついにティアナは、ひと月に数回しかリックの顔を見れないほどにまでなっていた。リックがいつ家に帰り、いつまた出かけているのかすら分からないほど、すれ違いの毎日が続いていた。

　そんな中、ティアナにとって今日は特別な日であった。今日は愛する婚約者、リックの誕生日なのだ。この日のために、ティアナは自身の温室で大切に育てた色とりどりの花を、一段と豪華な花束にして、リックの屋敷を訪れた。

　無論、リックは仕事に出た後で、今日も何時に帰宅するのか分からないというのは変わらなかったが、長い間、あまりにも献身的にリックを支えるティアナの姿に感銘を受けた執事やメイドたちが、今夜は屋敷に泊まってリックを待てるようにと、手配をしてくれていた。家主であるリックの両親にも了承を得ていると聞いて、ティアナは執事やメイドたちに心からの感謝を伝える。長くこのお屋敷に通うようになって、執事やメイドたちとも交流を深めていたティアナは、いつしかそのひたむきさを受け入れられ、婚約者として大切に扱われてもいた。

　宿泊用にと用意された部屋は大層豪華な作りの客間で、最初に案内された時、ティアナは何かの間違いなのではないかと息を呑んだほどであった。広々とした居間とその奥に寝室、浴室や手洗い場まで完備され、貴重な調度品や絵画なども飾られている。果てはメイドたちによって、質のいいナイトドレスまで用意されていた。

「こんなにすごいお部屋だなんて…逆に落ち着かないかも…」

　おずおずと部屋の中に入り、とりあえず持ってきた花束を花瓶に活けることにした。

「早くあなたたちを彼に見せてあげたい。でも、もう少し待っていてね」

　水を入れた花瓶に、丁寧に花を活けながらティアナはつぶやく。誕生日だというのに、変わらず仕事に精を出す愛する婚約者を思うと、労りと慈しみの心が際限なく溢れてくるような気持ちがする。そんな彼を、飛び切りの笑顔と見事に咲いた花々で出迎えてあげたい。それが今の自分に出来るありったけの心を込めたプレゼントだと、ティアナは思った。

　まるで昨日のことのように思い出される、「これからは俺だけの花になってくれ」と言ったリックの言葉。たとえどんなことがあろうと、自分はリックの傍を離れない。彼の隣に寄り添い、枯れることなく優しい香りを届けられる花になりたい。そんな思いが、ティアナの心を満たしていった。










　深夜二時を過ぎてもリックは戻らなかった。ティアナは入浴を済ませ、せっかく用意してもらったのだからとシルクのナイトドレスに袖を通した。外は雪が降り続いていてティアナはリックの身を案じる。

「お誕生日にこんな時間までお仕事だなんて…」

　多忙なリックを気の毒にも感じ出した頃、さすがにティアナにも睡魔が訪れた。あくびをかみ殺すようにやり過ごすと、ティアナはコーヒーを一杯用意する。いつもなら蜂蜜とミルク、シナモンを足すティアナだったが、これは眠気覚まし用だからとブラックのまま熱々のコーヒーをすすった。










　あれからどれくらい時間が経ったのだろうか。いつもより天井が高く感じる。そうだ、ここは家ではなくリックのお屋敷なのだと、ティアナがまだはっきりしない意識の中で思いを巡らせる。どうしてか胸が息苦しい。体中にずっしりと感じる重みは何なのだろう。ティアナがうっすらと目を開けると、そこには自分に覆いかぶさるリックの姿があった。

「リック……なに…を…」

「ああ、起きたか。まさかお前がこの時間までいるとは思わなかった」

　そう言いながらも、リックはテーブルに仰向けに寝かせたティアナの体を弄る手を止めない。

「リック…あなた……酔ってるの」

　リックの目は座っており、アルコール臭がティアナの鼻腔を刺激する。

「付き合いだよ。大臣方のご機嫌を取るのも疲れる。癒してくれよ」

「あっ…待って、リック…だ…め…」

　ナイトドレスの上から、リックがティアナの胸を強く揉んだ。反応する突起をすぐさま見つけ出すと、それをつまむようにしてもてあそぶ。

「んんっ…リック、やめ…っ…あっ」

「いいから、かわいがってやるから大人しくしとけって」

　体をよじって逃れようとするティアナに、リックが叱責しっせきする。いやいやと、首を振って抵抗するティアナに、リックは苛立ちを隠そうとしない。

「ほら、動くな。じっとしてろって」

　自分とリックの間に腕を入れるようにして、リックを離そうとしたティアナだったが、か細いティアナの腕はあっけなくリックに羽交い絞めにされる。




　―――――――パリンッ。




　さっきまでティアナが眠気覚ましに飲んでいたコーヒーカップの割れる音がする。テーブルの上でもみ合っていた拍子に、床に落ちてしまったようだ。好みでないブラックコーヒーをすべて飲み干すほど、ティアナは長い間リックの帰りを待っていた。でも、リックにはそんなこと、どうと言うことでもない様子で、カップが割れたことにも気にする素振りすら見せない。

「リック……リック…っ」

　もう何度名前を呼びかけているだろうか。ティアナの声は、一度もリックに受け止められぬまま、まるでうわ言のように高い天井に吸い込まれていく。そこで初めてティアナは気づいた。半月以上振りに会えたというのに、一度もリックと目が合わない。今自分の体の上で息を荒げている男は、ティアナ自身を見ていない。

　ふと、窓辺に飾られた花瓶に視線を移す。リックのためを思い、リックのことだけを考えて飾られた花々を見て、ティアナはどうしようもなくやるせない気持ちになる。どんなに立派に咲き誇ろうとも、高価な花瓶に活けられようとも、関心すら持たれない花たちは、なんと可哀想な存在なのだろう。酒に酔って、ただ欲望のままに体を求められても、心の隙間が埋められるわけないのだ。










「冗談じゃない！　なんでお前ごときの女に、俺が拒絶されなくちゃいけないんだ！」

　ティアナがリックの頬を叩いてしまったことに後悔をするよりも早く、リックの怒号が部屋中に響いた。まだティアナの右手には、頬を叩いた余韻がジンジンと残っている。

「お前など葉っぱや花遊びばかりで何の役にも立たない、面白味すらない女だろ！　それなら将来の夫のために、その体で奉仕するのが当然の務めだろう！　大した魅力もない癖に、何を気取っていやがるんだ！」

　叩かれた頬をさすりながら、リックは自分の上着のポケットから煙草とマッチを手に取る。ため息と舌打ちをしながら忙しなく煙草に火をつけ大きく煙を吸い、吐き出した。

「うんざりなんだよ、お前の話も態度も全部。俺の顔色を窺って毎日毎日、煩わしいったらなかったぜ。言っておくが俺にとってお前はもうお荷物でしかないんだよ。ちゃんと態度に出してやってるのに、お前ときたら、気を利かせて出て行くこともしないんだからな」

　さっきから、リックは何を言っているのだろう。ただただ頭は真っ白になって、思考が追い付かないでいるのに、それでも鮮明にリックの言葉はティアナの耳に鋭いナイフのように入ってくる。

「今俺は大臣の娘と付き合ってるんだよ。毎晩夜中までなんて仕事もあるわけねーのに、お前ときたら何も気づきゃしない。お前がくだらないハーブだ襟巻だなんてしている間に、俺は気立てのいい女に十分癒してもらったぜ。しかも相手さんも俺に夢中ときてる。わかるか？　お前は用済みなんだよ」

　最後の一口分を吸い終わると、まるで打ち捨てるかのように煙草を灰皿に放るリック。しっかりと火を消さなかったから、一本の細い線のような煙が、リックとティアナの間を横切って行く。

「もう終わりだ。顔も見たくない。お前との婚約はなかったことにさせてもらう。金ならいくらでも払ってやる。とっとと出ていけ」

　それだけ言うとリックは、解きかけていたベルトを締め直し部屋から出て行く。ティアナの耳元では、先ほどのリックの言葉が何度も何度も反響して繰り返される。うんざり、煩わしい、大臣の娘、用済み、終わりだ……リックのむき出しな言葉がティアナの心を何度も抉るようにして踏みつけていく。

　リックを追わねばと、誰かの声が聞こえたような気もしたが、ティアナには、もう立ち上がる気力すら残っていなかった。

　大きな窓の外には、深々と降り積もる雪が舞っている。そんな窓辺に飾られた花をティアナはいつまでも見つめていた。大きく花弁を開いた花々は、きっとこの雪の中では一晩で凍りつきダメになってしまうだろう。たった一度でも白銀に晒されれば朽ちてしまう花が、まるで自分とリックのようでティアナはいつまでもいつまでも目を離せないでいた。










　その後、ティアナの元に正式に婚姻を破棄するという文書と、慰謝料としては多すぎる額の書かれた小切手が送られてきた。それにはいわゆる口止め料も含まれているようで、婚姻破棄の原因は他言しないようにとする契約書のようなものまで送付されていた。

　あまりの多額な慰謝料に、ティアナの両親は婚姻破棄は残念だとしながらも、あっという間にその申し出を受け入れ、契約書にサインをした後、リックの元への返送も済ませていた。

　リックの両親からも、今回の件は申し訳ないと謝罪はあったものの、政界で権力を持つ大臣の娘が新たな花嫁候補となることは、レヴィル家としても願ってもない良縁のようで、とどのつまり「息子とのことは残念だが、早く忘れてくれ」というのが本音のようであった。

　周囲が淡々と婚姻破棄の手続きを済ませていく中、ティアナ一人だけが当事者にも関わらず、まるで置いてきぼりのように取り残されていた。

　責任がどうの、両家や学園とのつながりがどうの、ということではなく、ただただティアナの心には大きな穴がぽっかりと空いてしまったようであった。そう長くはない時間であったが、確かに自分は一人の男性に心惹かれ、その人のことだけを見つめてきた。何も取り柄のなかった自分を、一時でも愛してくれた男性から、「いらない」と言われた事実は、ティアナを想像以上に苦しめる。

　もう何も望みはしない。希望は絶望と表裏一体で、それがどんな些細なことで覆るかも分からない。それならば、自分は一人静かに、誰にも傷つけられることなく、ひっそりと暮らしていきたいと、ティアナは婚姻破棄を機に実家であるエヴァンス家を出ることを決めた。

　その後ティアナが実家を出てから数日と経たずして、学園から教員として働かないかという申し出があった。当時の学園長にのみ、本当の婚姻破棄の理由が明かされていたようで、ティアナを不憫に思っての申し入れであるということは、すぐに分かった。

　これからは誰とも深くは関わらず、自分一人で生きていこうと決めたティアナは、その申し出をすぐに承諾した。結婚という道を諦めた自分は、これからの長い人生を一人で生きていかなければならない。そのためには、安定した仕事が必要だったのだ。

　元々学生時代から優秀であったティアナは、女官職員として学園に戻ってきた後、その仕事と並行して草花や植物についてのより一層の研究にも力を注いだ。まるで何かに取りつかれたかのように熱心に研究に打ち込んだ結果、自身がかけ合わせた新種の花々を安定して繁殖させることにも成功する。これをきっかけにして、ティアナは植物研究者として国の運営するラボからも、定期的に論文や研究結果を提出するよう依頼を受けることとなった。

　一生を添い遂げると誓った相手から、もう必要ないと見限られた辛い経験は、図らずしもティアナを優れた教員、研究者へと成長させる糧になった。時が流れ、悲しみや心の痛みを、少しずつ少しずつ胸の内にある小さな箱に仕舞って、考えないように感じないように出来るようになった頃、ティアナは学園にとっても、研究所にとっても、欠かせない人材になれていたのだ。

　特に学園での毎日は、ティアナにとっても特別なものであった。かつて自身もここの学生として青春時代を送っていたことを思うと、人生でもっとも輝かしい時期を過ごしている学生たちは、特別目映いまばゆいものに感じられた。そして、ティアナ自身が叶えられなかった、「生涯を共にする相手に見初められる」という目標に向かって、学生たちが精一杯努力し、その成果を公式謁見会で発揮出来た時は、教員としてこの上なく幸福だと感じられた。関わってきたすべての女学生たちが、どうか良縁に恵まれ幸せになって欲しいとティアナは思う。

　だからこそ、たとえ学生たちがティアナのことを、婚姻破棄をされた可哀想な人と思っていたとしても、根も葉もない噂話が学園で囁かれていたとしても、ティアナにとっては造作もないことであった。彼女たちはティアナにとって、希望の光なのだ。学生たちの幸せこそが、今のティアナにとっての幸せにもなっていた。







第四章　王子の妃候補




「ちょっとちょっと、あのお話し聞きました？」

「まだ正式には発表されていませんが、本当みたいですわよ！」

「こんなこと何十年に一度ってくらいしか巡ってこないチャンスだわ」

「どうしましょう。どういった女性がお好みなのかしら…」

　学園中がひとつの話題で持ち切りになり、女学生たちが沸き立つ。それどころか、学園の教員陣や理事会までもが慌ただしく学園内を駆け回っている。

　本国の王位継承者アラン・リンゼン・バーキンが、今年の公式謁見会に参加するというニュースが学園に届いたのは週明けすぐのことだった。のちに国の最高権力者となるアランが、今年二十歳になるということで本格的に妃となる相手を探すべく、この聖ネヘレクオシス女学園を訪れるというのだ。

　もはやこのニュースは学園だけに留まらず、学生たちの家々はもちろん街中、国中が注目することとなり、大きな衝撃をもたらした。

　歴代、ゼネス＝レヴィア王国の王族たちは、聖ネヘレクオシス女学園での謁見会を経て自らの妃を見初めてきた。その長い歴史と築き上げてきた信頼は強固なものであり、今回のアランの妃候補を決めるのも、もちろんこの学園でとの直々のおふれであったのだ。

　学園内外がそんな歴史的ビックニュースで持ち切りになった頃、聖ネヘレクオシスの全学生が講堂に集められ、緊急学園集会が開かれた。教壇には学園長であるエドワードが直々に立ち、学生たちにも緊張が走る。もちろん学園長から伝えられるのはアラン王子の公式謁見会参加についての話題であろう。対象者となる卒業を控えた学年の学生たちは、興奮と期待に満ちた眼差しを教壇に向けていた。

「えー、皆ももう知ってはいると思うが、我がゼネス＝レヴィア王国の王位継承者であらせられる、アラン・リンゼン・バーキン王子が今年の公式謁見会へのご参加を表明された。数年前から学園とバーキン家の間で、アラン王子の妃候補選出についての協議は進められていたが、ついに今年アラン王子が二十歳になられ、本格始動することに相成った。学園としてもこれは大変名誉なことであり、学生諸君にも、より一層の努力と自身の学力や能力の向上に努めてもらいたい」

　ウォホン、と重々しく喉を鳴らしてから、エドワードは大変誇らしそうに学生たちに向けてスピーチを始めた。アランの名前が出たところで、女学生たちの歓喜を秘めた声が上がった。

「学生諸君等にはもう一つ伝えておかねばならないことがある。今回のアラン王子の謁見会参加に伴い、より広い視野と関心を深めたいと、国王であらせられるジョルド陛下から直々に申し入れがあり、特別に謁見会までの間も、アラン王子には学園内を自由に見学していただくこととなった」

「「「「「「「――――――――――っっっ!?!?」」」」」」」

　学生たちの言葉にならない驚きや嬌声が講堂内に溢れかえった。原則として聖ネヘレクオシス女学園では、公式謁見会以外での学生との接触は禁止されている。まさに男子禁制のこの学園に、本国の王子が自由に行き来するということは、女学生たちにとっては一大ゴシップなのだ。

「まあ今までにない特例ではあるし、諸君が動揺するのは当然のことであろうが、私たちが暮らすこの国を担って行くお方が、その生涯の伴侶を見つけるのであるから、これくらいの特別待遇はあって然るべきであろう。また、今回国王からは妃候補の対象を、今年の卒業生に限定せず、全学生から選びたいとの申し出もあったことから、アラン王子の妃候補のみ学生全員が対象となるので、下級生たちもそのつもりで学業に励むように」

「「「「「「「「「「――――――――っっっっっ!?!?!?」」」」」」」」」」

　先ほどの驚きや嬌声とは比べ物にならないほどの混乱の声が講堂中に響き渡った。降ってわいたチャンスに歓喜する下級生もいれば、不公平だという不満を口にする卒業予定の学生たちもいて、まさに学園中が震撼する衝撃であった。

　もはや講堂内で学園長に視線を向けている者は皆無になった。学生たちは今回の学園の激動に追いついていけてない様子で、ざわつきが収まらずまさに大騒ぎ状態だ。

「聖ネヘレクオシス女学園は、今回の縁談をもって、歴史的価値をさらに高めることになるのは明白である！」

　突然のエドワードの声高な宣言に、どよめいていた講堂内が一瞬にして沈黙に包まれる。

「学生諸君が混乱するのも十分理解出来る。しかし、これはこの学園だけでなく、この国全体の行く末に関わる重大事項になることは必至。アラン王子ならびに、ジョルド国王陛下に認められた本学園で、熱心に勉学に励む君たちを私は信じている！　皆が全力で取り組んでくれることを期待しているぞ。以上！」

　エドワードの堂々の演説が終わり、学生たちは各教室に戻された。まだ学生たちからは動揺が消えず、口々にアラン王子訪問についてあれこれと意見が飛び交っている。しかし、エドワードの渾身のスピーチは、少なからず学生たちの心に小さな闘志を抱かせたのは事実であった。現に先ほどまで不平不満を口にしていた卒業予定の学生たちの中には、すでに図書室から自国の歴史について書かれた本を持ち出し、バーキン家の歴史について調べ出す者もいるくらいであった。

　国王からの申し出で、いきなりアラン王子の妃候補として対象となった下級生たちも、まだ見ぬアラン王子についての噂話に花を咲かせ教室内はその話題で持ち切りになったほどであった。










　緊急学園集会から一週間後、学園ではこれまで見かけることがなかった警備班や、護衛のため配備されたボディーガードたちが早朝から慌ただしく集い、物々しい雰囲気を醸し出す。普段は自由に登下校する学生たちも、交通整備された道を通るよう指示が出た。ついにアラン王子の最初の学園訪問が始まるのだ。

　女子学生たちが続々と登校してくる中、学園の前に大きな馬車が停められた。壮麗に装飾が施され、かつ重厚な作りの見た目から、その馬車に誰が乗せられているのかは、誰の目から見ても明白であった。馬車の扉が従者によって開かれ、扉のすぐ前にボディーガードと思しき屈強な男たちが壁になるようにして立ちはだかる。そんな男たちで出来た壁の隙間から垣間見えた人物の姿に、登校中であった女学生たちは一斉に息を呑み足を止めた。

　光が当たると柔らかなウエーブがかった毛先にダイヤモンドのような輝きを持つ漆黒の髪と、凛々しく深い青紫の瞳。品の良いシルクの衣服に包まれた体躯は、生地の上からでも形のいい筋肉に覆われていることが分かる。この世のものとは思えないほどの美貌と、バランスの良い体格を持ち合わせたアラン王子は、一目にして多くの女学生たちの心を奪ってしまった。

　まさに国の最高権力者としてふさわしい風貌のアランに、学生たちは羨望の眼差しで見つめる。少しでもアランの目に止まりたいと、慌てて髪を整えたり、手鏡を覗く者までいたほどだ。

「モーリナーさん！　ついにいらっしゃいましたわ！」

「あの方がアラン王子ですの!?　なんて見目麗しい……」

「きゃーっ！　こっちにお顔を向けてくださいましたわ！」

「あなたたち、みっともないですわよ！　少し落ち着きなさい」

　学園でも一、二を争う美貌と才能を持つモーリナーとその取り巻きたちも、学園前に現れたアランの美貌に興奮を隠せない様子であった。

「でも、この学園でアラン王子に一番ふさわしいのはモーリナーさんよ！」

「そうよねー。モーリナーさんに敵う学生なんていませんわよ」

「そんなことありませんわ。エドワード学園長が言っていた通り、全学生がその対象なんですもの」

「モーリナーさん以上に綺麗で成績も良くてなんて学生いませんもの。きっと学園長だってジョルド国王にモーリナーさんを勧めているに決まってますわ」

「数年前から協議していたっておっしゃってましたものね。絶対その中の候補にモーリナーさんは入ってましたわよ！」

「あなたたちったら…」

　そう言いながらも満更でもない様子のモーリナーは、口元の緩みを悟られまいとわざと視線を左上に移して顔を背ける。

「でも名誉なことだわ。我が学園から将来この国を担うお方のお妃様を探してくださるなんて。わたくし、アラン王子にお礼を申し上げてこようかしら」

「それがいいわ！　アラン王子もモーリナーさんを見たら、お妃探しが終わってしまうかもですけれど！」

「本当にそうね。モーリナーさん、いってらっしゃいよ。どうせわたくしたちになんて勝ち目はないんですから」

「もう、わたくしそんなつもりじゃないのよ。本当にアラン王子にお礼をお伝えしたいだけなんですから」

　そう言ってモーリナーは少し背伸びするようにして姿勢を正してから、ふうっと小さく息を吐いた後、アラン王子に向かって歩き出した。確かに、自分が学園で一番優秀で美しい容姿も兼ね備えた、妃候補にはぴったりな人材だとの自負はある。それでも、いざ一国の王子に対峙するとなると、モーリナーであってもその動悸は早くなり、手にはじんわりと汗が滲んできた。

「あ…あの…っ、」

「「「んっ？」」」

　アラン王子の周りを取り囲むボディーガードたちが、一斉にしかめっ面をしながら振り返る。その迫力に、モーリナーの喉は一瞬ひゅっと鳴った。

「あっ…あ、アラン王子に、ご…ご挨拶をさせていただきたく…」

　モーリナーは取り巻きたちに自分の声が聞こえてやしないか気がかりだった。彼女たちの前で、こんなに声が震えたことはなかった。自分が王子を前にしたからと言ってこんなにも緊張しているなんて悟られたくはなかったのだ。

「ああ、彼女は我が学園の中でもとびきり優秀な学生でしてな。アラン王子にもぜひお見知り置きいただきたいものです」

　アラン王子を出迎えに来ていた学園長のエドワードは、自慢げにモーリナーの肩を抱きながら、まるでわが子を紹介するかのような態度を見せた。しかしそれがかえってモーリナーの心を何割か軽くさせた。

「は、初めまして。お目にかかれて光栄でございます。わたくし、モーリナー・ブレークと申します。学生を代表しましてご挨拶させて頂きたくお声がけさせていただきました。聖ネヘレクオシス女学園へようこそおいでくださいましたわ。公務でお忙しい身でありますのに、こうして我が学園へ足を運んでくださったこと、心より感謝いたします。ぜひ、学園内をご案内して差し上げたいのですが、よろしいでしょうか？」

　我ながら完璧な挨拶であったとモーリナーは思った。制服の裾を持つ指先も、下げる頭の角度も、すべてが洗礼されたレディの象徴のようであった。あとは、アラン王子が一言二言、言葉を返してくれて、顔を上げたモーリナーに微笑み、「学園の案内を頼む」と言ってくれれば、すべてがモーリナーの計算通り。このまま、お妃様への道へ突き進むだけとまで考えたところで、アラン王子の返答がないことに気づいた。

「……？」

　いつまで経っても顔を上げていいという一言がなく、モーリナーは恐る恐る顔を上げる。

「―――ふわああ…っ」

「ッッ!?!?」

　アラン王子はあろうことか、モーリナーの渾身の挨拶や感謝の言葉など一切気にも留めていないかのように、大きな口を開けて欠伸をし、うんっと背伸びをした。

「ア…アラン王子…？」

　あまりの関心のなさそうなその仕草に、思わず学園長のエドワードがアランに声をかけた。

「―――ああ、すまない。昨夜あまり寝てないんだ。エドワード、コーヒーを一杯頼む」

「は、はい、すぐにご用意いたします。では、応接室の方へどうぞ…」

　エドワードが気まずそうな視線をモーリナーに向けながらも、アランを応接室へと案内する。その間中、アランには目の前でモーリナーがまるで見えてすらいないかのようで、会釈すらすることなく颯爽とモーリナーの横を通り過ぎて行った。

「………モ、モーリナー……さん……？」

「ア、アラン王子って朝が弱いのかしら…ね？」

「そっそうですわね。コーヒーを飲まれて目が覚めたらきっと……」

　モーリナーの後ろでやり取りを見つめていた取り巻きたちが、慌てた様子でモーリナーを励まそうと声をかける。

「…………」

　モーリナーの顔はみるみる内に真っ赤に染まっていき、取り巻きたちの方へ振り返った時には、まさに鬼の形相と言える表情で、取り巻きたちは思わず青ざめる。

「あなたたち、授業に遅れますわよ！　そんなところで突っ立っていないで、教室にお行きなさい！」

「「「は、はいぃぃ―――！」」」

　そう言って、取り巻きたちは大急ぎで教室への道を駆けて行く。アランとモーリナーのやり取りを遠目に見つめていた他の学生たちも、気まずそうな顔をしたり、思わず吹き出してしまう者もいて、より一層モーリナーの心を抉った。

「なんて無礼な態度なの。王子だからって、あんまりではありませんの。こんな屈辱は初めてですわ。――――こうなったら、絶対にわたくしがお妃に相応しいと認めさせてやりますわ。あんな美しい王子が、わたくしに妃になって欲しいと懇願するのよ。そうなったらどれほどいい気分がするでしょう。そうよ、わたくしはこの程度のことでくじけるほど、やわではなくってよ―――」

　生まれて初めて味わった屈辱は、モーリナーに強い闘志を抱かせた。痛手を負っても尚、アランを振り向かせたいと思うほどには、モーリナー自身も王子に惹かれているのは確かなのであった。










「おい、王子はいたか!?」

「こっちには見当たらない！　そっちは？」

「こっちもだ！　講堂の方へ行ってみよう！」

　アランの護衛たちが慌ただしく学園内を駆け巡る。応接室でコーヒーを飲んだ後、エドワードの案内で学園内を見学し出したアランだったが、各教室、音楽堂や運動場などを回っても一向に関心を示そうとしない。それどころか、エドワードの熱心な説明にすら耳を傾けることもなく、ただただ退屈そうに欠伸をしたり、ボーっと空を眺めたりと心ここにあらずといった様子であった。

　従者やボディーガードと共に大勢での移動が続き、第二校舎を出たところで、アランが姿をくらましていることに気づいた。それからは大慌てでアランの捜索が始まった。一国の王子であるアランに何かあっては困ると、従者の一人はアランがいなくなったことを聞き、ショックを起こし倒れてしまったほどであった。

　そんなことはどこ吹く風と、アランは彼らの目を逃れ学園の校舎裏へ来ていた。たとえ国のためであったとしても、二十歳になったからといって突然結婚への意欲が湧くわけでもない。今回の学園訪問は、アランにとって退屈極まりない行事であることは間違いなかった。

　しばらく校舎裏を散策していると、アランの目の前に広大な庭園が現れた。見渡す限り様々な花で埋め尽くされたその庭園は、思わず感心の声が漏れるほどの美しさで、王宮に住むアランですら圧巻の花畑と思えた。

「これだけの品種を見事に…」

　何よりもアランが感心したのは、花々が生き生きと咲き誇っていることであった。もちろんアランの王宮にも専門の庭師の管理する庭園があったが、そこで咲く花々は寸分の狂いも許されていないかのように整頓され、まるでチェス盤のような均等さを保っていた。その庭園を見るたびに、アランはまるで自分のようだと息苦しさまで感じたほどだ。

　それがこの学園の花々はどうだろう。制限などまるでないかのように一輪一輪がのびのびと成長している。丁寧に剪定もされているはずなのに、どこか自然のままであるかのような姿の草花に、アランは久しぶりに深呼吸出来たような気持ちになる。そしてなぜか、とても懐かしいような感覚が胸に込み上げてきた。

　この感情は何なのだろうか。アランがおもむろに足元に咲く花に触れようと、身をかがめて手を伸ばしたその時だった。

「触ってはダメッッ！」

「ッ!?」

　後ろから叫ぶような声が聞こえたと思った途端、アランの手は、その声の主の両手に包まれ制止させられる。

「この花は茎に鋭い棘があるんです。素手で触ると怪我をしてしまいますよ」

　そう言いながら目の前に突如現れたその女性は、アランの手をゆっくりと花から遠ざけ、棘が刺さってはいないかと熱心に指先を確認する。

「…よかった。棘には触れなかったようですね」

「あ、ああ…すまない」

　指先に息がかかるほどの近さで無事を確認され、思わずアランはたじろいでしまう。

「……お花、お好きなんですか？」

「え、ああ、まあ。花は好きだ…」

　まるで無垢な少女のような瞳でまっすぐに見つめられたアランは、さして興味を持ったこともないはずの花を好きだと頷いてしまう。しかし、そんなアランの返答に、初対面であるはずの彼女がパーッと晴れやかな笑顔を見せる。

「お花ってすごいんですよ。こうして香りを楽しんだり、美しく咲き誇る姿を楽しめたり、薬やお茶になって健康のためにもなったり、時には話し相手にすらなってくれるんですから」

　そう言って握っていたアランの手を離し、庭園の方に視線を移す彼女の横顔を見て、アランに衝撃が走る。そうだ、彼女には会ったことがある。厳密には、アランが一方的に彼女を見かけたというのが正しかった。

　かつて十六歳の時、父親であるジョルドとこの学園を訪れた時、応接室の窓から見た、泥だらけになりながらも心から幸せそうに花たちの世話をしていた女性。それが彼女だ。間違いない。国王を父親に持ったが故の憤りや寂しさを抱えていた時、アランの脳裏にいつも思い出されたのは、この庭園で見た彼女の笑顔であった。

「君―――名前は？」

「私ですか？　ティアナ、ティアナ・ローズ・エヴァンスです」

　その名前を聞いた瞬間、アランには確かに雲間からさす一筋の光が見えた。ずっと自分を支え続けた笑顔の持ち主。やっと見つけた希望の光は、あの時と同じ、泥だらけで髪を一括りにしたまま、変わらずに眩しいほどの笑顔を携えていた。










第五章　君が欲しい




「王子―！　アラン王子！　ここにおりましたか！　困りますぞ突然いなくなられては……！」

　遠くからの呼びかけにアランがはっと顔を上げる。庭園の向こう側から、わき腹を苦しそうに抑えながらも走り寄ってくるエドワードを見て、アランはこの学園に来た理由を思い出し、またげんなりする。

「王子……、アラン王子って…あなたってまさか、アラン・リンゼン・バーキン王子？　こ、この国を治めていらっしゃる……」

　エドワードが王子と呼ぶ相手は、どうやら自分が今まで気さくに話かけていた目の前の青年の事らしい。エドワードに続いて、屈強な護衛の男たちや多くの従者たちも駆けつけ、彼が本物の王子であることが裏付けられる。

「どうしましょう……。私、とんだ失礼をいたしました。まさかアラン王子だとはつゆ知らず…。どうかご無礼をお許しくださいませ」

　そう言ってティアナは慌てて頭を下げる。そうこうしているうちに、護衛やエドワードたちがティアナたちの元に到着し、皆がアランを必死に探していた旨を伝えた。

「まあ、突然いなくなってしまわれたのなら、皆さんも心配なさったでしょう。今度庭園にいらっしゃる時は、ぜひ皆様と一緒においでくださいませね」

　ティアナは満面の笑みでアランに語りかける。自国の王子が花好きだと言ってくれたことがよほど嬉しかったのか、まさかアランが従者たちの目を逃れるためにたまたま庭園に来たとは思いもしなかった。

「ティアナ君、王子にそんな暇はありませんよ！　ただでさえ、今は奇病の件もありますし、そんなお忙しい中でのお妃探しなんですから。学園にいらっしゃる間は、花じゃなく学生たちをよく観察していただかないと」

　ティアナのあまりにものんびりした物言いに、エドワードはまいったなと言いたげに額の汗を拭った。

「ああ、この前の学園集会でお話しされたお妃探しですね。アラン王子はまだお若いのに熱心で立派ですわ。うちの学生は皆まじめで素敵なレディたちばかりですから、きっとアラン王子にぴったりのお相手が見つかるはずです」

　ティアナは教員としてこの学園の学生たちの幸せを心から願っている。花を好きだと言ってくれた心優しいアラン王子に見初められるなら、きっと幸福な結婚になるはずだ。

「さあ、アラン王子行きましょう。まだまだご紹介したい施設や学部もありますので」

　エドワードがアランを促すように手を前に出す。

「いや、もう案内は十分だ」

　アランがエドワードに視線を移すことなく歩みを進め、改めてティアナの前に立つ。

「アラン王子…？」

　神妙な面持ちでティアナに視線を注ぐアラン。その意図が分からず、ティアナは小首を傾げた。

「ティアナ、俺と一緒に王宮に来てくれ。君に結婚を申し込むよ」

　そう言ってアランはティアナの頬についた泥を優しく拭った。

「―――……えっ、なん…？」

　突然のアランの言葉にティアナの思考は完全に停止する。二人を取り囲んでいた従者や護衛たち、学園長のエドワードですら、すぐにはアランの言葉を理解出来なかったようで、辺りは沈黙に包まれる。

「……はっ！　いやいやいや、アラン王子、何をおっしゃるかと思えば！　冗談も大概になさってください。ティアナ君は我が学園の優秀な職員です。そうからかわれては…」

　エドワードの一言で、周囲の従者や護衛たちも、ああと薄く笑う。なんとも分かりにくいジョークだと、護衛同士で小突きあう者もいた。

「からかってなんかいない。俺は至って本気だ」

　周囲の笑いを制するようにアランはきっぱりと言い切る。まさかの返答に、エドワードの口角は不自然に上がったまま固まった。

　ティアナはこのやり取りについていけず思考が硬直してしまう。なぜ一国の王子であるアランから求婚されるのか、まったくもって意味が分からない。

「あ、あの…アラン王子？　これはどういう……？」

「伝えたままの意味だよ。君と結婚したい。あ、もしかして君は既婚者か？」

「い、いえ…そういうわけではありませんが…」

「なら何の問題もないな。いつから王宮へ来れる？」

「ちょっ、ちょっと待ってください！　確かに既婚者ではありませんが、そういう問題では…ッ」

「ああ、そっか。君にとっては初対面と同じだもんな。突然結婚と言われても混乱するか…」

　うーん、どうしたものか…と口元に手を当てて悩むアランの姿を見て、ティアナはますます困惑する。

「あの…アラン王子。失礼を承知で申し上げますが、今回は学園の学生をお妃候補として選ぶために本学園へいらっしゃってくださったのですよね？　私はここの教員ですし、私など選ばなくとも、この学園には才能も美しさも兼ね備えた優秀な学生がたくさん在籍しています。彼女たちとの結婚をお考えになるべきかと…」

　ティアナは働かない頭を無理やりに回転させて言葉を選んだ。まかり間違っても一国の王子の機嫌を損ねるわけにはいかない。

「そ、そうですよアラン王子！　それにジョルド国王からも学生の中から、より優秀で王子と相性の合うお相手をと仰せつかっているんですぞ！」

　慌ててエドワードがティアナとアランの間に割って入る。あまりにも想定外の事態にエドワードだけでなく、従者たちもアランに考えを改めるよう説得を始めた。

「俺の意思は変わらない。父上には俺から折を見て説明する。でも、ティアナにとっては突然のことだろうから、明日からも学園には顔を出すよ。それなら君たちの顔も立つだろう。王子は熱心にお妃候補を探してると伝えればいいんだから」

「そ、そんな……」

　あまりのアランの身勝手な言い分に言葉を失うエドワード。お付きの従者や側近たちも、アランの有無を言わせぬ物言いに口を噤んでしまった。

「じゃあティアナ、明日また来る。それまでに鼻の頭の泥を落としておけよ」

　そう言ってティアナの鼻をツンと指先で突くようにして触れる。ぴくっと身を震わせたティアナを見て、アランはからかうような笑いを残して去っていった。

「なんてことだ！　ああ、国王に何と報告すれば……ッ！　王子…アラン王子！　待って下されっ！」

　アランが颯爽と去る後姿に、エドワードがはっと我に返って慌てて追いかける。従者たちもそれにつられるようにして後を追って行った。一人取り残されたティアナはまだ放心状態でただただ花々の香る庭園に立ちすくむことしか出来なかった。










　翌日、アランは約束通りティアナの元に現れた。学園の前でエドワードが出迎え、なんとか学園の案内や学生たちの紹介を強行しようとしたが、アランから「邪魔するな」と釘を刺され、泣く泣く諦めることとなったようだ。

「ティアナ、約束通り来たよ！」

　ティアナが庭園での花の世話や、研究のため長い時間を学園で過ごす時のため、学園から借りた納屋にアランは訪れる。内装は寝泊まりが出来るようにと改装され、小さなベッドやシンプルな勉強机が並び、木製の本棚には植物や草花について書かれた本が所狭しと隙間なく並べられていた。

「ほ、本当にいらっしゃったんですね」

　ドアを開けたそこに満面の笑みで立つアランを見て、何とも気の抜けたような気持ちになるティアナ。

「こんなに早くから準備してるんだ」

　すでに朝食を済ませ、お決まりのツナギ姿になっていたティアナをアランは感心そうに見つめる。

「毎朝の習慣ですから。とにかく、せっかくいらっしゃって頂いたので狭いところですが、どうぞ中へ。今ハーブティーを入れたところですから、よろしければどうぞ」

　アランを部屋に通し、いつも使っている自分用のマグカップと、お客様用として用意していた真っ白のマグカップに、それぞれハーブティーを注いだ。

　一人用の小さなダイニングテーブルにマグカップを置き、アランを席へと案内する。ティアナは勉強机の方の椅子に腰かけた。

「あの…昨日のお話なんですけれど……。王子は本気であんなことおっしゃったんですか？」

「そうだよ。言ったじゃないか。俺は本気だって」

　あっけらかんとした顔を見せるアランに、ティアナは拍子抜けしてしまう。

「あの、アラン王子…私はここの教員ですし、二十七歳で王子よりだいぶ年上です。私なんか選ばなくとも、この学園には王子に相応しい学生がたくさんいるんですよ。彼女たちのことをもっとよく知っていただければ――」

「興味ないね」

　アランはティアナの言い分にまったく耳を貸そうとしない。

「ティアナがいくつだろうと、この学園の学生がどんなに優秀だろうと、俺の気持ちは変わらないよ」

　そう言ってハーブティーを静かに口にする。

「で、でも―――」

「んんっ！　このハーブティーすごくいい香り。これもティアナが育てたハーブなのか？」

　口にしたハーブティーがよほど好みだったのか、アランは目を大きく見開くようにしてティアナに尋ねる。

「えっ？　……ああ、そうですけど…」

　そんなことよりも、今大事な話を…とティアナは続けようとしたが、アランのあまりにも無垢で純粋な瞳に見つめられ、言葉がとどまってしまう。

「雑味もないし、丁寧に栽培されたのが分かるよ。うまいな」

　そう言ってアランはまた一口、二口とハーブティーを飲み、香りを楽しむ。とてもリラックスしたようなその表情に、ティアナもどこか安心したような気持ちになった。

「……まあ、お口に合ったのならよかったです」

　お茶を飲んで少し落ち着いてからまた話をすればいいと、ティアナもハーブティーを一口飲み、一呼吸つく。視線を下に落としていたが、一瞬その視界に影が出来て、ふと顔を上げる。すると、先ほどまでダイニングテーブルの椅子に腰かけていたはずのアランがティアナの目の前まで来ていて、勉強机に片手を付き、前髪がティアナの鼻先に触れるほどの近さで視線がぶつかった。

「―――なッ!?」

　突然のことにティアナは動揺し言葉を詰まらせた。

「ティアナの瞳の色って、少し灰色がかってるんだね」

　ティアナの前髪を指の背で少しズラすようにして覗き込む。息がかかるほどの至近距離に、ティアナの体温は一気に上がった。

「あっ、あの…アラン王子……。いきなり…なに―――」

「ん？　どうしたの？　顔が真っ赤だよ」

　そう言ってアランは、ティアナの顎に手を添え、軽く引くようにして自分により近づける。もう数センチ距離を詰めれば、キスしてしまいそうな距離だ。

「ティアナは照れ屋なんだね。耳まで真っ赤だよ」

　そう言ってティアナの熱を持った耳たぶに軽くつまむようにして触れる。

「んっ…」

　ピリッと首筋に刺激が走って、思わず声が出た。それがさらにティアナの体温を熱くする。

「可愛い声。もしかして誘ってんの？」

「そっそんな…わけ……」

　ティアナの反応に気を良くしたのか、アランはティアナの足の間に自分の膝を差し込むようにして、ぐっと距離を詰める。勉強机とアランに挟まれる形になっているティアナには逃げ道がない。

「ほら、首筋まで赤くなってきた。肌が白いからすぐわかるよ」

　そう言って耳をいじっていた手をそのまま首筋に沿って下に移動させる。ティアナの体温が上がっているせいか、アランの指先は妙にひんやりしたように感じられて、その動きがより鮮明に分かった。

「――…ッ」

　あまりの気恥ずかしさに、顔を背けたティアナ。しかしそのために、より首元が露わになり鎖骨が浮き出る。ティアナの細く白い首筋にツーっと一筋の汗が流れたのを見て、アランは思わず生唾を飲んだ。

「それ無自覚でやってんの？　煽るだけなんだけど」

　アランはティアナの汗を下から舐めとるようにして首筋に吸い付く。ティアナの足の間に入れられた膝にも、ぐっと力が込められる。

「ちょっ……ッ！　んんッ…」

　ぬるっとした舌の感触に体が反応してしまう。首筋から背骨を通るようにジリジリと刺激が走った。

「変な虫がつかないように、コレ、俺のって印ね」

　そう言って舌なめずりをしながら、いたずらっぽく笑うアラン。ティアナの首筋には赤くくっきりと咲いたキスマークが残された。

「アラン…王子……ッ」

　緊張と刺激で頭が上手く回らない。体中が熱く、心臓の音が耳元でなっているかのように大きく聞こえる。

「可愛いね。年上とは思えないくらいティアナは可愛い」

　軽く触れるだけのキスを頬に落として、アランはやっとティアナから離れた。やっと解放されたティアナは、息が上がる中、アランに向き直る。

「もう…こんな、からかう…ようなこと…っ」

「からかってなんかいないよ。好きだから触れていたいだけ」

　まるで少年のような笑顔を見せるアラン。さっきまでの男っぽい雰囲気は一体どこから出てくるのかと不思議に思うほどの変わりようだ。

「さあ、これから仕事だろう？　今日は一日ティアナの仕事ぶりを拝見させてもらうよ」

「……えっ？」

　ほら、遅刻しちゃうよと、アランはティアナの手を引く。そんなこと聞いてない、とまだふらつく足取りでティアナはアランに抗議をしたが、まるで聞いていない様子のアランに結局は押し切られる形になってしまった。










　一日仕事ぶりを見るとは言っていたが、これほどまでとは思わなかった。

　アランは本当に一日中ティアナの傍を離れなかった。授業中は教室の一番後ろに席を用意して学生たちと一緒に講義を聴き、庭園での作業中も、ニコニコしながらティアナの手元を観察していた。お昼休みの食堂でも、ティアナの隣に陣取り一緒に食事をとったし、さすがにトイレの中にまで入ってこようとした時には、ティアナが必死になって止めたほどであった。

「はああああ―――………っ」

　いつもと同じ仕事量のはずなのに、ティアナの体力消耗が激しい。どこへ行くにもアランがニコニコしながらついてくるために、学園中から視線が集まってしまったのが原因だろう。

　考えてみれば当然のことであった。自国の王子が未来のお妃候補を探すために学園にやって来たはずなのに、当の本人は一日中、いち教員であるティアナにまとわりついている。

　最初の内はただの授業見学だと思っていた学生たちだったが、アランがふざけてティアナに質問をしたり、からかうような態度を取る姿を見て、学生たちも次第にアランの目的がティアナなのではないかと噂するようになった。

「どうしたの？　長い溜息なんかついて」

　疲労感の原因でもあるのに、アランはキョトンとした顔でティアナに心配の声をかける。王子を前にあなたのせいよとは、さすがに言えないためにティアナは、力なく大丈夫と言うほかなかった。

「でも、すごいな。ティアナは授業や庭園での仕事だけじゃなく、こんな温室まで持ってるなんて」

　ティアナは庭園の奥に、研究用の植物を育てるための温室も管理していた。ここでは、国が運営するラボでの研究用として、いくつかの既存の種の組織を組み合わせたり、医療用の薬草を栽培したりと、それらのための多くの設備が整えられていた。ティアナがかつてここの学生だった頃から地道に続けてきた研究が、ラボでも高い評価を受け、これだけの設備の整った温室が与えられたのだ。

「学園が後押しをしてくれたから、これだけの場所を用意してもらえたんです。だから、私がここの教員として働くのも、学園への恩返しみたいなものなんですよ」

　かつて婚姻破棄をされてボロボロになっていたティアナに、手を差し伸べてくれたのは、確かにこの学園であった。何かに熱心に取り組んでいる間は、悲しみを薄れさせることが出来た。そのおかげで、ラボからも仕事を請け負うことが出来、今のティアナの生活が成り立つようになったのだ。

「ティアナは真面目だね。仕事ばかりで退屈にならないの？」

　忙しく植物の観察記録をつけるティアナを眺めながら、アランは空の大きな鉢植えをひっくり返してその上に胡坐をかくように座っている。

「花や植物の世話をするのが趣味みたいなものですから。お仕事半分、楽しさ半分って感じで、全然退屈なんかしませんよ」

「ふーん…」

　葉脈の様子や花弁の色合いなどを丁寧に確かめながら記録をつけていくティアナの表情は、確かに楽しげであった。思えば、アランは父親の公務を手伝うようになってから、その仕事を楽しいなんて思ったことは一度もなかった。

「ここで勉強を教えるのも、花や植物を育てるのも、ほんの少しでも誰かの役に立てているなら、私は幸せなんです」

「そうか……」

　人のためになることが幸せだと感じたことがアランにあっただろうか。確かに自分の仕事は国民の生活に直結で影響を与えるはずだが、アランはそれを実感出来たことはほとんどない。年上と思えないはずだったティアナが、やけに大人びて感じられた。

「……ティアナに育てられた花は大切にされているし幸せだね」

「ふふっ、アラン王子でもそんなことおっしゃるんですね。でも、そうだったら嬉しいです」

　くすっと笑ったティアナの表情に、アランは一瞬ドキッとする。本当に優しい、我が子を見つめるような視線をしたティアナが、いつか子供の頃に読んだギリシャ神話の本に出てきた女神の姿と重なったような気がした。

「……ティアナ」

「はい？」

　アランに背を向けるようにして作業をしていたティアナは、不意に呼びかけられ振り向く。アランがゆっくりと腰を上げて、ティアナに近づいてくる。もうあと数歩でティアナの目の前に来るというところで、今朝の出来事がティアナの頭をよぎった。

「あ…っ」

　そう声が出た時には、壁際に追い詰められるようにして、アランが目の前に立っていた。

「あ…の、アラン王子……？」

「ティアナが花ばかり見てるから嫉妬した」

「そっそんなことおっしゃられても……これが仕事ですし…」

「嫌だ。ティアナが足りない」

　そう言ってアランは、ティアナの腰に手を回して自分に引き寄せる。勢いよく引き寄せられて、ティアナはあっという間にアランの胸にすっぽりと収まってしまった。

「ア、アラン王子!?　ちょっ…離して…っ」

「だーめ。ちょっと休憩」

　アランはティアナの耳に軽くキスをする。

「ん…ッ！」

「…はあー、ティアナはいい匂いだな。いつも花の中にいるせいかな」

「そん…なこと…」

「髪もやわらかくて気持ちいい」

　頬を摺りすり寄せるようにする仕草が少し甘えているようにも思えて、ティアナは強く拒否が出来ない。

　その間もアランは、ティアナの頬や耳の後ろにキスを落としていく。ちゅっちゅっと耳元で聞こえる音が、ティアナの後頭部を痺れるような感覚にさせていく。

　軽いキスとは対照的に、腰に回された腕には時折ぐっと力が込められ、アランの服の上からは想像も出来ないほどたくましく鍛えられた腹筋や、太ももの筋肉がティアナの腰回りに当たる。そのたびに、まだまだ少年だと思っていたアランが、一人の立派な男性なのだと自覚させられる。

「あっ…アラン…おう…じ…っ」

「んー、どうしたのティアナ」

　アランは鼻がぶつかるくらいの距離まで顔を近づけて、ティアナにわざと尋ねる。

「息、上がってるね」

「あっ…アラン王子が…っ触るから……」

「ティアナは触られるだけで感じちゃうの？」

「そ、そんなこと…んッ！」

　腰に回された手を、アランはそのまま上の方までスライドさせてティアナの乳房を下から持ち上げるようにする。

「ほら、心臓がすごい跳ねてる」

「んっ……だ…めっ」

　手にしていた記録用のノートがティアナの手から滑り落ちる。胸に添えられたアランの手を掴んで離そうとするが、力が抜けてしまったティアナには到底無理であった。

「ティアナって体中柔らかくって気持ちいい…」

　わざと耳元で囁くようにしてティアナの反応を楽しむ。ひゃっと声にもならないほどの小さな叫びをティアナが漏らすと、アランは自分の腹の下あたりがぞくぞくするのを感じた。

「はあ…ホントにかわいすぎ…」

「んんッ！」

　後頭部を抱え込むように手を回されたかと思うと、そのままティアナの唇はふさがれる。我慢出来なかったと言わんばかりの深いキスに、ティアナの頭は真っ白になる。アランの腕にしがみ付くようにしているのがやっとだ。

「んっ…ふぅ…ンンッ」

　息をしようと口を開いた途端、それを逃すものかとアランの舌が差し込まれる。まるで飲み込まれるかのような激しいキスに、ティアナの頭の先から背中にかけてビリビリと電流が走る様な感覚が襲う。

「舌…絡ませて」

「んんっ…そ…な…っ…れ…きな…い…っっ」

「ティアナはキスが下手だもんね。じゃー舌出してて」

「……んえ？」

　うまく頭が回らない。言われるがままに舌を少し突き出すと、アランは少し首の角度を変えて、ティアナの舌を吸うようにしてまた唇を重ねる。

「ンンンッッ！」

　アランが舌を強く吸うたびに、付け根のところにぴりっと痛みが走る。でもなぜだろう。その刺激が走るたびに足腰の力が抜けて、すべてをゆだねたくなるような感覚になる。

「ティアナ…っ」

　やっとキスから解放されたと思ったが、目が合ったアランの瞳は熱を帯びていて、首元に捲いていたスカーフを気早に緩める。その色気があり過ぎるアランの姿に、ティアナはほんの少し正気を取り戻した。

「あ…アラン王子…わ…わた…し、しごと…今日…の、きろ…くを、まとめ…な…くちゃ……っ、いけな…くて…っ」

　息も絶え絶えになりながら、とにかくアランを止めなければとティアナは必死に説明する。

「……はあ、それ本当に今日じゃなきゃだめなの？」

「は、はい……っ。ラ…ラボからの…決まりで…」

　はあー、ともう一度大きい溜息をついてから、アランは分かったとティアナから離れる。不満そうに口をへの字に曲げて拗ねる顔は、いつもの少年らしいアラン王子の顔に戻っていた。

「す、すみません…」

　謝った後で、どうして私が謝らなければいけないんだろうかと疑問も浮かんだが、それは口には出さなかった。

「うーん、それならこうしようか」

「……え？」










　温室を出てティアナが寝泊まりをしている納屋に戻った後も、アランはまだ王宮へは帰ろうとしなかった。

「あ…の、アラン王子……、これはいったい……？」

「ん？　なにが？」

　ティアナが自分の勉強机で今日の報告書を仕上げるというと、アランはその椅子に深く腰かけて自分の膝を広げ、そこに出来たスペースにティアナを座らせた。ちょうど後ろから抱え込まれるような態勢で、これで報告書もかけるね、と有無を言わせない笑顔を向けられ、ティアナは黙って従うしか出来なかった。

「全然落ち着かない……」

「なんで？　俺はいないものだと思って気にせず仕事に集中してよ」

　さっきからアランがしゃべるたびに、その息が耳の後ろ辺りをくすぐっている。こんな状態では報告書に集中なんか出来るわけない。

　ごちゃごちゃ考えても仕方ない、とアランの言葉通り気にしないように努めようと改めて報告書に向き直って作業に取り掛かった。

　しばらくは後ろのアランの様子が気になったが、いつの間にか本棚から出した本を静かに読んでいるようだったので、ティアナも次第にいつも通りの仕事モードに戻っていった。




　カチッ…カチッ…カチッ……。




　部屋の中には時計の音だけが響く。あれから二時間ほど時間が経過したが、相変わらずアランは黙々と本を読み、ティアナにちょっかいを出してくる様子もない。この頃になるとティアナも警戒心がなくなり、安心して報告書に取り組めた。




「アラン王子、もう日も暮れてきましたけど、王宮に帰らなくても大丈夫なんですか？」

「ん？　ああ、特に問題ないよ」

「そうですか…。少し休憩しましょう。お茶か、コーヒーでも淹れますよ」

「それじゃあ、今朝淹れてくれたハーブティーがいいな」

「よっぽど気に入ってくれたんですね。じゃー淹れて来ます」

　アランがハーブティーをリクエストしてくれたのは、単純に嬉しかった。大切に育てた自慢のハーブを気に入ってもらえて悪い気はしない。ティアナは今朝よりも丁寧にお茶を淹れている自分に気づき、少し気恥ずかしくなる。

「王子、お待たせしました。お茶がはいりましたよ」

「ありがとう。はい、座って」

「座る場所は変わらないんですね…」

　元の膝の間に座るように促され、ティアナはマグカップを両手に持ってアランの元に戻った。

「はい、熱いので気を付けてくださいね」

「ありがとう」

　お互いに手を止めて、ゆっくりとお茶を飲む。一息ついたところでティアナはずっと気になっていたことをアランに尋ねてみることにした。

「あの、アラン王子。ずっと気になっていたんですけれど…」

「ん？　なにを？」

「えっと……、どうして私なんでしょうか……？」

「え？」

「アラン王子のように立派で優秀で、容姿だって学生の皆が見惚れてしまうくらいなのに、どうして結婚相手に私なんかをって……」

「………」

「………アラン王子…？」

「言いたくない……」

「え、ええええ――――!?」

　まさかの回答にティアナは思わず声を上げた。アランがまるで子供のように口をひん曲げて、赤くなった顔を見られないように視線を窓の外に向けるようにしたことも、驚きの要因になった。そんな言いづらい理由なんだろうか。それよりも、あんな公衆の面前でプロポーズすることは平気なのに、アランも照れたりするのだと、様々な感情が湧いてくる。

「そんな、教えてくださいよ……」

「………」

「アラン王子…」

「……あーもう、わかったからそんな目で見るな！」

　自分の顔を手で覆いながらアランは意を決したように答える。

「……十六の時に、この学園に一度来たんだ。最初は親父の仕事の付き添い程度だと思ってたんだけど、その頃から俺の嫁さん探しが始まってたんだ。俺は何も知らされていなかったし、結局親父がその相手を決めることになるんだと思ってたから、なんて言うか……面白くねーなとは思っていたんだ」

　気恥ずかしさが徐々に表情から消えていくのと同時に、少し切ないような懐かしいような複雑な表情を浮かべながら、アランはぽつりぽつりと話しだした。

「それでも、父親が国王だからって理解はしていたし、反抗心みたいなものはなかったけど、俺はどこか諦めていた部分もあったんだ。その時、この学園の応接室から見える庭園に、ティアナがいたんだ」

「私が…？」

「ああ、声をかけたわけじゃないから、ティアナが俺を知らないのも無理はない。ただ、あの時もティアナはそのツナギ姿で、顔中泥だらけ。髪にも土埃がついていて、お世辞にも綺麗とは言えなかったんだ」

「あー…まあ、万年こんな格好で周りからも、もう少し見た目に気を遣いなさいとは言われますが…」

「それでも、泥だらけになりながらも、花たちに幸せそうな笑顔を向けるティアナを見て、俺は一瞬にして恋に落ちたんだ。あんな感覚は初めてだった。あんな風に一片の曇りもない笑顔が出来る奴なんて、俺の周りには一人もいなかったんだ」

「アラン王子……」

「それからは、何か辛いことや嫌なことが起こるたびに、ティアナの笑顔を思い出すようになった。ティアナの笑顔を思い出すと、自然と気持ちが落ち着くんだ。そうやって今まで、ティアナを支えにして生きてきた。おかしいよな。その時はまだ名前すら知らなかったのに」

「……」

「二十歳になってこの学園に来て、妃候補を探すよう言われた時、もうティアナはとっくに卒業してどこかに嫁いでいるんだと思っていた。それがまさか、あの時の庭園で、あの時と同じ格好で現れたんだ。あの時は心臓が止まるかと思ったよ」

　アランはマグカップをそっとテーブルの上に置くと、その手でティアナの手を優しく包む。

「だから俺にとって、ティアナが年上だとか、この学園の教員だとか、そんなことどうでもいいんだ。ティアナだから結婚したいと思ったんだよ」

　そう言ってアランはティアナの手の甲にそっとキスをする。

「アラン王子……」

「ティアナ……」

　二人の間に沈黙が流れる。今まで見たことのないほど真剣なアランの表情に、ティアナの心が揺さぶられなかったと言ったら嘘になるだろう。互いに視線が逸らせず、二人は見つめ合う。

「だーかーら、感動の再会を果たせた俺にとって、色々我慢の限界ってことだから！」

　そう言ってアランは、いつものいたずらっぽい少年のような顔で、ティアナの腰に手を回し、ふざけるように抱きつく。

「ふぇっ!?　ちょっ…アラン王子!?　私、真剣に…」

「俺だって真剣だよー。長年夢見てた女性が目の前に現れたんだからさ」

　一つにくくられたティアナの髪を手でかき分け、うなじにキスをするアラン。

「ちょっ…ッッ、アラン王子…ふざけないで…ッ」

「もう本にも飽きてきたし、そろそろティアナを構ってもいいよね？」

　後ろから回された手が、ティアナの顎から首筋にかけて優しく撫で、一瞬にして体温が上がったティアナの耳たぶを、わざと音を立てて甘噛みする。

「んんっ…だ…めっ……ま…だ、ほうこ…くしょ…んッッ」

「ティアナが悪いんだよ？　こんな思い出話なんかさせるから」

　首筋から鎖骨まで下がってきたアランの手が、おもむろにティアナの着ているツナギのボタン部分にかけられ、一つずつ解かれていく。

「ま、待って…あっ、王子……ッ」

「だめ、待たない」

　あっという間にツナギの前側がはだけ、ティアナの下着が露わになる。

「ほん…と…に、だ…め…っっ」

　その間も、アランは耳の愛撫をやめない。露わになったティアナの下着の中に指先を滑り込ませ、ティアナの敏感な部分を探す。

「あッッ！　……んんっ……ふぅ…っ」

　指先でカリッと掻くように乳首に触れられると、自分でも驚くほど甘い声が出た。あまりの恥ずかしさにティアナは自分の口を塞ぐ。

「ティアナ、可愛い…。もっと鳴いてよ」

「んッ…んふぅ…ッ……んんっ」

　下着をやや強引に持ち上げるようにしてずらされ、ティアナの形のいい乳房が露わになる。透き通った白い肌は、納屋のライトに照らされると、青白い血管が浮き上がって見えるようで、よりアランの興奮に拍車をかけた。

「んっ…ふ…ッッ………んッやあッッ！」

　思わず塞いでいた口から声が漏れた。

　アランはティアナの乳首を転がすように弄びながら、もう片方の手をそっと下腹部の下着の中に侵入させる。すでに香り立つほどの甘い蜜で溢れたティアナのソコは、アランの指が動くたびにくちゅくちゅといやらしい音を立てる。

「はっ…ティアナ濡れすぎ…」

「や…っふあ…ッ…ンッ……やめ…っああ……」

　自分でもわけが分からなくなるほどの快感が全身を駆け巡っていた。必死にアランの侵入を防ごうと足を閉じようとするが、膝にはもう力が入らない。

　アランは、ティアナの入り口に添わせるようにして指を動かす。ぷっくりと濡れた突起を、何度も上下に擦るたびに、ティアナの首筋に汗が滲み、ビクンビクンと体を跳ねさせた。

「どんどん溢れてくる…、中、指入れるよ…」

　ティアナの愛液を指にまとわりつかせ、アランの中指がティアナの中にゆっくりと入ってくる。

「ああっ……い…やぁ…ッッ」

　今までに感じたことのない内側の疼きに、ティアナは背中を反るようにして激しく反応する。アランは、ゆっくり奥まで差し込んだ指をしばしそのままで馴染ませてから、上の壁を指の腹でこするようにして愛撫する。

「んや…っ…これぇ…っ…へ…ん…ッ……んあッ」

　自分の中から、ドクドクと蜜が溢れてくる。アランの指の動きに合わせて、ティアナの下腹のあたりがきゅーっと伸縮しているのが分かった。

「ティアナ…そんなに締めないで…動かせない…」

「やっ…らめぇ…ッんん……」

　ティアナの意思に反して、勝手にアランの指を締め付けて離さない。ぐちゅぐちゅという水音が部屋中に響いて、腿の内側に垂れるくらいに愛液は溢れ出していた。

「あ…っあ…やん…ンンッ…な…んか……キ…ひゃう…っ」

　下腹のもっと奥、背骨に近いところがズクズクと疼き、足の指は冷たくなる。そのまま頭の裏まで痺れてきて、今にもはじけそうな感覚に襲われた。

「いいよ…このままイって」

「ああっ……らめっ…ら…めぇ…っっ」

「ティアナ…イって」

「――――――――――ンンッッッ……！」

　全身が一瞬にして硬直し解き放たれる。膝がガクガクと震え、指先にはツンと沁みるような痛みに似た感覚が走った。初めての「イく」という感覚に、ティアナの頭は真っ白になり、意識が朦朧とする。

「ティアナ…大丈夫か？」

　すぐ後ろにいるはずのアランの声が妙に遠くに聞こえる。ぼやけた視界の中、アランに優しく抱き締められている体温だけがリアルに伝わってくる。

「ちょっと無理させすぎたな。今ベッドに運んでやる」

　そう言って、アランはティアナを軽々と持ち上げ、ベッドへと寝かせる。息も絶え絶えなティアナは、そのままあっという間に眠りに落ちてしまった。

　翌朝、ティアナが目を覚ますと、すでにアランは帰った後だった。勉強机の上に置かれた書きかけの報告書の隅に、「体は大丈夫？　また明日」とだけ、走り書きのようなメモが残されていた。

　メモを見た途端に、昨日の出来事が鮮明に思い出され、ティアナの顔が一気に熱くなる。

「私…あんな……っ」

　あんなに乱れるなんて…と口にしようとして、その言葉があまりにも生々しく感じられてティアナは口を噤んだ。まだ指の先がツンと痛む感覚が残っている気がする。

「……でも…」

　確かに衝撃的な経験ではあったが、ティアナの脳裏に濃くこびり付いているのは、むしろその前にアランが語ってくれた話の方であった。

　まさか、もうずいぶん前にアランはティアナに出会っていて、そして恋に落ちた。ティアナが意図しないところで、アランの心の支えになっていたなんて想像すらつかない話であった。

　もしかしたら、自分がアランを強く拒絶出来ない理由は、相手が王子だからという理由だけではないのかもしれない。もしかしたらもっと別のところに、ティアナ自身の気持ちが動いているのかもしれなかった。

「……」

　アランが体に残した少し気だるいような感覚に、自分が嫌悪感を抱かなかったことにほっとしている。それは、昨日アランの胸の内を聞けたからなのだろうか。本当の理由は、まだティアナには分からない。










「アラン王子……本当に勘弁してください……」

「なんでー？　邪魔はしてないよ？」

　その日も、結局朝の授業の時間からアランは学園に訪れ、いつも通りティアナの授業をニコニコして聞いていた。

　昨夜のこともあって、ティアナが多少ぎこちない態度を見せると、またあのいたずらっぽい笑顔を浮かべて、ティアナをからかう。ここ数日続いているお決まりの光景に、学生たちの間で噂されている「アラン王子はティアナ先生に求婚した」というゴシップは、瞬く間に学園中に広がった。もはや学生たちだけでなく、教員や学園全体がまさに大波乱といった状態になりつつある。

　どこを歩いてもアランがついて回るために、ティアナは常に学園中の視線を集めることになる。元々注目されることが苦手なティアナにとっては、その視線が何よりものプレッシャーであった。

　それでも、アランはそんなこと気にも留めていない様子で、所構わずティアナを口説き続ける。授業中にも関わらず、チョコレートを差し入れして来たり、庭園での作業中には劇場での観劇デートに誘って来たりと、その都度ティアナと学生たちを驚かせた。

　そして今もまた、図書室で研究用の資料をまとめているティアナにちょっかいを出している。もちろん、自習や調べもののために図書室に来た学生たちの目の前でだ。

「邪魔はしてません。してません…けど、手を離してもらえませんか…」

　アランはティアナの真向かいに座り、テーブルに寝そべるようにして手を伸ばし、ティアナの手を握る。確かにペンを握っている手とは逆の方ではあるが、ニコニコしながら愛おしそうにティアナの手を握る王子の姿を見て、困惑しない学生はいない。二人を遠巻きに見るようにして、本棚の陰からヒソヒソと噂話をする学生がそこら中にいる。これにティアナが耐えられるわけもない。

「ティアナは照れ屋なんだな、そんなとこも可愛い」

「そういうことではなくて……」

　アランはティアナをからかうことが大層面白い様子で、屈託のない笑顔を見せる。何を言っても、この王子には通じないとティアナが諦めのため息をつく。

「今日は何について調べているの？」

　そんなことよりもと言わんばかりにアランは質問をする。

「……今日は、薬草についてです。過去、歴史上でも感染症や伝染病が流行った時があるんですが、その時どんな薬が使われたのかを調べることで、今の薬草の配合に役立てられたりするんです」

「へー、それもラボでの仕事なの？」

「はい。今流行している感染症の病気について、何か解決策はないかってラボ中が走り回ってる状態です」

「確かに親父の方も、もうずいぶん長いことあの奇病をどうにかしなきゃって画策してるよ」

「王様も大変ですよね……。少しでもお力になれればいいんですが…」

　資料を見つめるティアナにもより一層の力が入る。その真剣な眼差しを見て、アランは握っていた手をすっと解いた。

「本当に、ティアナは真面目だな…」

　独り言のようにつぶやいたアランの声は、集中しているティアナの耳には聞こえなかったようで、視線を上げることはしなかった。それがアランにとっては、とても微笑ましく思えた。










　そうして、何時間机に向かっていただろうか。図書室には赤い西日が差し込み出した。手元が赤く照らし出されるまで時間の経過に気づかないほど、ティアナは熱中していたようだ。

　ふと顔を上げると、アランは本を枕のようにしてうたた寝をしていた。頼んだわけではなかったが、待たせていたアランをすっかり放置してしまったと、少し申し訳ない気持ちになった。

「アラン、王子…」

　アランを起こそうと声をかけようとしたが、夕日に照らされたアランの顔を見て、思わずティアナの声が尻すぼみになる。

　美しい王子だとは思っていたが、改めて考えると、こうしてアランの顔をじっくり見つめることもこれまでにはなかった。赤い日の光に照らされたアランの滑らかな輪郭や、頬に影を落とすほど長い睫毛は、まるで美術館に展示されている大理石の彫刻のようであった。

「……」

　ティアナは、そっとアランの前髪に触れてみる。軽く癖のついたその髪は柔らかで、優しくティアナの指に絡む。

　理由を聞いてもやっぱり不思議だ。どうしてこんなに若くて綺麗な王子様が、自分なんかを妻にしたいと思うのか。アランなら、望む女性はそれこそすべて手に入るはずなのに。そう思うと、なぜかティアナの胸はチクリと痛んだ。

「……んっ」

「…っ」

　ティアナの手に反応したのか、アランが目を覚ます。ティアナは自分がアランの寝顔に見惚れていたのに気づかれないよう、慌てて手元の資料に視線を落とす。

「あっ…アラン王子、起きられましたかっ？」

「んん…、いつの間にか寝てた。ティアナはお仕事終わった？」

　まだ少し寝ぼけているのか、アランの口調がいつもより子供っぽい。ぐっと腕を後ろに反るようにして伸びをする。

「ええ、終わりましたよ。すみません、長くお待たせしてしまって」

「いや、好きで待ってただけだから気にすることないよ」

　優しく笑いかけられ、尚更待たせてしまったことを申し訳なく思った。

「お待たせしてしまったお詫びに、またハーブティーをご馳走しますよ。本を棚に戻してくるので、ちょっと待っててくださいね」

　ティアナはテーブルに広げていた数多くの図鑑や資料本を、両手に抱えるようにして積み上げた。

「俺も手伝うよ。半分貸して」

　そう言いながらアランはすぐに手を伸ばし、半分以上の本を軽々と持ってしまった。

「ありがとうございます。こっちの棚です」

　二人は並んで植物系の資料の並ぶ本棚へと向かう。

「ここです。そっちにごっそり本が抜けてるところがあると思うので、そこに戻しておいてください」

「ここだね。わかった」

　それぞれがラベルに沿って本を棚に戻していく。

「んっ…しょ」

　王子に重労働をさせては申し訳ないと、ティアナは出来るだけ高い位置に返却する本や分厚い本を選んで収納していく。本を選んだ時には、ここに脚立があったはずと思いながらも、王子を待たせていた手前、脚立を探す手間も惜しんで、ティアナは一生懸命に手を伸ばし本を片付けていく。残り一冊だ。

「ん…っんっ……もう…ちょっと…っ」




　―――カタンッ。




「…ッ」

「もう、高いところのは俺に言えばいいのに」

　ティアナの後ろから覆い被さるようにして、アランが本を棚に押し込んでくれた。

「あ、すみません。私が横着だから…」

「というより、ティアナは甘えるのが下手なんだよ」

「うう…っ、そう言われても…」

「もっと頼ってくれると嬉しいんだけど」

「ひゃッ！」

　後ろから本棚に追い詰められたような態勢になったまま、アランはティアナの後ろ頭に優しくキスをする。突然のことに、思わず声を出すティアナ。

「ちょっ…ちょっとアラン王子…。だめです…まだ学生もいますし…っ」

「へー、学生がいなかったらいいんだ」

「そっそういう意味じゃ……ッッ！」

　勢いで振り返ったティアナの唇は、あっけなくアランに塞がれる。

「んんっ…ッ…ふ…んあっ」

　頬を包まれるようにしたまま、口腔内の奥まで舌を入れられる。静まり返った図書室内にティアナの漏れる吐息が反響しているようで、一層ティアナの感覚が研ぎ澄まされる。誰かに見られたらと思うだけで、ティアナの背筋はゾクゾクと震えだした。もう立っているのがやっとで、アランの腕に必死にしがみつく。

「……なんか、いつもより感じてない？」

　アランもティアナの様子の変化に気づいたようで、一度唇を離す。全身が小刻みに震えているティアナの顔を、ぐいっっと上に向かせた。

「は…あっ…んえ…っ？」

「―――ッッ」

　人に見られるかもと言う強迫観念が、奇しくもティアナの快楽の鎖を解いたようであった。顔を赤らめ、瞳は潤んで焦点が合わない。息が上がって、とろけたような表情になったティアナに、アランは思わず息を呑む。

「ははっ…その顔は反則だろ…」

　そうつぶやいたかと思うと、アランは再びティアナに唇を重ねる。しかし今度はかなり激しくティアナの舌を吸った。

「んんん…ッッ……ンッ…ふぅッ……っっ」

　こんなに余裕のないアランを見るのは初めてだった。まさに貪るという様子で、ティアナが息を吸う暇すら与えない。苦しくなってティアナが舌を引こうとするが、アランはそれを許さない。唇を開きっぱなしにされているから、端からどちらのとも分からない唾液が溢れて一筋流れた。もう舌は痺れてしまって感覚がない。

「ティアナ、声漏れてるよ。誰か来ちゃうかも」

「ンンッ……わ…かって…るなら…やめ…っ」

「だーめ。あんな顔されたら俺だって我慢出来ないよ。だから静かにしててね」

「そんな…っむり……ッンン」

　アランはティアナの首に歯を立てる。チクリと犬歯が当たる感覚がして、ティアナは声を震わせた。

「しー。まだ学生が残ってるんだから」

　アランはわざとティアナの羞恥心を煽る。

「ん…っ……ッッ」

　必死に声を抑えようと両手で自分の口を塞ぐようにする。

「そう、いい子だね…」

　アランはそのままティアナの首筋に赤い痕を残していく。ちゅっと少し強めの刺激が首元に走るたびに、ティアナはぐっと目を閉じて声が漏れるのを堪えた。

「んんッッ!?」

　首元の刺激に気を取られていると、いきなり背中をなぞる感覚に襲われた。アランはティアナの着ていたシャツの下から手を差し込み、背骨の溝をなぞる。行き当った下着のホックの部分をいとも簡単に解いてしまった。

「やっ…アラン王子ッ、ホントに…ダメ…ッッ」

　ティアナは小声でアランに抵抗する。

「んー？　じゃーこっち？」

「――――ッッ！」

　アランはそのまま背中の手を下までずり下げ、そのままティアナのスカートの中に手を差し入れる。薄い下着の上から、ティアナの小ぶりな尻をきゅっと揉んだ。

「ちがッ…そういう意味じゃ…ッ」

「本当にティアナは体中が柔らかいね」

「んんッ……だ…め……っ」

　アランは気にする素振りも見せない。そのまま下着の中にまで手を差し入れて、後ろからティアナの入り口をそっと撫でた。

「―――ンッッ！」

　いきなりの刺激に、思わずアランの肩にもたれかかるようにして衝撃に耐えるティアナ。もうほとんど自分の力だけでは立ってもいられなくなっているのだ。

「ん？　立ってるのキツい？　いいよ、そのままもたれかかってて」

　アランは、まるで子供を落ち着けるかのようにティアナの後頭部を優しく撫でる。それでも、下でティアナの敏感なところを刺激する手の動きは止めようとはしない。次第に湿り気を帯びてきたティアナのソコに、アランは予告なく指を入れた。

「――――ンンッ…ふっぐぅ…ッッ」

　自分でもツプッっと中に指が差し込まれた音が聞こえるほど、ティアナのソコは濡れそぼっていた。思わず声を上げそうになり、ティアナはアランの肩を噛むようにしてその声を押し殺す。

「ッ……いいね、そのまま声我慢してて」

　肩に走った疼くような痛みは、アランの興奮に拍車をかける。もうティアナはアランの背中にしがみ付くようにしていることで精一杯であった。

　アランが指を入り口の浅いところで抜き差しする。そのたびにティアナの中からドクドクと愛液が溢れて、腿の内側を伝っていくのを感じた。

「んっ…ぅぐ……っ…ッッ」

　ギリギリとティアナは歯を食いしばる。そのたびにアランの肩にズクズクと痛みが走るが、アランはそれをも楽しんでいるようであった。

「ティアナはどっちが好き？　入り口か…奥か」




　―――――ぐちゅっ。




　アランがいきなり奥へと指を押し入れる。

「――――ッッッ！　……ンンッ…ぅぐ…ッ」

「きっつ…ぎちぎちじゃん…痛くはない、よね…やっぱり奥がきもちいい？」

「………ッッ」

　もうティアナは言葉を発することも出来ない。必死に震える体で、首を横に振ろうとするがそれすらも上手く出来ない。

「答える余裕ないか…このままじゃ苦しいでしょ？　ちゃんとイかせてあげるね」

「ンンッッ!?」

　思わず上ずった声でアランを制止しようとしたが、その瞬間にアランが指を二本にしてティアナの奥深くに差し入れた。

「―――――――………ッッッ！」

　まるで内側から圧迫されているような感覚に、一瞬息が吸えなくなったのかと思い、アランの肩から口が離れた。ティアナの喉からは、ヒューヒューとまるで息漏れのような音が鳴るばかりだ。

「う…わっ、食いちぎられそう…」

　アランが思わず声を漏らす。自分でも中が伸縮してアランの指を締め付けているのが分かる。目の前がチカチカして今にも意識を手放してしまいそうだ。

「ナカすごい熱い……。ここいいの？」

「―――ッッん…んんッッ…んッ」

　アランが指を揺さぶるたびに身震いするほどの快感が襲う。自分でも触れられない体の奥をかき回される。トントンと奥をノックするようにアランが刺激するたびにティアナは声を漏らさないように歯を食いしばっているのがやっとだ。

「でもティアナ、腰動いちゃってるよ？　ナカもとろっとろだし…」

「……ゃンっ……んぁ…ッッ」

「甘い声…そろそろイきそう……？」

「んふぅ……ッ……もっ…ゃあ……ッ」

「うん…いいよ…。イくとこ見ててあげる」

「んンッ……ゃ…らぁ…っ…ンンッ…らぁ…めぇ…ッッ」

「はあ…ティアナ…可愛い…ナカひくついてる…可愛い…」

　可愛い、可愛い、と耳元で繰り返し囁くアラン。それに合わせて段々と指の動きは激しくなる。アランの長い指が奥を擦るたびに、ぐちょぐちょに濡れたソコが痙攣するのが分かる。

「ら…ぇっ……あッンっ……ッッッ」

「ティアナ………ッッ」

　名前を呼ばれるのと同時にぎゅっと抱きすくめられる。ぐちゅっと音を立てて奥に差し込まれた指が、角度をつけて上に押しつけられた。

「―――――――――ッッッ……！」

　下腹から全身を巡る絶頂に、ティアナは悶絶する。必死に声を堪えるために咥えていたアランの服が、ビリっと小さな音を立てて裂けた。

「――――ふっ…んんッ…ふぁ……ッ」

　体から一気に力が抜けて、その場に崩れ落ちるように座り込んでしまった。アランが支えてくれていなければ、膝を打ち付けていただろう。

「はぁ…はぁ…んッ…は……」

「大丈夫、ゆっくり呼吸して。そうそう、上手…」

　アランは、へたり込むティアナの背を優しく撫でて息を整えさせる。うなじを伝う汗が、妙にひんやりと感じられるほど感覚は研ぎ澄まされていた。

「上手にイけたし、声我慢して偉かったね」

　そう小声で囁くと、アランはティアナの頭を撫でた。そうであった、ここは図書室で学生たちも僅かだが残っていたはずだと、段々とティアナの脳裏が鮮明さを取り戻していく。

「……あ…もう…、こん…な、こと…ぜったい…ダメ…です…っ」

　息も絶え絶えになりながら顔を上げる。学生のいる学園内で、なんてはしたないことをと少しアランにも反省してもらわなければと思っていたが、ティアナの目の前のアランの顔を見て、思わず言葉に詰まった。

　首筋に汗が伝い、息が上がっている。若干頬も上気したように赤く染まっていた。この表情を知っている。興奮をかみ殺している時の顔だ。

　ふと視線を下げると、アランの下半身は息苦しそうに滾たぎっているのが服の上からでも見て取れるほどであった。

「あっ…アラン…王子……ッッ」

　苦しそうなソレを目にして、思わず呼びかけてしまった。自分がどうしてあげることも出来ないはずなのに。

「ああ、…ティアナがあんまり可愛いからね。大丈夫。すぐに落ち着くから心配しないで」

　心配そうに見つめるティアナの頬に、優しく手をかけるアラン。

「本当はむちゃくちゃティアナが欲しいし、今すぐにでも抱きたいけど……ティアナがその気になるまで待つって決めたからね」

「……ッッ」

　あまりにもストレートなアランの物言いに、一気に顔が熱くなるのが分かった。面と向かって「欲しい」なんて言われることに慣れているはずもないティアナには、刺激の強すぎるセリフだ。というか、こんなことまでしておいて、その気になるまで待つと言うのも、おかしな話なのだが…と、ティアナは当惑もした。

「あ、もしかして抱いて欲しくなっちゃった？」

　またあのいたずらっぽい少年顔で、アランはティアナの耳をつまむように弄ぶ。

「そッそんなこと…ありませんッッ！」

　思わず大きな声が出た。

「ははッ、なーんだ残念。俺はいつでも大歓迎なのに」

「もう…、知りません！」

　ぷいっとそっぽを向くティアナをくすくす笑ってからかうアラン。こっちは真剣に怒っているのにとティアナが抗議しても、そんなティアナも可愛いなどと言って、すぐにはぐらかされてしまう。そんなやり取りをしているうちに、いつの間にかティアナも根負けして、つられて笑いがこぼれた。ティアナが笑うと、アランは一層嬉しそうにはしゃいでいるようであった。

「そろそろ納屋の方に戻ろうか。なんだか腹減ってきたなー。ティアナ、なんか手料理をご馳走してよ」

「王子に食べさせられる料理なんか作れませんよ…。食堂に行けば、専属のシェフたちもいますし、そちらにお願いされた方が…」

「ティアナの手料理が食べたいんだよ。なんでもいいからさー」

「そんなこと言われても……。今日は私、昨晩の残りのシチューでも食べようと思ってたんで他に何も用意してませんし…」

「え、シチューあるんならそれでいいじゃん。じゃー早く行こう」

「えええ!?　ちょっ、待ってください！　ダメです！　王子に残り物のシチューなんて食べさせられません！」

「いいから、ほら早く！　俺もうおなかペコペコなんだから」

「待ってください…！　アラン王子っ！」

　二人はそう言い合いながら図書室を後にする。

　アランの自分勝手さに振り回されるティアナだったが、面と向かって困ると言えるようになった自分に気づいて、少し驚いた。アランが毎日のように人懐っこく接してくるおかげで、つい一国の王子ということを忘れてしまう瞬間がある。慣れてきたと言っては失礼になるのかもしれない。それでも二人の間の距離感が縮まってきているのは確かであった。










「……今の見まして？」

「ええ、まるで十代のようなはしゃぎっぷりでしたわね」

「お相手がアラン王子だってことをお忘れなのかしら」

「それより、問題はアラン王子の方ですわ！　なんであんな年増のおばさんなんか…っ」

「あら嫌だっ、さすがにそれは、はっきり言い過ぎですわよ」

「でもティアナ先生をお妃にって、アラン王子は本気でそんなことをお考えなんでしょうか？」

「いっつも先生の傍をくっついて離れないんですものねーっ」

「きっとティアナ先生がたぶらかしたに決まってますわよ！」

「まあ、以前から男性にだらしがないって有名なお話ですものねー…」

「そうよそうよ！　だから婚姻も破棄されたって…」

「じゃー、アラン王子は騙されてるってことじゃありませんこと!?」

「まだアラン王子はお若いですし、世間のことをよく分かってらっしゃらないのよ…」

「でもそれでは、あんまりじゃありませんこと？」

「そうですわよねー。あんな人に出会わなければ、予定通り王子はこの学園の学生の中からお妃を見つけられたんですもの…」

「ティアナ先生もティアナ先生ですわ！　なんだかんだ言って、アラン王子を拒まないんですもの」

「教員としてあるまじき態度ですわよ！　自分が学生の邪魔になっているって気づかないんでしょうか…ッ」

「………そうね、気づいていないのかも。だからわたくしたちで気づかせて差し上げたらいいんじゃないかしら？」

「あら、それもそうね…」

「わたくし、モーリナーさんにご相談してみましょうかしら…」

「そうね、モーリナーさんなら、何かお知恵を貸して下さるはずだわ」

「モーリナーさんならきっと音楽室にいらっしゃるはずよ。行ってみましょう」

　何人かの女子学生たちが図書室から連れ立って出て行く。いい意味でも悪い意味でも学園中からの注目を集めるティアナとアランを、快く思わない学生が出てきてしまうのも仕方のないことだったのかもしれない。

　しかし今はまだティアナもアランも、その事の重大さには気づけずにいた。まさかあんな事が起こるなんて、予想もしていなかったのだ。







第六章　行き過ぎた敵意




　初めてアランが聖ネヘレクオシス女学園に来てから、三週間近くが経とうとしていた。相変わらず朝から晩までアランはティアナの元を訪れ、そんなアランの様子に学園長であるエドワードは頭を抱えていた。

　定期的に入るジョルド国王からの進捗確認にも手を焼いていた。エドワードは、何とかアランに学園の学生たちを気に入ってもらえないかと、ここ一週間は選りすぐりの女学生たちを引き連れ、アランへのお目通りを懇願していた。しかし、アランは興味を示すどころか、ティアナとの時間を邪魔するなと冷たくあしらう。ここ数日はエドワードが学生を紹介しようとしても、まるで目の前に存在していないかのように無視を決め込んだので、さすがのエドワードもお手上げといった様子だ。

　さすがに板挟み状態のエドワードを不憫に思ったティアナだったが、アランが自分の意思を曲げない人だということは、ここ数週間でティアナは嫌と言うほど思い知ったところだ。当事者になってしまった自分も、これからのことを真剣に考えねばと思っていた矢先に、その事件は起きた。

「おはようございます」

「おはよう」

　いつもと変わらないはずの朝。ティアナは早朝から庭園の手入れを行い、使った道具を倉庫に戻すために正門の前を横切る。登校してくる学生たちは、いつも通りティアナに挨拶をし、ティアナもそれに応えていた。

　しかし、正門から少し離れた掲示板の前で、何やら人ひと集だかりが出来ている。普段は、授業時間の変更や催し物のお知らせなどが張り出されるこの掲示板に、こんなにも学生たちが集うことはまずなかった。

　はじめはティアナも気にしていなかったのだが、倉庫の整理を終えてまた掲示板の前を通った時、ティアナに気づいてばつが悪そうな顔をする学生や、ティアナをちらちらと見ながら何やら噂するような声が聞こえて、ふと足を止める。ティアナが掲示板に向かうと、学生たちは、ささっと避けるようにして道を開け、その様子にも違和感を覚えた。

「ティアナ・ローズ・エヴァンスの淫奔いんぽんすぎる過去！　暴かれたその正体！」

　号外と赤文字で書かれたその見出しが、ティアナの目に飛び込んでくる。一瞬何が起こったのか分からなかった。

　記事には、過去ティアナが婚姻を破棄された理由が、ティアナの男癖の悪さや不貞行為をしたことによるものであり、果ては学園以外で体を売る仕事をしているとまで書かれていた。書かれている内容はもちろんすべてでたらめだ。これまでにそういった噂を学園内の学生が囁いていることもあったかもしれない。でも、ここまで露骨な攻撃は初めてだった。

「……なんで…こんな…」

　まるで眩暈を起こしたかのように、ティアナの視界がぐらっと揺れる。頭の後ろ側がズキズキ痛んで、周囲の声はぼやけて頭の中を反響するばかりだ。

　そうしてティアナが立ち尽くしていると、騒ぎを聞きつけた他の教員たちが駆けつけた。張り紙を見るとすぐにそれを剥がし、学生たちにも速やかに教室へ向かうよう指示を出してくれた。同じ女性教員から声をかけられ、何度か名前を呼ばれたところで、ティアナはやっと我に返る。

「エヴァンス先生！　大丈夫ですか!?」

「あ…あ、はい。大丈夫です。すみません…お騒がせして…」

「でも、いったい誰がこんな……」

「うちの学園でこんなことが起こるなんて、初めてのことですよ」

「学園長には誰か報告しました？　学生から話を聞いた親御さんたちが、押しかけてくるかもしれませんよ…」

　教員たちからは不安の声が漏れる。

「………すみません……」

　ティアナはただただ力なく頭を下げ、掲示板の下に散らばった誹謗中傷の号外を拾い集める。あまりにもティアナの顔色が悪かったので、ここは私たちに任せて、少し休んだ方がいいと教員たちに促され、ティアナは午前の授業は代理を立て、一人納屋に戻ることになった。

「……どうしてこんなことが…」

　納屋に戻ってから、ティアナは拾ったまま持ち帰ってしまった号外を見つめていた。こんなに剥き出しの敵意を向けられた経験はティアナにはなかった。

　ボーっとその紙を見つめていると、じわじわと目頭が熱くなる。鼻の奥がツンとするような感覚がしたその時、納屋のドアがノックされた。

「ティアナー、授業に出てなかったからこっちに来たんだけど、いるー？」

　アランの声だった。

　ティアナは慌ててこぼれそうになった涙を袖で拭った。

「あ、はい、います。すみません……今日、ちょっと体調がすぐれなくって…。たぶんただの風邪だと思うんですが、誰かにうつしてしまってもいけないと思って、別の先生に授業を代わってもらったんです」

「えっ、風邪？　熱あるの？　とにかくここ開けて」

「あ、アラン王子に風邪なんかうつしちゃったら、それこそ大事件です。今日はすみませんが、一日寝ているので、また日を改めていただけますか？」

「俺はそんなの気にしないよ。心配だからドアを開けて」

「………じゃー、すぐに帰ると約束してくださいね」

「わかってるよ。早く開けてティアナ」

　不意に名前を呼ばれたら、また目頭が熱くなった。いけない、と両手で目元を擦る。壁にかけてあった鏡で顔を確認する。ちょっと鼻の頭が赤くなっているが、泣いていたとは思われないはずだと少し安堵する。テーブルに出してあった号外を勉強机の引き出しに仕舞い込んで、ティアナはゆっくりとドアを開けた。

「お待たせしました……」

「いいんだ、それより具合は？　顔が赤いね。横になった方がいい」

　そう言ってアランはすぐにティアナをベッドに寝かせた。

「いつから風邪っぽいの？　熱は？　食欲ある？　水分は取れてる？」

　あまりの怒涛の質問攻めに、ティアナは目を丸くする。あっという間に桶に水を汲んで来て、布を浸し硬く絞った後、ティアナの額にそれをのせた。

「つらくない？　何か欲しいものがあれば言ってね。汗かいたら着替えられるように替えの服も置いておくから」

　あまりの手際の良さに、ティアナは呆然となった。

「…ん？　どうした？」

「あ、ごめんなさい…。あまりにもアラン王子の看病が手馴れているようだったので、びっくりして…」

「ああ、昔は俺もよく風邪を引いて、うちの従者たちに面倒みてもらったんだ。その真似をしてるだけだよ」

　そう言ってアランはベッドの横に腰かけた。

「あの…すみません、王子にこんなことさせてしまって…」

　泣いていたことを隠すためとはいえ、アランに仮病を使ってしまったことにティアナは罪悪感を感じた。こんなに丁寧に看病をされては尚更だ。

「いいんだよ。病人が気を遣うことはない。あとでうちの者に温かいスープや薬を届けさせるよ。それまでゆっくりおやすみ」

　アランは優しくティアナの髪を撫でる。

「アラン王子……」

　どうしてだろう。自分よりもうんと年下の男の子だと思っていたアランの瞳が、ずっと大人びて見える。まるで守りたいものを優しく包むようなその視線に、ティアナはまた鼻の奥がツンとするような思いがした。

「……ありがとうございます。アラン王子……」

　少し目を細めるようにして微笑むアランを見て、ティアナは心底安心した気持ちになった。さっきまでささくれ立っていた心が、滑らかなものに治されていくようで、やっと深く息を吸い込めたような気がする。

　そのままティアナは、いつの間にか眠りに落ちていた。

　夕方ごろに目を覚ますと、テーブルには小鍋に入れられたスープと、いくつかの粉薬と錠剤が置かれ、横にはアランの文字で「食欲がなくても出来るだけ食べて、薬を飲んであたたかくして」とメモが残されていた。どうやらティアナが眠っている間に、本当にスープと薬を用意してくれたらしい。鍋の蓋を開けると、豆や野菜が煮込まれた黄金色のスープが甘く美味しそうに香った。

「心配…かけてしまいましたね……」

　思わず漏れた独り言が、空中にぽっかりと浮かんだように感じる。ティアナは勉強机の奥にしまい込んだ号外を取りだし、丸めてくずかごに放った。

「こんなことで落ち込んでいたら、またアラン王子に余計な心配をかけてしまうもの。私は大丈夫。大丈夫…」

　大丈夫、と自分に言い聞かせるように繰り返す。今はあんなでたらめの張り紙よりも、アランに嘘をついて心配までかけてしまったことの方が、ティアナの胸を痛めていた。

　ティアナはもう一度大きく息を吸い、深呼吸をする。甘いスープの香りで満たされたこの部屋で、胸いっぱいにその匂いを吸い込んだら、なんだか少し強くなれたような気がした。

　翌日、少し不安ではあったが掲示板には例の号外のようなものはなく、ティアナは胸をなでおろした。しかし、平穏なお嬢様学校の聖ネヘレクオシス女学園では、昨日のような号外でのゴシップが騒ぎにならないわけがなかった。やはり、学生から話を聞いた親御さんたちからの問い合わせも多かったし、学生たちの間でも、これまでにも増して下劣な噂話が広まっていた。

　朝から学園長のエドワードに呼び出されたティアナは、納屋を出る前に、昨日残しておいたスープをすべて飲み干した。










「ティアナ君、今回のこと本当に申し訳ない。我が聖ネヘレクオシス女学園で、こんなことが起きてしまうなんて…」

　ティアナは応接室に通され、席に着くや否やエドワードから頭を下げられる。重々しいローテーブルの上には、昨日の号外が数枚、表面を伏せるようにして置かれていた。

「そんな、学園長に謝っていただくことではありません。こちらこそ、お騒がせをしてしまって、申し訳ありません…」

　エドワードはティアナの教員としての高い能力を評価していたし、十年前の婚姻破棄の本当の理由も知っている。ティアナが謂れのない侮辱を受けたことは、エドワードにとっても遺憾なことなのだ。

「一度、学園集会でも開いて、今後このようなことがないようにと指導することも考えたのだが、まず君の意見を聞きたくてね…。そうすることで、また君に嫌な思いをさせてしまってもいけないし…」

「お気遣いありがとうございます。でも、私は平気ですのでお気になさらないでください。人の噂話なんて、そう長く続くものでもありませんし、関係のない学生や先生たちにもこれ以上迷惑をかけたくありませんので…」

　これはティアナの本心であった。学園長に頼んで注意を促してもらうことは簡単だったが、そうなれば学園全体を巻き込むことになる。ほんの一部の人間からの誹謗中傷で、そこまで大事にすることをティアナは望んでいなかったのだ。

「そうか…。君がそう言うなら…。ただ、多感な時期の少女たちが通う学校だからね…。今後ももし、このようなことが続くようなら、こちらも学園としてしっかり対処させてもらうから、困ったことがあったら何でも私に相談しなさい」

「ありがとうございます。学園長にはいつも助けていただいて…。なんとお礼を申し上げていいか…」

「なんのなんの。すべては君の日頃の行いの良さの賜物じゃないか。君がこの学園に教員として戻ってきて十年…。学生たちのために一生懸命働いてくれていることは、誰よりも私が知っているからね」

「学園長…」

　エドワードからのこの言葉は、ティアナを勇気づけた。自分がしてきたことは、間違いではなかったんだと思える。真実を知っている人が味方にいるということが、こんなにも心強いとは思わなかった。

　ティアナはエドワードにお礼を言うと、授業のために教室に戻った。ティアナが教室に入ると、一瞬学生たちのざわつきが止み、疑惑や困惑の視線がティアナに降り注ぐ。

「――――皆さん、おはよう！」

　ティアナはいつにも増して大きな声で学生たちに呼びかけた。こんなことで怯んでいては教員なんて勤まらないはずだ。

　ティアナの明るい笑顔に、一瞬学生たちは驚きの表情を見せた。

「今日は新しい議題に入ります。薬学の観点からも興味深い内容になりますので、聞き逃さないように。それでは教科書の三十七ページを開いて……」

　ティアナがいつも通りの授業を開始したので、学生たちは慌てて教科書を開く。何にも臆してないティアナの様子から、やはり昨日の号外事件はただのイタズラで、事実ではないのではないかと思い始める学生もいた。こうして少しずつでも、学生たちの混乱が収まればそれでいいと、ティアナは思う。

　自分に出来ることは、今も昔でもそう変わってはいないのではないだろうか。花を愛し、学生たちを慈しみ教養を深める。自分のここでの役割は決まっているのだ。奇しくもこの事件が、ティアナを初心にかえらせ、新たな意欲のきっかけにもなったのだ。










「今日、ティアナ先生の様子はどうでしたの？」

「何も変わらずでしたわ。授業にも普通に出られて、なんかやたら張り切っていたようにも感じました…」

「あんな張り紙をされて普通にしていられるなんて、よっぽど神経が図太いんですわよ！」

「わたくしだったら一週間は寝込んでしまいますわ…」

「寝込むどころか、あんなことが知れ渡ったら学園にいられませんわよ」

「まあ、ティアナ先生は結婚もしてらっしゃらないですし、学園にしがみ付くしかありませんものね」

「でも、モーリナーさんはやっぱりスゴイわ！　あんなこと、わたくしたちだけじゃ思い付きもしませんでしたもの」

　昼休みの中庭で、何人かの女学生とモーリナーが昼食がてら談話をしている。

「わたくしは、ただあの方の素行を皆さんに知っていただいたら、と助言をしただけですわよ」

　あの号外を出すよう知恵を出したのはモーリナーであった。学生たちのリーダー的存在の彼女は、アラン王子の一件で不満の募る学生たちをまとめあげ、ティアナへの攻撃要員へと変化させたのだ。

「でもこれからどうしましょう。あの張り紙もアラン王子がいらっしゃる前に、すべて撤去されてしまいましたし…」

「やっぱり直接アラン王子にお話に行くのがいいんじゃありません？」

「馬鹿ね。そんなことをしても取り合って下さるわけないでしょう。アラン王子はあの方に騙されてらっしゃるんですもの。こちらの話なんか信じるわけないわ」

　すでにモーリナーはティアナを名前ですら呼ばなくなっている。

「そうですわね…。でもそれならどうしたら…」

「アラン王子ではなく、あの方に自ら退いていただくのが一番ですわよ。それにはやはり本人が、自分はアラン王子のお妃に相応しくないと自覚していただくことが先決ですわね」

「確かにそうですわね！　それなら、アラン王子のショックも少なくて済むはずですわ！」

「やっぱりモーリナーさんは目の付け所が違いますわねー。アラン王子のお気持ちを第一に気遣われるなんて」

「アラン王子はある意味一番の被害者ですもの。聞けばアラン王子は学園長の話にすらお耳を貸さないとか。それほどまでに、あの方に洗脳されてらっしゃるのよ。それならば学生であるわたくしたちが、あの方からアラン王子をお守りしませんと」

「そうですわよね、モーリナーさんの言う通りですわ」

「では、ティアナ先生に直接お話を？」

「そんなことをしても本人が認めるわけありませんわよ。ただ、アラン王子もわたくしたち学生も迷惑していると、それとなくお伝えする方があの方も受け入れやすいんじゃありませんこと？」

「なるほど！　そうですわね！」

「どうしたらいいかしら？　モーリナーさん、わたくしたちに出来ることってなんですの？」

「もー、あなたたち少しはご自分でお考えになるってことをしたらどうなの？」

「そんなー、わたくしたち、モーリナーさんだけが頼りなんですもの」

「そうですわよ。またお知恵を貸して下さらない？」

「仕方のない方たちね…。それじゃー、こういうのはどうかしら――――」










　午後の授業のために、ティアナは温室からいくつかの植木鉢を運び出そうとしていた。実物を見せて、より学生たちにも授業を理解してもらいやすいようにと、ティアナなりに思考を凝らした。両手いっぱいになるほどの植木鉢を抱え込んで、ティアナは次の授業が行われる教室へと急いだ。

　講堂の横を通って校舎内に入り、長い渡り廊下に出た。昼食を終えた学生たちが、中庭に抜けて読書をしていたり、渡り廊下の途中でおしゃべりをしていたりと賑わっている。

　ティアナは、植木鉢を落とさないように学生たちの間をゆっくりとすり抜けながら、教室を目指した。

「……勘違い女」

「……淫行教師」

　一瞬自分に向けられた言葉だとは分からなかった。でも確かに、それはティアナとすれ違った瞬間に学生たちが発した言葉だった。

　思わず歩みが止まり、背中に冷や汗が伝わるのが分かる。手に持っていた植木鉢を落とさなかったのが不思議なくらいの衝撃だった。

　ティアナはゆっくりと振り返る。しかし、自分の後ろにいるのは、通り過ぎた時と同じようにおしゃべりや読書をする学生ばかりで、誰が自分に声をかけたのかすら分からなかった。見回しても、ティアナと目の合う学生はいない。自分の心拍数がどんどん上がって、指の先がスーっと冷たくなっていくのを感じる。

　ティアナは、考え過ぎてはダメと邪念を振り払うように首を小さく横に振る。改めて教室の方に向き直って、再び歩みを進めた。

　まだ無人の教室に着いて、ティアナは植木鉢を一旦入り口近くの席に置き、教室内の窓をすべて開ける。こもっていた空気が入れ換えられ、教室内が明るくなったように感じた。

「……ふぅ…よしっ」

　気持ちを改めるような思いで、ティアナは一人、息を整える。教壇に戻って授業の準備に取り掛かろうとした。

「――――……っ」

「しり軽女！　好色教師！　辞めろ！」

　まるで動物の血を使ったような赤黒いインクで教卓に直接殴り書きされていた。一瞬にして喉がヒッっと引きつけたかのように息が止まり、手足の先が凍ったように冷たくなる。やっぱり勘違いや考え過ぎとは違う、ティアナ個人への悪意を目の当たりにする。

　ティアナは、そのまま教室から出て、廊下に設置された水道で雑巾を絞った。再び教室に戻ると、無言のまま教卓の上の文字を雑巾で擦る。木目に入り込むようにこびり付いてしまったインクを、何度も何度も擦り、次第に文字は滲み、薄くなっていく。すべてを消し去る頃には、雑巾は真っ黒になり、ティアナの手は、強く擦りすぎたために赤くなっていた。




　―――――ガラッ。




「―――ッ！」

　突然開けられた教室のドアの音で、ティアナは身を震わせた。この文字を書いた本人が来たのではと、一瞬にして血の気が引くような感覚になった。

「ティアナ、ここにいたのか。昨日の今日で、もう授業に出てるって聞いて飛んで来たんだ。もう体の具合はいいの？」

　目の前に現れたのはアランであった。その顔を見た瞬間に、ティアナは安堵の息を漏らす。

「あ、アラン王子……、昨日はすみませんでした。スープやお薬までいただいてしまって。本当に助かりました。もうすっかり元気になったんで大丈夫ですよ」

　ティアナは言葉尻が変になっていないか、声は震えていないかと細心の注意を払った。まさか自分がこんな嫌がらせを受けているなんて、アラン王子に悟られるわけにはいかない。自分でもどうしてだか分からないのだが、アランには、自分の過去の婚姻破棄のことや、今起きている嫌がらせのことを、知られたくないと思ったのだ。

「それは別にいいんだけど、まだ本調子じゃないようだね。顔色があまり良くないよ」

　ハッとして、ティアナは自分の頬に手をやる。どんなに取り繕っても、ついさっきの衝撃で青ざめた顔色は隠せなかったようだ。

「頑張りすぎるのが、ティアナの悪い癖だからね。あまり無理をしちゃダメだよ」

「は、はい…。気を付けるようにしますね」

「………？」

「…どうしましたか？」

「ティアナ…、なんかあった？」

「―――えっ？」

　アランは不可解そうに首を傾げながらティアナの目の前まで歩みを進める。前髪を横に払うようにしてティアナの顔をまじまじと見つめた。

「なんか、具合が悪いというより、不安そうというか……」

　どうしてこの人は変なところ敏感なんだろう、とティアナは思った。昨日の張り紙の事も、さっきの渡り廊下でのことも、この教卓のことだって、アランは知らないはずだし、見てもいなかったはずだ。それなのにアランは、ティアナの顔色ひとつで、何か異変を悟ったらしい。

「な…何もありませんよ。温室からたくさん鉢植えを持ってきたので、ちょっと疲れてしまったのかもしれませんね。病み上がりなのに、無理した私が馬鹿でした。アラン王子の言う通り、しばらくはほどほどにしませんとね…」

　これ以上アランに見つめられていたら、何か暴かれてしまうのではないかと思い、ティアナは視線を逸らした。

「ティアナ。何かあったのならちゃんと話して」

「―――ッッ！」

　植木鉢を取ろうと背を向けようとしたティアナの腕を、アランが捕まえる。雑巾を握り締めていた方の手を掴まれて、ティアナは思わずその腕を振り払ってしまった。

「―――…あっ、ご、ごめんなさい。い、いきなりでびっくりしちゃって……」

　かなり強くアランの手を振り払ってしまった。やっぱり様子がおかしいと、アランは気づいただろうか。何があったんだと問い詰められるだろうか。そんなことがグルグルとティアナの頭の中を駆け巡って、指先が震えだす。

「――――っ」

　混乱状態のティアナを、アランは後ろから優しく抱き締める。突然のことに驚いたティアナがアランの名を呼んでも、そのまま何も言わずに、ティアナを抱き締め続けた。背中一面にアランのぬくもりを感じて、気が付けばティアナの指先の震えは治まっていた。

「……落ち着いた？」

「えっ、あ、はい…おかげさまで」

「そっか、よかった。なんか混乱してたから」

「す、すみません…」

「いいんだ。ティアナの心が落ち着いたのならそれでいい」

「ありがとう…ございます……」

　アランのつけているコロンの香りがする。そう強くない香りだが、広い海原や水平線を思わせるような香りで、ティアナはそれに心底安心した。

「言いたくないことなら、俺は無理に話せとは言わないよ。ただ不安な時は、傍にいさせてくれないか？」

「……アラン王子……」

　まさか、アランがこんなことを言ってくれるとは思わなかった。彼なりに、ティアナの本当に触れられたくはないモノ、というのを悟ったのかもしれない。追求せずにただ寄り添うということは、今のティアナにとってもっともありがたい存在であった。

「……アラン王子…本当にありがとうございます。私は大丈夫です」

「…うん、そっか。いつでも頼っておいで」

　そう言ってアランは、ティアナの頭をポンポンと撫でると、そっと抱き締めていた両手の力を緩める。ティアナは、くるっとアランの方に向き直り、今度は目を逸すことなくアランを見つめることが出来た。

「今日は、学生たちに実際に温室で育てている薬草を見せて、授業をする予定なんですよ」

「そっか。だからってこんなにいっぱい鉢植えを運んだの？」

「そうです。途中一つ落としそうになって大変でした」

「温室の奥に台車があっただろう？　あれは使えなかったの？」

「…あ、そうでした。すっかり忘れて…」

「ははっ、ティアナってしっかり者なのに、どこか抜けてるよね」

　アランが優しく笑ったのを見て、自然とティアナも笑顔になった。

「ふふっ、昔からそそっかしくて…。子供の頃はよく母に怒られていました」

「あー、ティアナの子供の頃か。見てみたいなー。写真とかないの？」

「実家にならあると思いますけど、絶対見せたくありません」

「なんでだよ。今度送ってもらって見せてよ」

「絶対嫌ですよ」

「そんなに言われると益々見たくなるなー」

「見せません」

「じゃー今度直接ティアナの実家まで見に行くか…」

「何言ってるんですか！　もう、授業が始まりますから、王子はお帰り下さい！」

「えー、ティアナは冷たいなー。今日も授業聞いていくよ」

「もう、そうやっていつもからかってばかり…」

「だって怒ったティアナの顔も可愛いからさ」

「なっ…、もう…アラン王子、大人をからかわないでください…」

「ははっ、照れてるティアナも可愛い」

「だから……っ」

　いつの間にか、ティアナは心からの怯えや恐怖心が消えていた。アランとの他愛もない話や、おどけて見せるその態度に救われているんだと、内心感謝していた。今のティアナは、アランと話している時だけが唯一自然体でいられるのかもしれない。自分でもおかしな話だと思う。一国の王子であるアランの前でだけ、取り繕わない、ありのままの自分でいられるなんて、数週間前までは考えられないことであった。そんな自分の心境の変化に、ティアナ自身も少しずつ気づき始めていた。










「どうして…まだ笑っていられるんですの…。どうしてあいつなんかが……」

「モーリナーさん…、どうしましょう…」

「わたくしたち、言われた通りやりましたのに…」

「……まだ、手はあるわ。行きましょう」

　教室内を影から覗いていたモーリナーたちは、足早に去って行く。取り巻きたちは横にいるモーリナーの鬼の形相を直視出来ない。

「そもそも、あなたたちがやることは手温いんですのよ！　もっとあの女に恐怖心を抱かせなければ…！」

「そうは言いましても、これ以上どうすればいいのか…」

「ったく、使えないんだから。あなたたちを信じたわたくしが馬鹿でしたわ。もういいです。アラン王子をお助けするのは、わたくし一人でやりますから」

「でも、モーリナーさん、出来ることはすべてやりましたわ！」

「そうですわよ…。あまり過激なことをして、わたくしたちがやったとバレでもしたら…」

「だからそういう甘い考えがいけないんですわ！　そうよ、やるなら徹底的にやらなければ……」

　そう言って押し黙ってしまったモーリナーの横顔は、これまでの彼女とは全く別物であった。目をギラつかせて下唇を噛むモーリナーは、嫉妬に駆られた魔女のような形相で、取り巻きたちはその恐ろしさに言葉を失う。

「わたくしがやらなければ……わたくしが……」

　そうブツブツと呪文のようにつぶやきながら、モーリナーは取り巻きたちなど、もう眼中にない様子でその場を後にした。まるで何かに憑りつかれたかのように、ティアナへの敵意を増幅させていくモーリナーをもう誰も止めることは出来なかった。










　張り紙に始まり、陰口や誹謗中傷の殴り書きが発生してから数日が経った。ここのところ、目立ったティアナへの攻撃はなく、一日が終わると、ティアナはほっと胸をなで下ろす。

　この日は、授業は午前中のみで、月に一回開かれるラボでの報告会に参加するため、ティアナは午後いちには学園を出発しラボに向かった。

　報告会の会場は、学園から一時間ほどのところにある、国が所有する会議場で行われる。国の各地から様々な分野の専門家や研究者が集められ意見が交わされた。特に近年は、流行の奇病についての研究や、それに対処出来る新薬の開発についての議論が中心となっており、今回はティアナも、二年という歳月をかけて研究していた新種の薬草についての記録を論文としてまとめ発表を行った。

　そんな大規模な報告会が終了して、ティアナが会議場を出る頃には、辺りはすっかり暗くなっており、時計を見ると午後十一時を少し過ぎた頃であった。

「ふぅー。毎回のことだけど、今日も長くかかっちゃった。でもおかげで、また色んな資料や情報が手に入ったし、これでまた新しい薬草の研究に活かせるわ」

　ティアナは、今日行われた報告会での専門家の話をまとめた文書や、研究結果が記された資料の束を、持ってきたカバンに詰め込んだ。

「さっ、明日も午前中から授業があるし、急いで帰らなければ」

　そう言って、ティアナは列車に乗るために駅までの道を急いだ。










　学園にほど近い駅に下車した頃、辺りは人がまばらで明かりは数少ない街灯のみであった。もう深夜零時を過ぎている。学園まで馬車を使おうかとも思ったが、そう遠くない距離だと思い、ティアナは徒歩で学園まで帰ることにした。

　いつも通いなれている道ではあるが、深夜になると学園の周りは特に人通りが少なくなる。街の中心地から少し外れたところに位置しているのが理由ではあるが、街灯も一つ一つの間隔が広く、暗い夜道が続いた。

　しばらくして、もう数十メートルで学園の正門が見えてくるはずの場所で、ティアナは道にうずくまる人影を見つけた。

「……どうしたのかしら…。こんなところに一人で…」

　一瞬不審にも思ったティアナだったが、その人影に近寄ると、相手が七十代ほどの老人であることが見て取れた。近寄ると、その老人の男性は胸を抑えて息苦しそうに呼吸を荒げている。

「あの、大丈夫ですか？」

　ティアナは思わず隣に寄り添うようにしゃがみ込んで声をかけた。

「ヒィー…ヒィー…す、すみません…突然、胸が苦しく…なって……」

　老人が力なく答える。

「そのまま動かないでください。今、人を呼んで来ますから―――ッッ」

　ティアナが来た道を戻ろうと、立ち上がった瞬間、何者かに後ろから羽交い絞めにされて、口を塞がれる。一瞬のことで、ティアナは抵抗する間もなく、すぐ横の裏路地へと引きずり込まれた。

「んん―――ッッ！」

　ティアナを羽交い絞めにした男が、そのままティアナの上に馬乗りになるようにして覆い被さり、手を頭の上でがっちりと押さえつける。口には布のようなもので猿ぐつわをされ、ティアナの声は通りに届きもしない。

「騒ぐんじゃねーぞ。大人しくしてれば殺しゃしねーから」

　男はそう言ってティアナの顔を覗き込む。あまりの恐怖心に、ティアナの歯はガチガチと震えだし、呼吸も上手く出来ない。

　その男の後ろで、また別の男が、先ほどの老人に金を渡していた。

「じーさん助かったよ。ほれ、約束の謝礼だ」

「ひひっ、これくらいどうってことないさ。嬢ちゃんには悪いが、稼がせてもらったよ。それじゃーな」

　まさか、あの老人も仲間だったなんて。お願い、助けてと必死で視線で訴えたが、老人はティアナなど視界にも入れずに、あっという間にその場から立ち去ってしまった。

「兄貴、この女ヤっちまってもいいんですよね？」

「ああ、二度と立ち直れないようにしてくれれば、何をしてもいいと言われている」

「へっへー！　久しぶりの女だから壊しちまうかもしれねーなー！」

「構わないそうだぞ。まあまあ年はいっているが上玉だ。楽しませてくれるだろうよ」




　――――ビリッ！




「――――ッッ！」

　ティアナの着ていた服を、馬乗りになっている男が勢いよく引き裂く。下着ごと鷲掴みにするようにして引き千切られ、ティアナの胸元が露わになった。

「うひょーッ、兄貴！　こいつ上玉どころか極上品ですぜ！　肌が白くて乳首もうまそーなピンク色！　こいつは当たりだぜ！」

　そう言って男はティアナの胸を乱暴に口に含むと、ぎりっと歯を立てた。

「――――ンンンッッ！」

　恐怖心と痛みで、ティアナは目を見開く。喉の奥がカラカラに乾いて、全身がブルブルと震えだした。

「へへへっ、そう怯えるんじゃねーよ。これから天国に連れて行ってやるからよ」

　そう言って男は、ティアナのスカートの中に手を突っ込み、一気に下着をはぎ取るようにしてズリ下げる。

「――――ッッ！」

「おいおいおい動くなって。お前だって痛い思いはしたくねーだろ？」

　男はそのまま、ティアナの中に指を押し入れようとしてくる。分厚く硬い指の感触が、ティアナはこれまでに感じたことのないほどの嫌悪感と吐き気を覚えた。

「なんだよ、全然濡れねーじゃねーか」

　男はイラつきだしたようで、ますます強引にティアナの中に押し入ろうとしてきた。

「ンッ―――ンンッ！」

　あまりのおぞましさに、ティアナは足をバタつかせて必死に抵抗する。体をひねるようにして、何とか男の手から逃れようとした。

「おいっ！　暴れるなって言ってるだろうが！」




　――――バチンッ。




「――――――――ッッ！」

　衝撃のあまり、一瞬何をされたのか分からなかった。すぐに左の頬がじわじわと痛みだし、口の中に血の味が広がって殴られたのだと理解出来た。

「あんまり顔殴りたくねーんだよ。腫れちまったら萎えるだろーが」

　そう言って男は、ティアナの目の前に鋭いナイフをかざす。一瞬にしてティアナの体は強張り、喉からヒッと小さな悲鳴が漏れた。

「あんまり俺をイラつかせるなよ。聞き分けがねー女は嫌いなんだ。コイツをお前の中に突っ込んで掻き回してもいいんだぜ？」

　意識が遠のくほどの恐怖に、ティアナの顔はみるみる内に青ざめ、体の力が抜けていく。瞬きすら出来ないほど怯えきっていたティアナの瞳には、いつの間にか大粒の涙がたまっていた。

「そうそう。大人しくしてりゃーいい思いさせてやるからよ」

　ティアナが諦めたのだと、男は拘束していた手を離し、自分のベルトに手をかける。

「早く済ませろよ。見張ってはいるが一応外なんだしな」

「分かってますぜ兄貴！　ヤり足りなかったら、この女を攫っちまって、飽きるまで性便器にしちまえばいいんですから」

「お前は相変わらず鬼畜な奴だよな」

「ふへへっ、じゃーいただきまーす」

　男はティアナのスカートをたくし上げ、いきり勃った凶器のような自分のモノを挿入しようとした。




　―――――ドカッ！




「うぐっ…！」

　鈍い音と、うめき声が突如響く。ティアナに覆いかぶさっていた男が顔を上げると、先ほどまで兄貴と呼んでいた男が、胸倉を掴まれ鼻から血を流しながら気絶している姿が目の前にあった。

「なっ、なんだてめーは!?」

　男は慌ててティアナの上から離れ、途中まで下ろしていた履物に足が絡まり尻もちをつく。

「あ、兄貴に何しやがった！」

「それはこっちのセリフだ。きさまら、ティアナに何をしている」

「――――――……っ」

　聞き覚えのある声に名前を呼ばれ、ティアナは我に返った。この声を聴き間違えるはずがない。もう何度名前を呼ばれたか分からないのだ。

　目の前に現れたのは、他の誰でもない、アランだった。

「てめーッ兄貴にこんなことしてただじゃ済まさねーぞ！」

　そう言って男がナイフを取り出す。

「へへっ、よく見りゃひょろそうな若造じゃねーか！　兄貴も油断しやがって！　俺が相手じゃ、てめーなんか一瞬でひねり潰してやるぜ！」

「ごちゃごちゃとうるさい。豚の話を聞く趣味はないんだ。さっさとかかってこいよ」

「なにを生意気な―ッ！　ぶっ殺してやるッッ！」

「――――ンンンッッ！」

　アランに向かって襲いかかる男を見て、ティアナは思わず叫んだ。体格も身長も、圧倒的に暴漢の方が上回っているのだ。このままでは、アランが殺されてしまう。本気でそう思った。




　――――――シュッ、ドガッ、バチンッ、ゴッ、ゴキャッ、グシャッ！




「ふぅ…ぐッ…ッッ！」

　それは一瞬の事であった。突進するように襲いかかる男の懐に、くるっと背を向けるようにして入り込んだアランは、そのまま男を背負うようにして投げ、地面に叩き付ける。背中が打ち付けられ、一瞬呼吸が止まった男の手のナイフを蹴り飛ばし、そのまま馬乗りになって、男の顔面を殴りつけた。骨が砕け、鼻がひしゃげたところで男はそのまま動かなくなった。

　あまりの出来事に、ティアナは動くことも出来なかった。アランはそのままゆっくりと立ち上がる。アランの目はこれまでに見たこともないほど鋭く、まるで青い炎がゆらゆらと揺れているようであった。

「……ティアナ」

　名前を呼ばれて、ハッとする。視線が合うと、あの炎のような瞳が少し緩み、見知ったアランの視線に戻ったような気がした。

　アランはすぐにティアナに駆け寄ると、膝を付き、ティアナを抱き起こした。

「すまない…。俺がついていながら、こんなことに…」

　アランは優しくティアナの口にかけられた布を外した。

「んっ…アラン…王子……なん…で……っ」

「ここ数日、ティアナの様子がおかしかったから、護衛をつけさせていたんだよ。ただ、この暗闇で一瞬ティアナを見失ってしまって…」

　そういうアランの後ろからは、普段アランの護衛役として付いているボディーガードたちが次々に現れ、のびている男たちを連行しようとしているところであった。

「そ…だったんです…か…。痛ッッ……！」

　少し口を動かしただけで、先ほど殴られた時に噛んでしまった口の端に痛みが走った。

「どうした!?　―――ッ！　……ティアナ…これ…血……」

　アランはティアナの顎を引き寄せて怪我を確認する。口の端が少し切れており、頬も赤く腫れていた。

「……殴ったのか？　あいつら……」

　アランの声がくぐもったようになって、ティアナは戦慄する。あまりの怒りにアランの目はまたあの青い炎のように鋭くなり、ティアナを抱く手にも力が込められる。

「…………殺す」

　まるで独り言のようにつぶやくと、アランはさっきの男たちの方に向き直る。尋常じゃない様子のアランに、ティアナは初めて脅威を感じた。

「ま、待って……アラン…王子…わた…しは、だい…じょぶ…ですから…」

　このまま止めなければ、本当にアランが男たちを殺しかねないと思った。それくらいにアランの表情は冷血になっていたのだ。

「…ティアナ……」

「で…も、アラン…王子…が、来て…くれ…て、よか…た…。助け…て…くれて…あり…が…と……っ」

　ティアナは、やっとの思いでアランに語りかける。しかし、助かったという安心感からか、視界が徐々にぼやけて、頭が回らなくなる。アランが名前を呼びかけていた気がするが、そのままティアナは気を失ってしまった。










「―――……んっ。……ここ…は？　私…どうして……」

　目を覚ますと、ティアナは大きなキングサイズのベッドに寝かされていた。辺りを見回しても見覚えのあるものは一切なく、寝室としてはあまりに広すぎる部屋の中で、豪華絢爛な調度品や絵画が立ち並んでおり、いつの間にか着ている物も上質なシルク素材のナイトドレスに替えられていた。体はキレイに拭かれた後のようで、抵抗した時に出来た足や腕のすり傷や切り傷は、清潔な包帯が巻かれて治療も終えられているようであった。

　ゆっくりベッドから体を起こすと、金の装飾が施された棚の上に、アラン王子の写真が飾ってあることに気づく。

「そうか……ここは、アラン王子の…家……。――――…ッ!?　アラン王子の家!?」

　まだ寝起きで、すぐには頭が回らなかったが、ここがアラン王子の家だと理解出来た瞬間、ティアナは覚醒したように目を覚ました。

「えっ、えっ…アラン王子の家…ってことは、ここ……王宮!?　ま、まさかそんな……ッッ。えー…どうしよう……」

　確かにティアナはあまりの出来事の連続に気を失ってしまった。でもまさか自分が、アラン王子の住む王宮に連れてこられるとは思っていなかった。ここにはアラン王子だけでなく、ゼネス＝レヴィア王国の頂点である、ジョルド国王もいるはずである。そんな場所で、一般市民である自分がスヤスヤと寝ていたと思うと、ティアナは混乱で目が眩むようであった。




　―――――ガチャッ。




「ッ！」

　当惑するティアナは、重々しいドアが開けられる音で顔を上げる。そこには、着替えを終え、幾分楽そうな格好をしたアランがいた。

「アラン王子！」

「ティアナ！　目を覚ましたのか！　どこか痛むところはないか？　すぐに医者も呼べるよう手配してあるから、何かあればすぐに―――」

「そ、それよりも私…、王宮…ここ、王宮なんかに…私、入って…王宮に…っ」

　あまりのことの重大さにティアナの言葉が上手くつながらなくなる。

　アランは、少しほっとした表情を浮かべたあと、そっとティアナの髪を撫でながら、ベッドの端に腰かけた。

「大丈夫だよ。ここは俺の部屋で、着替えや怪我の手当ては、医者とメイドたちにお願いしたんだ。親父は今週いっぱい公務で外国に出かけているし、なにも遠慮することはないよ」

「そ、そうは言っても……私みたいな者がお邪魔していい場所では…」

「俺がそうしたかったんだからいいんだよ。余計なことは気にせず、今はゆっくり休んで。ほら、ちゃんと横になって。まだ体が冷えているし怪我だってしているんだから」

　そう言ってアランは、ティアナをベッドに寝かせ、キルトやブランケットをしっかりと体にかぶせた。

「あ…の、ご迷惑じゃありません…か？」

「そんなことあるわけないだろう。ティアナが目の届くところにいないと、俺が心配で眠れなくなる」

「は、あ…。そう…ですか…」

　そう言われてしまってはティアナにはどうすることも出来ない。それでも、まだ体のあちこちが痛む中で、アランの上質で柔らかなベッドに包まれていられるのは有難いことであった。あとで、回復してからちゃんとお礼をしようとティアナが思いを巡らせていると、アランはそのままティアナの横に並ぶようにして入り込み、ティアナを腕枕した。

「ア、アラン王子!?」

　突然のことにティアナの声が裏返る。アランは、腕枕したティアナを、優しく自分の胸に抱き寄せるようにして向かい合い、背中をそっとさすった。

「大丈夫。何もしないよ。ただこうして、ティアナが眠るまで傍にいるだけだ」

「………えっ……」

「ティアナ、本当にすまなかった。君を守ってあげられなくて。つらい思いをさせてしまったね」

　いつになく優しく、まるで懺悔するかのようなか細い声だった。

「アラン王子が謝ることじゃありませんっ。私がボーっとしてたから…」

「ティアナ…」

「あ、はい……」

　呼びかけたアランの顔を見ようと、ティアナは顔を上げる。すると、あまりにも優しい視線が注がれていた。

「怖かっただろう。もう我慢しなくていいんだ」

「――――……ッッ」

　そう言われた瞬間に、ティアナの目からは次々と涙が溢れだした。アランの言う通り、ティアナは死ぬほど怖い思いをしたのだ。わけも分からぬまま暴漢たちに襲われ、殺されるかもしれないという恐怖が全身を貫いた。もし、アランが現れるのが数分でも遅れていたら？　もしあのまま、誰にも見つけられず連れ去られていたら？　そんな恐怖が、今になってティアナの脳裏に舞い戻ってくる。

「ふっ…ひっく…ぇっ…ひッ…えっ…ンふ……ッ」

　何度止めようとしても止めどなく涙は溢れてくる。そんなティアナを、アランはただただ抱き締め、優しく背中をさすり続けてくれた。

「ひっ…ぇっく…ふぅ…ッ…こ…こわ…かったぁ…ひぃ…んくッ…」

「すまない。ティアナ。こんな思いをさせて、すまない」

　アランはただただ謝り続ける。

「もう二度とこんな目には遭わせない。命に代えても、どんなことをしてもティアナを守るから。俺を信じて、どうか安心して。もう君は一人じゃない。俺がいる。もう誰も君を傷つけたりしないから」

「ふっ…うぅ…ひぅッ…あ…ありが…ひっっ…と…ぅっく……ッ」

「ティアナ…安心しておやすみ。ずっとついているから。大丈夫だよ」

　こんなに心から安心出来たことがあっただろうか。ティアナが眠りにつくまで、アランはひたすらにティアナを抱き締め、背中をさする。まるでお守りのように、「大丈夫」「俺が守るから」と繰り返し繰り返し囁いた。

　アランの胸の中で、ティアナはまたあのコロンの香りに包まれる。大きな海のような香りは、アランそのものだと思った。自分を包み込んで、大丈夫と安心させてくれる。次第に涙は引いていき、アランの香りと心臓の音が、ティアナを深い眠りへと誘う。ティアナはこの時初めて、誰かの体の形にピッタリ合わさるようにして眠ることが、こんなにも心地いいものなのだと知った。










　翌朝、あたたかい日差しが寝室に差し込み、窓の外からは鳥たちのさえずりが微かに聞こえる中、ティアナは目を覚ました。

「……んっ…朝…か……」

　ゆっくりと体を起こそうとすると、一瞬ぐっと腰を引き寄せられ、そのまま動けなかった。そうだ、昨日はアランがずっと抱いてくれていたのだ。アランは、寝息を立てながらも、ティアナを離すまいと、腰と頭を抱え込むようにしている。動こうとしたティアナを無意識に引き寄せたのだろう。これでは起き上がれないと思ったティアナだったが、これほどまで守らなきゃと思われていることは、素直に嬉しかった。

「……一晩中…抱き締めていてくれたんだ…」

　アランを起こさないように、その寝顔を見つめる。こうして無防備に眠っている表情はまるで子供のようだ。

　ティアナは昨夜の殺気立ったアランの顔や、ベッドで向けられた優しい顔を思い出す。自分のために我を忘れるほど怒り狂い、自分のために大人びた慈愛を注いでくれる。思えばいつだって、アランはティアナのために過ごしてきた。まだ二十歳になったばかりの、自分勝手な王子様だと思っていた。それがどうだろう。ティアナの心を優しく包み込み、窮地には誰よりも先に駆けつけてくれる。こんな男性と出会ったのは初めての事であった。ティアナはアランと出会って、何度初めての経験をしただろうか。

「アラン…王子……」

　そっとアランの頬に触れてみる。まだ若いアランの肌はピンと張りつめていて滑らかだ。長い睫毛と、すうっと通った鼻筋。もう少しアランが華奢であったら少女にも見えなくもないほどの美貌だ。これほど美しい男が、一晩中自分を抱いていてくれたのだ。うら若く地位も名誉も手にしている一国の王子が、ティアナに怖い思いをさせたと、ひたすらに謝り続け、これからは絶対に自分が守ると約束してくれた。こんな、奇跡のようなことがあるだろうか。

「んん……っ」

「あ、ごめんなさい。起こしてしまいましたね」

「いや、自然に目が覚めたよ。おいで」

　アランはそのまま、抱きすくめるようにしてティアナを胸に引き寄せる。ティアナもアランに身を任せ、その胸に体を委ねた。

「ちゃんと眠れた？」

「ええ、ぐっすりと…」

「よかった。傷は痛む？」

「もう大丈夫です。ありがとうございます」

「そうか、安心した」

　ベッドの中で、お互いに囁き合うようにして会話をする。まるでずっと前からこうしていたかのようだ。

「お腹が空いただろう。昨日から何も食べていないし、朝食を用意してもらってくるよ」

　そう言ってアランは、ティアナのおでこに軽くキスを落とすと、ベッドから起き上がり、部屋を出た。その後ろ姿を眺めながら、ティアナは心の底からの安心を感じられた。

　アランが戻る前に、部屋の中に朝日を入れようと立ち上がる。少しふらついたが、足腰に問題はない。これなら、すぐに元気になれるだろうと、ティアナは安堵する。

　天井まで続く大きな窓には、重厚なビロードのカーテンがかけられている。窓枠の横の紐を手繰るようにすると、カーテンが中央からゆっくりと開き、室内に朝日が差し込んだ。

「いいお天気…日差しがあたたか……い……」

　改めて、朝日を取り込んだ室内を見回して、ティアナは言葉を失う。昨日は気づかなかったが、部屋には高価な絨毯が端までぴっちりと敷かれ、ベッドの縁やローテーブルの装飾、蝋燭を立てる燭台に至るまでが、すべて純金で出来た大変に贅沢なものであった。暖炉の上には、成長とともに記録されたであろう家族写真が並び、ベッドの奥の棚には、数多くの勲章やバッチが並べられ、他国の大臣や国王と共に肩を並べるアランの写真も置かれていた。

「……すごい…、本当に、王子様なのね……」

　学園で会う時のアランのことを、ティアナは王子だと分かっていたはずだ。でも、あまりにもアランが親しみやすく振る舞うので、どこかそれが現実的に感じられていなかったのかもしれない。こうして写真や室内の調度品を目にして、ティアナは改めて実感する。アランはこのゼネス＝レヴィア王国の王子。そして、次期国王になる存在なのだ。

「私とは、住む世界が…違う……」

　ティアナは動揺する。今まで何度この言葉をアランに伝えてきたのか分からない。アランが一国の王子であることを、ちゃんと理解していないのはアラン本人の方だと思っていた。

　でも違っていた。本当に本当に理解していなかったのは自分の方だったのだ。肩を並べて歩いて良い存在ではない。軽々しく口をきいて良い相手ではない。命をかけて守ってもらって良い存在では、決してない。自分はなんて愚かだったのだろうと、ティアナは広い部屋の中心で一人たたずむ。




　―――――ガチャッ。




「ティアナお待たせ！　お腹空かせてると思ってたくさん作ってもらってきたよ。たまごはゆで卵かスクランブルどっちがいい？　ジャムもたくさんあるから好きなのを選ぶといい。フルーツもたくさん持って来たよ」

　アランが銀のお盆に載った朝食をこぼさないようにそっと運んでくれる。皿が重なり合うくらいの品数が用意されて、アランの後ろからは、ポットとミルク、オレンジジュースなどを持ったメイドたちが続いて入ってきた。

　一人感傷の思いで立ち尽くしていたティアナだったが、思わずアランに駆け寄ってお盆を支えた。

「こ、こんなにたくさん…」

「うちの料理長のスープは絶品だよ。以前食べたことあるだろ？　今日はコーンスープを用意してくれたんだ。一緒に食べよう」

　アランが子供のようにはしゃいだ笑顔を向ける。

「お体の具合は大丈夫ですか？　たくさん召し上がって体力をつけてくださいませね」

　紅茶の入ったポットをテーブルに置きながら、少し年のいったメイド長であろう女性が、ティアナに気遣いの声をかけた。

「わざわざすみません…ありがとうございます。昨晩も着替えや手当をしてくださったそうで、何とお礼を申し上げていいか……」

　ティアナは心からメイドたちに感謝し頭を下げた。

「とんでもございません。大変でしたね。坊ちゃんが血相を変えてあなたを抱きかかえて帰って来た時は、何事かと思いましたが、大事には至らなかったようで安心いたしました。大変だったんですよ。坊ちゃんたら最初、誰にもあなたを触らせまいと殺気立っちゃて、あれではまるで番犬でしたわ」

「ちょっ…！　イライザ！　余計なことを……っ」

「本当のことでございましょう。わたくしたちやお医者さんすらも、睨み付けるようにしちゃって。このままではティアナさんの手当てが出来ないと叱ったら、やっと正気に戻られて」

「そ、そうだったんですか……」

「ええ、もうすっごい気迫で、ティアナに指一本触れるな！　なんて叫んで、今にも噛み付きそうな勢いでしたもの」

「あ、あれは興奮してて……っ」

「大切な女性をお守りすることは男児の務めでございますが、坊ちゃんはもう少し冷静になることをお勉強なさいませね」

　アランとイライザと呼ばれるメイド長らしき二人の会話を聞いて、ティアナの目は点になった。一国の王子であるはずのアランに、あんな風に接せられるなんて。イライザのただならぬ大物感に圧倒されてしまう。

「…まあ、このようにまだまだお子様なアラン王子ですけれども、あなたのことを、心から大切に思っていらっしゃるのは本当です。だから、ティアナさん、どうか長い目で見てあげてくださいね。根は心優しい、素直な方ですから」

　そう言ってイライザは、ティアナの顔を覗き込みながら、優しく微笑む。

「あ……はい……、本当に、そうですね…。ありがとうございます…」

　イライザの視線は、まるで母親のように穏やかで、ティアナは素直に心のまま話すことが出来た。

「もういいだろイライザ！　ほら、帰って帰って！」

　アランがイライザの背をぐいぐい押すようにしてドアの前まで歩く。分かってます、ではごゆっくり。とまたあの母親のような優しい目で去り際に声をかけられ、ティアナはまた、ありがとうございますと頭を下げた。

「ったく、イライザは本当におしゃべりなんだから…」

　ばつが悪そうに頭を掻きながらアランはテーブルに戻ってくる。

「そんな、とてもお優しくて嬉しかったです。でも、何というか…すごい仲が良いんですね…」

「ああ、俺が生まれてすぐ母親が死んでしまってね、元々体が弱かったそうなんだ。親父は公務でほとんど家にいないし、俺を実際育てたのはあのイライザなんだよ」

「えッ…お母様をそんなに早く…？」

「うん、生まれてすぐのことだから、正直俺には母さんの記憶はないんだ。でも、写真で見たり、イライザがどんな人だったかを教えてくれたから、寂しくはないよ。体が弱いのに、命がけで俺を生んでくれたんだ。美しい人で、きっと強い女性だったんだ。心から尊敬してるし、今は毎月お墓参りにも行っているよ」

「そう、だったんですね……。それでイライザさんがお母さん代わりに…」

「イライザのおかげで、俺は寂しい幼少期を過ごさずに済んだんだよ。反抗期の頃なんて、他の誰も俺を叱ったりできなかったのに、イライザだけは問答無用でげんこつを食らわせてきたもんなー」

「えええっ!?　王子に…げんこつ!?」

「そう、しかも手加減なし。あの時はたんこぶが出来て大変だったよ。他の従者やメイドたちは大騒ぎだし、そんな中、親父だけ大爆笑してるし…」

「えええええッ!?　お父様の…国王の前でだったんですか!?」

「そうだよ。イライザの家系は代々うちのメイド長をしていたから、昔から親父の事も知ってたし、だからこそ親父も安心して俺の世話を頼んだんじゃないかな」

「でも、だからってげんこつなんて……っ」

「親父は笑いながら、イライザを怒らせると怖いだろーなんて言ってたよ。まあ、俺が悪いことをしたんだから、叱られて当然だったんだけどな」

「はぁ…イライザさん、本当のお母さんのようなんですね…」

「ああ。俺にとっては母親も同然だよ。感謝してる」

　そう言って笑う表情は、まっすぐな青年の顔であった。

「さあ、冷めないうちに朝食にしよう。ティアナは紅茶でいいよね」

「あ、私がやりますから…ッ」

「いいって。怪我人にやらせるわけないだろ。座って、食べてて」

　アランは立ち上がろうとしたティアナを制止すると、丁寧にカップに紅茶を注いだ。

「なんか……すみません、何から何までご面倒をかけて……」

「気にすることないよ。俺が好きでしていることなんだから」

「………」

　まるで当たり前のように言ってのけるアランに、ティアナの言葉が詰まる。

　たとえ、イライザに対してはそうであっても、代々この家に仕えてきた人と、自分が同じように感じていいわけがない。やはり自分とアランとでは、すべてにおいて差があり過ぎる。そして、それを意識していると自覚したティアナは、胸が締め付けられるような思いがした。

「……ティアナ？　どうした？　食欲ない？」

「…いえ、そうじゃないんです……」

「じゃーまだ傷が痛む？　口の端を切ってしまったから」

　アランはティアナの唇にそっと触れる。その指の感触に、心が安らぐのが何よりの証拠だった。

「あの、アラン王子……、私…えっと……」

「ん？　どうした？　何でも言って」

「………私、助けていただいて、こんな親切にしてもらって…本当に、どうしたらいいか…」

「うん…」

「私……分かってると思ってたんです。自分とアラン王子では…住む世界が違うって……。だから、学園でも……その、他の良い学生と出会って欲しいって……」

「…うん」

「今でも……、ここにいるべきじゃないって……、一緒にいちゃ、いけないんだって……分かってたはず…なのに……ッ」

　言葉を重ねるごとに、目頭が熱くなる。

「……うん」

「アラン…王子は……ッ、王子様…で……、私とは……ッッ」

「……」

「こんな……身分…違いも、甚だしい…のに……ッ」

「……ティアナ？」

「それなのに……、私、だめなんです……。昨日守ってくれるって……ずっとって……言ってもらえたのが……ッ、う…嬉しくて……ッ」

「……ティアナ」

　アランは優しくティアナを抱き締める。

「ティアナ、大丈夫。ティアナはそのままでいいんだよ。大丈夫」

　優しく頭をポンポンと撫でる。アランに抱かれると、やっと息が吸えるような気がした。

「ティアナ、こっちを見て」

　体を少し離し、アランがティアナの手を握る。うつむくように下を向いていたティアナは、ゆっくりと顔を上げ、その一心な瞳と視線がぶつかった。

「ティアナ、愛しているよ」

「………ッッ」

「初めて君を見つけた時から、俺の心にはいつもティアナがいた。君に再会出来たとき、これは神様がくれた運命なんだって心から思ったよ」

「……アラン…王子……」

「ティアナ、俺にとって君は、何にも変えられないほど大切な存在なんだ。君がいなかったら、今の俺はここにいない。だから王子である前に、一人の男として君を守っていきたいと思うんだ」

　アランはティアナの髪にそっと触れる。

「ティアナ、心から愛しているよ。これからもずっと」

「………アラン………ッ」

　二人は見つめ合い、そっと口づけを交わす。ティアナがキスを求めたのはこれが初めてのことであった。そっと触れ合うような優しいキスは、これまでの人生の中でもっとも満たされた瞬間に違いなかった。身分や位の違いを痛感したティアナを、アランは全身全霊で受け止め、包み込んでくれる。一途に向けられた誠実な愛情に、ティアナは確実に惹かれ始めていたのだ――――……。







第七章　過去の因縁との対決




　週末までティアナはアランの王宮で過ごし、無事傷跡も分からないほどに回復した。長期の滞在を申し訳なく思い、何か手伝えることはないかとイライザに声をかけるが、「ティアナさんに何かさせたら坊ちゃんに叱られます」とあっさり断られてしまった。

　アランは学園やラボにも話をつけ、「仕事のことは気にせず、ゆっくり休め」と週末までのティアナの休暇を取り付けてくれた。

　無事傷も癒え、週明けに学園に戻ると、学園長のエドワードから話を聞くことが出来た。あの後、アランからの指示の元、学園内での今回の事件の調査が行われた。警察も出動する大騒動になり、今回のことを企てた学生たちが、あまりのことの重大さに恐怖を感じ自白してきたという。ただ、学園内で起きた嫌がらせは、自白してきた学生たちによるものであったが、あの夜に起きた暴行事件には、関与が認められなかった。その後、その自白してきた学生たちから、首謀者の名が上がり、暴行事件はモーリナー・ブレークの単独による犯行だと判明した。資産家の娘であるモーリナーは、その財力を使って街のならず者たちを雇い、ティアナを襲うよう仕向けたのだ。彼女の口からは最後まで反省の言葉は聞けなかったという。その後、モーリナーの退学処分が決まりその身柄は警察に引き渡され、嫌がらせをしていた学生たちには、三か月の停学処分が言い渡された。

「そうだったんですね……モーリナーさんが……」

　俄かには信じられないことであった。才色兼備のモーリナーがなぜ、こんなことをと、ティアナは当惑する。

「彼女は、アラン王子が君に求婚したことを逆恨みしていたようだったよ。最後まで、私がアラン王子の目を覚まさせてやるんだと、言い張っていたからね」

「そんな……」

　ティアナは言葉を失う。

「ティアナ君、今回のこと本当に申し訳なかった。聞けば、とても危険な目に遭ったそうで、学園長として大切な教員を守りきれなかったことを反省している」

　エドワードは、ティアナに向き直り、深々と頭を下げる。

「学園長、そんな、頭を上げてください！　私はこうして無事だったんですから…」

「いや、本当に無事でよかったのだが、今後二度とこのようなことが起きないよう、指導を徹底していくつもりだ。申し訳ない」

　エドワードの誠意に、ティアナは感謝する。

「それにしても、アラン王子には頭が下がるよ。事件後、すぐに学園にいらしたかと思えば、全学生や教員を講堂に集めて、すぐに調査を指揮したんだ。それも、君の名誉のため、詳細は一切口にせずに、あっという間に犯人を絞り込んだんだ。それは見事なものだったよ」

「そうだったんですか……」

「正直、最初の頃は、アラン王子が君のことを妃にしたいと言い出して頭を抱えたんだ。ジョルド国王に何て説明すればと、毎日眠れない思いだったんだよ。でもね、あんなに真剣に一人の女性のために尽くせる男はそうはいない。今回の件で、アラン王子がどれほどティアナ君を真剣に愛しているかを痛感したね…」

「学園長……」

「愛に勝るものはないと言うが、この年になってワシもそうだと信じてみたくなったんだ。それくらい、アラン王子の姿は誠実で真っ直ぐだったよ」

「……」

「思うところはたくさんあるだろう。でも、人生は一度きりだ。難しいことはとっぱらって、本当に大切なことに目を向けてみることも大事なんじゃないかな」

「はい……」

「君はワシにとっても大切な学生だ。それは卒業したからとて変わらん。困ったことがあれば、何でも相談してきなさい」

「先生……、ありがとうございます」

　ティアナはエドワードに頭を下げる。フォッフォと満足そうに笑いながら、エドワードは去っていった。










　あの一件以来、ティアナには学園内でも護衛がつくようになった。もう大丈夫だからとティアナは一度アランに断ったのだが、俺が心配だからと押し切られてしまった。初めは、学生たちも困惑していたようだが、学園内に警察が動員されるほどの事件があった後だけあって、次第に護衛が学園内にいることに慣れ始めてきたようであった。

　そうして平穏な毎日が続いていき、ティアナも落ち着きを取り戻しだしていた。

　この日は、ラボから問い合わせの合った研究資料を郵送するために、ティアナは日中から街に出ていた。もちろん、言いつけの通りアランの護衛が近くからティアナを見守っていたので、ティアナ自身も安心して出かけることが出来た。

　しかしそれは突然やってきた――――。

「――――ティアナ？」

　郵便局での用事を済ませて帰る道すがら、ティアナの名前を呼んだのは懐かしくも残酷な声。呼び止められたその声に、ティアナの体は一瞬にして硬直する。

「やっぱりティアナか！　まさかこんなところで会うとはなー！」

　ティアナに声をかけたのは、以前、ティアナとの婚姻を破棄した張本人、リック・レヴィルであった。

　リックはティアナの前側に回り込んで、視線を上げられないでいるティアナの顔を覗き込んだ。

「懐かしいなー、八年振りくらいか？　お前あんまり変わってねーな」

　顎に短い髭を蓄え、少々筋肉も増したであろうリックは、以前とまったく変わらない距離感でティアナに接し続ける。

「リ……リック、お、お久ぶり…ですね……」

　一瞬にしてティアナの脳裏に思い出したくない記憶が流れ込んでくる。リックを前にして、ティアナはまともに喋ることも出来なくなるほど、その心の傷は深いものであった。しかしリックは、そんなことはお構いなしに、馴れ馴れしくティアナに迫った。

「聞いたぞー。お前今、アラン・リンゼン・バーキンに求婚されてるらしいじゃないか。すごい出世だよなー。上手くいけば一国の王のお妃様ってか？」

　わざとあざ笑うかのようにしてティアナを挑発する。

「そ、そんなこと…思ってません……」

「へぇ、そうなんだ。まあ、お前みたいに退屈な女に、あのアランって王子がハマるわけねーもんな。いつも相手してる女とは違うタイプのお前に、興味が湧いただけなんだろうよ」

　ティアナの心にリックの言葉がぐさぐさと刺さる。アランはそんな人ではないと言い返してやりたいのに、口が上手く回らない。

「……しかし、お前も少しは大人っぽくなったんだな……」

　いくら挑発しても、反応を見せないティアナに、舌打ちをしたリックだったが、黙り込んでうつむくティアナの横顔に、少々大人びた色気を感じた。リックは、顎の髭を弄りながら、ティアナを下から上へと舐めまわすように観察し、生唾を飲み込む。

「まあ、俺もあの頃は若かったからな。多少心にもないことを言ってしまった時もあった。でももう所帯も持って、落ち着いたんだ。そろそろお前のことも迎えに行ってやらなきゃと思ってたところなんだよ」

「……どういう…意味…ですか……？」

「だーかーら、お前が一国の王子からの求婚すら渋っているのは、俺が忘れられなかったからなんだろう？　昔っからお前が殊勝な女だってことは分かってるんだ。今だったら、愛人として囲ってやってもいいって言ってんだよ」

「なっ……!?　そんなこと……」

　相変わらず、リックは浮気を繰り返すような男のようだ。何も臆することなく、ティアナに愛人になれと迫ってきている。

「今はお前、あの学園の教員やってるんだってな。一生あそこで寂しく仕事に没頭するよりいいだろう？　結局喰い損ねたお前の体を、俺好みに調教してやるのも一興だしな」

　リックは、後半の部分をわざとティアナの耳元で囁くようにする。首筋にぞわっと悪寒がして、ティアナはすぐにリックから飛び退いた。

「へへっ、相変わらず初心うぶな反応は変わらねーな。今夜学園に迎えに行くよ。久々の再会をたっぷり楽しもうぜ」

　そう言って一方的に約束を取り付けると、リックはさっさとその場を立ち去った。ティアナの後ろに控えていた護衛たちが、ティアナの様子の変化に気づいて、声をかけようとした瞬間に退散したのだ。

「―――ィアナさん、ティアナさん！　大丈夫ですか？」

「―――ッッ！　……あ、ああ、は…い。大丈夫…です……ッ」

　何度か護衛たちに呼びかけられ、肩を叩かれてやっとティアナは我に返った。

「本当に大丈夫ですか？　顔色が悪いようですが…。少し震えてもいる」

　肩に置いた手から震えが伝わってしまったのだろう。慌ててティアナは護衛から少し距離を取った。

「そ、そんなことありませんよ。大丈夫です……心配しないでください」

「さっきの男、お知り合いですか？　彼と話していた時から、なんだか様子が…」

「本当に大丈夫ですから……。学園に、戻ります……」

　ティアナはそれ以上アランの護衛たちに詮索されることを恐れた。何よりも、リックとのことをアランに知られることが怖かったのだ。今にして思えば、あんな卑劣な男に、自分が傷つけられたことも許せなかったが、それだけ自分が、あんな男のことを愛してしまっていたという事実を、アランに知られたくはなかったのだ。










　無事学園に戻り、午後の授業が終了した。ティアナはその後、夜遅くまで温室に籠り、仕事に没頭していた。

　その後、やっと温室から出たティアナは、自分についている護衛たちに、今日は帰るようにと促す。

「今晩は朝まで徹夜で研究資料をまとめなきゃいけないんです。納屋からは一歩も出ませんし、施錠もきちんと行いますので、安心してください」

「しかし、我々は二十四時間ティアナさんを護衛するようにと、アラン王子から仰せつかっているんですよ」

「皆さんが外で見守って下さってると思うと、資料作りに集中出来なくなってしまうんです。お願いします、今日だけでいいんです。私を一人にしてはいただけませんか？」

「うーん……。では、必ず施錠をすることと、誰が来てもドアを開けないとお約束ください。たとえ我々や学園の関係者、アラン王子が訪ねて来ようと、扉は開けないこと。それは絶対にお守りください」

「わかりました。お約束します。ご心配いただいてありがとうございます」

「では、我々は退散いたしますので…。もちろん、何かあればすぐに駆けつけます。どんな小さなことでも、何かあればすぐにご連絡をください」

「はい、わかりました。今日もありがとうございます。お気をつけてお帰りになってくださいね。では…」




　―――――バタンッ。




「ふぅー……」

　扉が閉まって、ティアナは大きく深呼吸をする。

　ティアナは心に決めていた。今日で、リックとは決別する。過去の亡霊のように、自分の心に暗闇を作るリックを、思い出とともに自分の中から追い出さなければ、いつまで経っても前には進めないと感じたからだ。

　アランが命をかけてまで守ると言ってくれた気持ちに応えたい。そのためには、いつまでも弱いままの自分ではいられないと、強く思ったのだ。

「これは、私だけでけじめをつけないと……ッ」

　十年近い年月が過ぎた今でも、ズキズキと胸を痛める記憶。生まれて初めて一人の男性を愛し、生涯をかけて尽くしたいと思った純粋な心は、粉々に打ち砕かれた。割れたグラスが元に戻らないのと同じように、ティアナの心は決して元に戻ることはなかった。

　でも、今のティアナには、その粉々になった心をかき集めて、大事に袋に仕舞い、一緒に持ってくれるという人が現れたのだ。傷ついた心を癒そうと、自分の気持ちを臆することなく差し出してくれる人が現れたのだ。こんなにも誠実な心に触れたのは初めてだった。自分も、その人の心を守ってあげたいと思うようになった。

　だからティアナは一人で戦わなければいけないのだ。過去の傷と。過去の自分と。そして今、目の前の恐怖と。

「きっと出来る……。もう私は一人じゃないもの…」

　ティアナは決意を込めて、両手を強く握り締めた。










　真夜中を少し過ぎた頃であった。納屋のドアが数回ノックされる。

「……はい」

「俺だ」

　ティアナは、そっと扉を開ける。ニヤニヤと不気味な笑みを浮かべたリックが、待たせたなと言いながら、我が物顔で納屋の中に入ってきた。

「こんな掘立小屋みたいなところで生活してんのか？　学園の教員て案外儲かんないんだな」

「狭いところですみません。ここは臨時で借りているだけの納屋なので」

　出来るだけ冷淡な言い方になるよう、ティアナは他人行儀な物言いを心がけた。

「まあいいさ。俺の愛人になれば、もうちょっとマシな部屋に住まわせてやる。今は大臣の右腕として十分な稼ぎがあるし、お前一人くらいどうとでもしてやれるよ」

　そう言いながら、リックはテーブルに腰かける。

「少し酒でも飲むか？　そういえばお前、前によくハーブティーなんかを持ってきてたよな。あれには参ったぜ。匂いがきつくて飲めたもんじゃなかったよ」

　リックはまるで懐かしい思い出話でもするかのように笑った。ティアナが心を込めて育てたハーブをそんな風に貶されて嬉しいはずもないのに、本人はまったく気にも留めていない様子であった。

「で、どうするんだ？　お前が言うんならすぐにでも部屋を借りてやるぞ。準備が出来るまでは宿屋に通ってもらってもいい。たまに俺もそこへ訪ねてやるから――――」

「いりません」

「――――……はぁ？」

「部屋なんていりません。私は変わらず、ここの教員とラボの仕事を続けます。リック……あなたの愛人にもなりません。もうこれ以上、私には関わらないでください」

　ティアナは意を決してリックに思いを伝える。

「……お前、本気で言ってるのか？」

「……本気です。もう二度と、私に関わらないで。街ですれ違っても、私のことは無視してください。私もそうするつもりです。―――あなたとのことは、もう過去の事なんです。ずっとずっと思い出すまいと、心に鍵をかけて……決して思い出さないようにって。そうして生きてきました。ボロボロになった心が痛くて、もうこんな思いしたくないって、そう思って。だからずっと一人で生きてきました。もう、私の平穏を乱すようなことは、しないでください」

「俺のことが迷惑だっていうのか……、ティアナ、お前いつの間にそんな偉くなったんだよ」

「……ッッ」

　鋭く怒りが込められた視線がティアナを刺す。もう何年も経っているはずなのに、あの日、激怒したリックがティアナを睨み付けた目と重なる。それだけで、ティアナの脳裏にはまた記憶がよみがえってきて、思わずリックから視線を逸らした。

「何の役にも立たなかったお前を、嫁にもらってやると言った俺への恩を忘れたのか？　それとも何か。結局は婚姻破棄されたことを根に持ってるんだろう。でもそれはお前の自業自得ってやつだ。それでも俺はこうやってやり直すチャンスをくれてやるって言ってるんだぞ。その気持ちを無下にするつもりか？」

　段々とリックの語気が強くなる。こうやって凄めば、ティアナが何も言えなくなるということを分かっていて、わざと声を荒げる。

「………ッ」

　このままでは、またリックに押し切られてしまう。でもやはり一人でリックに対峙するのは、ティアナにとって何よりも恐ろしいことであった。

（「ティアナ…」）

「――――ッ！」

　確かにティアナには聞こえた。心の片隅で、ティアナの名を呼ぶアランの声が。

（「ティアナ、命に代えても、どんなことをしても君を守るから。もう君は一人じゃない。俺がいる」）

「ハッ――――ッ！」

　そうだ、アランが言ってくれた。いつまでも優しく寄り添ってくれたアランが、決してティアナは一人ではないと。いつでも自分が傍にいると言ってくれた。その言葉が、ティアナに勇気を与える。どんなに恐ろしい相手でも、消し去ってしまいたい過去だとしても、この思いに勝るものなんて、きっとあるはずがないのだ。

「―――リック、もう私の心の中にあなたはいません。本当に、さようならです」

「――――ッッ!?」

　ティアナは、真正面からリックを見据え、決別を告げる。もう過去にも怯えたりしない。ティアナの心の中には、いつだってアランが寄り添っていてくれる。それだけで、こんなにも強くいられることを知ったから。もう何も恐れない。

「……チッ、すっきりした顔しやがって…。黙って聞いてりゃーいい御身分だよな。お前なんかに俺が捨てられる？　冗談じゃねー…ッ」




　―――――――ガタッ！




「――――ッッ！」

「拾うも捨てるも、決めるのはこの俺だ！　お前如きに馬鹿にされる謂れはねーんだよ！　ちょっと声をかけてやったくらいで付け上がりやがって…ッ」

　リックは怒りに震え、席を立ち、力いっぱいにティアナの腕を掴む。

「もう帰って下さい…ッ！　話は済んだはずです！」

「だから、その強気な顔が気にくわねーって言ってんだよ！　誰のことを考えてたんだか知らねーがな、俺にとっちゃそんなことどうだっていいんだ！　昔捨てた女にコケにされて黙っていられるほど、俺は気が長くねーぞ…ッ」




　―――バッ。

　―――ドサッ。




　リックはティアナの腕を引っ張り上げ、そのままベッドへと押し倒す。両手を頭の上でねじ上げるようにして拘束し、そのまま馬乗りになった。

「やっ…ッやめてください…ッ！　リック……ッ」

「ごちゃごちゃ余計なことを考えるから悪いんだ。このまま体ごとお前をモノにしちまえば、その反抗心もなくなるだろうよッ！」

「嫌ッ！　やめてリック…ッ離して……ッ！」

「ははっ、あの頃を思い出すなーティアナ！　あの時もこうして抵抗するお前を無理やり犯してやるつもりだったんだ。結局手を出せないまま終わって、惜しいことをしたと思ってたんだ。まさか今になってそのチャンスが巡ってくるとはな！」




　―――――ビリッ。




　リックはティアナの服を勢いに任せて引き千切る。胸元が露わになり、久々に見るティアナの白い肌に、一気に欲情が頂点に達した。

「口は生意気だが、肌はあの頃のままでいやがる。この胸であの王子もたらし込んだのか？　えぇ？」

　リックはわざとティアナに見せつけるように、鎖骨から胸の谷間までを舐め回す。あまりの不快感に、ティアナの全身がぞわぞわと逆立った感覚になる。

「お願い…ッ、リック……こんなこと、もうやめて……ッ」

「俺に指図すんじゃねーよ。そもそも俺のモノになるはずだった体をどうしようと、俺の勝手じゃねーか」

「リック……ッ、手を離して…ッ人を…呼ぶわよ……ッ」

「だったらその口、黙らせてやるよ」

「――――ンンッッ！」

　顎を鷲掴みにされ、無理やりにキスで口を塞がれる。口内の奥深くまで舌が差し込まれて、ティアナの舌と絡めようと吸い付く。ティアナは必死に逃れようとするが、リックにねじ伏せられた両手はびくともしない。このまま、体をいいように弄ばれてしまうと思ったその時だった――――……。




　――――バタンッ。




「なッ…うおっ！」

　突然納屋のドアが開かれ、一瞬にしてリックがティアナから引き剥がされる。

「なんだお前―――ッッ！」




　――――ドカッ、バキッ。




「んぐッ…ま…ッやめ……ッッ」

　鈍い音と、リックのうめき声が響いたかと思うと、ティアナの目の前には、うずくまるリックと、怒りのあまり瞳孔が鋭くなったアランの姿がそこにあった。

「アラン王子……ッ！　どうして……ッ」

　驚きのあまり声を上げるティアナ。そんなティアナの乱された姿を見て、アランの目がカッっと見開く。それと同時に、アランはうずくまってるリックを張り倒し、胸倉を掴んで殴りつける。




　――――ゴッ、ゴッ、バキッ、ゴキッ……ッ。




　体格差ではリックの方が大きいはずであるが、まるで反撃する隙などないほどに、アランはリックを追い詰める。

「待って！　アラン王子！　ダメッ殺してしまうわ！」

　我を忘れてリックを殴り続けるアランの腕に、ティアナが慌ててしがみ付く。顔中が血で染まり、目元や口元は腫れあがって、リックの口からヒューヒューと息の音が漏れている。アランの手も容赦なくリックの顔面を殴り続けたことで、表面の皮膚が裂け血が噴き出していた。

「―――…ティアナ……」

　やっとアランの瞳が元の輪郭に戻る。ティアナの声で、呼び戻されたという感じであった。

「おい！　こっちだ急げ！」

　その声に顔を上げると、ドアの前には夕方帰るように促した護衛のボディーガードたちが、駆けつけてくるところであった。

「あ…、どうして……ッ」

「すみません、ティアナさんのご様子がおかしかったのがどうしても気になって……アラン王子には、今日のことをご報告したんです。そうしたら、王宮を飛び出してこちらに向かわれましたので、我々も後を追った次第でございます」

「そう……だったんですか……」

「アラン王子、こちらへ。この男を連行します。警備班を数人残していきますが、ティアナさんのこと、お願いできますか？」

　まだボーっと自分の裂けたこぶしを見つめているアランに、護衛が肩を揺さぶりながら声をかける。少しハッとした表情を見せてから、アランはすぐに、あとは頼んだと伝えた。

　息も絶え絶えのリックは、そのままアランの護衛たちに抱えられるようにして納屋を後にする。ティアナは、護衛たちからアランの傷の手当てを頼みますと伝えられ、部屋にはティアナとアラン二人だけが残された。

「ティアナ、これを」

　そう言ってアランは、ティアナの肩にベッドにあったブランケットを被せる。

「そんなことよりアラン王子、手が……ッ！」

「これくらい何ともない。それより大丈夫だったか？」

「私は平気です…ッ、これ、手当てしなくちゃ…。今薬箱を持って来ますから、動かないでくださいね」

　ティアナは、慌てて棚から薬箱を取りだし、アランの元へ駆け寄る。赤黒く腫れあがり、肉が裂けた傷跡がとても痛々しい。ティアナはその手を、自分の膝にそっとのせるようにして、薬箱から出した消毒液を染み込ませたコットンでそっと撫でる。消毒液が少し沁みたのか、アランの肩がぴくっと跳ねた。

「ごめんなさい、沁みますけど少し我慢してくださいね」

「ああ、ごめん、ありがとう……」

　ティアナは手早く消毒を済ませてから、清潔なガーゼに自身で配合した薬草の塗り薬を垂らす。それを傷口を覆うようにして被せ、上から包帯で固定するようにして巻き上げた。

「これで大丈夫だと思います。後は寝る前までに少し冷やしましょう」

「ありがとう」

「今氷を持って来ますから」

「ああ、すまない……」

　ティアナが手当てをした傷口の上から、袋に入った氷を当て冷やす。そのままティアナとアランは、どちらも黙ったまま、お互いベッドの上に腰かけていた。

「……今日、護衛たちが帰って来た時は、心底驚いた」

　アランが静かに話し始める。

「あんなことがあった後なのに、どうしてだと聞くと、ティアナから、どうしても今日は一人にして欲しいと懇願されたって聞いたんだ」

「……はい……」

「でも護衛の一人が、昼間からティアナの様子がおかしかったって教えてくれた。街で男に声をかけられてから、なんだかひどく怯えているようだって…」

「……」

「それを聞いて俺、もう頭が真っ白になって。気づいたら王宮を飛び出していたんだ。どうしても…あの夜の傷だらけになったティアナの姿が頭から離れなくって……生きた心地がしなかった」

「アラン王子……」

　自分はなんてことをしてしまったのだろうとティアナは思った。確かにリックとの決別は自分だけのけじめだったかもしれない。でも、その我を通すことによって、これほどまでにアランを不安な気持ちにさせてしまったのだ。

　リックとの過去を知られることを恐れて、自分を許せないあまりに、アランの気持ちを考える余裕がなかったのは確かであった。でもそれは、アランを信じていないということになるのではないか。こんなにも誠実な愛情を向けてくれている人に、ティアナは恐怖を与えてしまったのだ。

「アラン王子……ごめんなさい。本当に…ごめんなさい」

　ティアナはただただアランを抱き締める。アランはそれに応えるかのようにして、傷のない方の腕をティアナの背中に回し、確かめるかのように強く強く抱き締めた。

　それからティアナは、これまでにあったリックとの過去をすべてアランに話した。初めて恋をしたこと、結婚を申し込まれ自分もリックを愛するようになったこと、次第にリックの心が離れ婚姻を破棄されたこと、それが自分の心に重い呪縛となって巣食っていたこと、その思いに決別するために一人リックと対峙すると決意したこと。アランはただ黙って、ティアナの話に耳を傾けてくれた。

「―――でも、そのためにアラン王子をこんなに不安にさせてしまいました。本当にごめんなさい……」

　ティアナはアランに心からの謝罪をした。

「そうだったのか……」

　アランはゆっくりと口を開く。

「ずいぶん前から、ティアナが何かを抱えていることを感じてはいたんだ。君が時折見せる、独りぼっちのような寂しそうな表情に、きっと何かあるんだろうって思ってはいた。でも、それをティアナが語りたがらないのならそれでもいいと思ってたんだ」

「……アラン王子…」

「俺はガキで…、ティアナと再会出来たことに舞い上がって、本当に大切なことに目を向けてあげられなかった。あんなに一緒にいたのに、ティアナの本当の心の傷には気づいてあげられなかったんだ」

「そんなこと……ッ」

「ティアナ、すまない。君を守るなんて大それたことを言ったはずなのに、結局君を本当の意味で守ってあげられなかった……」

「そんなことありませんッ！　私は、アラン王子がいてくれたから……っ」

　ティアナは、アランの腕にぎゅっとしがみ付く。

「あなたがいてくれたから、決心出来たんです…。前に進むために、過去とは決別して、新しい私を生きようって…ッ。あなたが、心にいてくれたから……；っ」

　ティアナの目から、大粒の涙が溢れる。

「ティアナ……」

「アラン王子……、私を強くしてくれてありがとう…。私に、希望をくれて……、愛してくれてありがとう……」

「ティア――――ッ！」

　ティアナはアランの唇に自らの唇を重ねる。突然のことにアランは驚き、目を閉じることも忘れていた。

「……心配ばかりかけてごめんなさい…」

　ティアナはそっと唇を離すと、アランの目を真っ直ぐに見てそうつぶやいた。

「……ははっ、本当にティアナは目が離せないな」

　アランは優しくティアナの髪を撫でる。

「笑ったり泣いたり、それでも困難に立ち向かっていく。ティアナは強い女性だ。ただ守られるだけじゃない。そんな君を心から尊敬するよ」

「アラン王子……」

「ティアナ、俺はきっと君を守れるだけの男になると誓うよ。身も心もすべて、君を傷つけるすべてのものから守れるような男に。ティアナ、君が俺の心にいてくれるから、俺はそう思えるんだ」

「アラン……王子…」

　二人は再び唇を重ねる。お互いを求め合うような、慈しみ合うようなキスだった。




　――――トサッ。




　そのまま二人はベッドに身を委ねる。アランはティアナの頬や髪を優しく撫でながら、深く舌を絡めた。ティアナもそれに応えるようにして、両手でアランの首に手を回し、唇を重ねる。

「……ティアナ、怖くないか…」

　アランはティアナの肌に触れる前に、そう尋ねた。あんなことがあった直後で、男に体を触れられるというのは、やはり恐怖心を感じるのではないかと心配になったのだ。

「……怖くないです。あなただから……」

　ティアナはそう言って、首を持ち上げて、アランの頬にキスをする。一気にアランの表情から余裕が消えていった。

「ティアナ……愛してる……」

　そう言ってアランは、ティアナの首筋にキスをしながら、ゆっくりと体を撫でた。

「……ンッ……あっ……」

　これまでにないほどの甘い声がティアナから漏れる。ただ触れられているだけなのに、アランがなぞったところが、じわじわと熱を持っていくのを感じる。

「ティアナ、腰上げて…」

　アランは丁寧にティアナのドレスを脱がせ、下着姿になったティアナを上から眺めた。少し恥ずかしそうに胸元を隠すティアナの姿に、自分の体温が上昇していくのを感じる。片手で自分のシャツを裾から持ち上げて脱ぎ、そのまま床に放った。

「ティアナ…綺麗だ……」

「あっ……んっ、アラン…王子……っ」

　お互いの素肌が触れ合うと、まるで一つに溶けてしまいそうなくらい熱く感じられる。

　アランはそのまま、ゆっくりとティアナの背中に手を回し、下着のホックをはずす。形の良い乳房が露わになり、先はピンク色に上気していた。アランは首元から胸にかけてキスを落としていく。まるで、愛しい愛しいと囁くような愛撫に、ティアナの全身が満たされていくようであった。

「んっ……ふぅ…っあッ…ンンッ」

「ティアナ……可愛い…ッもう…離したくないッ」

　アランはティアナの胸を口に含み、優しく甘噛みする。

「っやぁ……んッ…アラ…ンッおう…じぃ…ッッ」

　優しくも性急な刺激に、ティアナの下半身が疼く。

「こっち、すごい甘い香りがする…」

　そう言うとアランは、そっとティアナの下着の中に手を入れ、濡れそぼった入り口を優しく撫でる。

「ひやっあ…ッあ……らっ…めぇ…あンンッ」

　全身が跳ねるような刺激に、ティアナの嬌声は一層に甘いものとなった。その声にアランも理性が飛びそうになる。

「すごい濡れてる…ティアナ、きもちいい？」

「ンんッ…あッ……ッきも…ち…いいぃ…ッッ」

「―――ッッ」

　こんなにも素直なティアナは初めてだった。頬は真っ赤に染まって、瞳は憂いを帯びている。快感を抑えられず口元が緩んで、その姿があまりに妖艶すぎて、アランは一瞬眩暈がした。

「ティアナ……もっと感じて…ッ全部見せて……」

　アランはティアナの下着をずり下ろすと、その足の間に顔を埋めて、敏感になった入り口に舌を這わせる。

「―――んひゃぁあッ！　……あっ…ああッ！　ア…ラ…ッッひゃめぇ…ッそ…こ…きた…なっ……ンンッッ」

　アランはティアナの制止を聞かず、ぷっくりと充血する敏感な突起を強く吸った。

「―――――んあああッッ！　ひゃめぇ……ッッ」

　足の指先まで力が入るくらい、ティアナの体は敏感に反応する。背筋を伝って絶頂が体を一直線に貫くと、ティアナはぐったりとベッドに体を沈めた。

「んっ…はぁ…あっ…はあ…ッ」

　あまりの快感に呼吸をするのがやっとであった。

　アランはティアナのソコから顔を離し、口の端を伝う愛液を指で拭って舐めとった。

「は…あ、すごく甘い……空っぽになるまで飲み干してしまいそう」

「んっ……、アラン…王子……、私…もぅ……ッ」

「はあ、はあ…、俺も限界……ティアナ、挿れていい……？」

「ン……ッは…い……ッき…て……ッ」

　アランのそれはビクビクと脈打って、はち切れんばかりに硬直していた。少し慣らすようにしてティアナの入り口を数回擦った後、アランは、挿れるよと囁いて、ゆっくりとティアナの中に侵入してきた。

「ふぅっ―――――ッッ！　ンッ――――……ッッ」

　まるで自分の中が押し広げられていくような感覚に、ティアナの呼吸は一瞬詰まる。

「はっ…、キッツ……っ」

　アランのソレが、ティアナの内壁にぎちぎちと締め付けられる。

「は……ッ…くッ…ティ…アナ…っつらく…ない…？」

「んっ…ッは…いッ…ッん…ッ」

「ごめ…、ゆっくり、してあげたいんだ…けど…くッ…」

　アランの意思に反して、腰が勝手に揺さぶられる。ティアナの奥へ奥へと飲み込まれていくように進み、行き止まりにぶつかる。

「ひぁうッ―――ッ…ンッ…あッ…はぁ…そ、こぉ…ッッ」

　ティアナが切ない声を上げる。

「ん…ここ…？」

　トントンと優しく奥の壁をノックするようにしてアランが腰を入れる。そのたびに、ヘソの下辺りがズクズクとうねって、アラン自身を締め付けているのが自分でもわかった。

「ティアナのここ…、俺に必死にしがみついて…離さないよ」

「んっ…はぁ…ッッ…んっ」

「ナカとろとろで、熱い……ッ溶けそうだ……」

「あっ…ん……ッッ…んあっ…ふぅ…ッ」

「は…あっ…くッ……ッやべ…腰……止まらね……ッッ」

　次第にアランのリズムが速くなってくる。上を擦りあげるようにして上下していた腰は、今はティアナに打ち付けるかのように激しくなってきた。

「ひっ…ィんッッ…ふぁッッ…ンアッ…やッ……はげ…し…ィッッ」

「ごめ…ティアナ…、も…ちょっと…ッ我慢…して……ッッ」

　ティアナの両足を掴んで、アランは下唇を噛み締めながら腰を打ち付ける。あまりに力が入っているために、手当てした包帯に血が滲みだす。

「あッ…くッ…ティアナ…俺…もう……ッッ」

　ナカのモノがぐぐっと膨れ上がるのを感じる。

「あっ…ンンッッ…わた…し…も、んあッ…ッひやぁ…ッん」

「ティアナ……ッ」

　アランはそのままティアナに覆いかぶさり、指を絡めて両手をつないだ。貪るように唇を重ね、舌を絡ませる。一層アランの動きが早くなった。

「は…あ…ッ、ティア…ナ……ッイ…く……ッ」

「あッ…あんッ…んぁッッ……ア、ラン……ッッ、い…しょ…にィ…ッッ」

「ティアナ……ッ、は…あッ………くぅッッッ！」

「んあッッ―――――……ッッッ！」

　アランがティアナの手を強く握り締めた瞬間に、ナカで熱が弾ける。体の奥深くで爆ぜたアランの熱が、全身を痺れさせた。

「はあ…はあ…、ティアナ…大丈夫か……？」

「んっ……ッはい……、平気…です……ッ」

　二人は再び見つめ合い、キスを交わす。初めて繋がれた二人の体は、もう境目がないかのように思えるほど、一つに重なり合っていた。互いの体温を感じ合うのが、こんなにも幸福なことだとは知らなかった。

　お互いを求め合い、心ごと包まれるその感触は、生きている実感を感じられる。ティアナは、自分はアランと出会うために生まれてきたのではないかと本気で思った。そしてまたアランも、自分の人生はティアナに出会うために用意されたものなのだと思う。響き合う自分の半身を見つけられた二人は、そのまま堅く手を結んだまま、眠りについた。

　もう決して離れることはないと誓った二人には、想像すら出来なかった。

　運命の半身が別々の道を行くことなど、あってはならないはずであった――――。







第八章　愛故の別れ




　ティアナとアランが初めてともに過ごした夜が明けた。カーテンの隙間からこぼれる朝日に照らされて、ティアナは目を覚ました。

「……んっ……」

　ゆっくり目を開けると、目の前にはアランがいて、じっとティアナの寝顔を見つめていた。

「おはよ…」

「おはよう…ございます」

　目が合うと二人は微笑みあう。

「体、つらくない？」

　アランがティアナの肩をさするようにして気にかける。

「はい…大丈夫です」

「よかった…。おいで…」

　アランは両手を広げて、ティアナを迎え入れる。ティアナも、素直にアランの胸に耳を寄せた。すぐにアランの手がティアナを包み込む。まだうっすら残るあのコロンの香りに交じって、アラン自身の匂いもした。

「アラン王子って、太陽みたいな匂いがするんですね…」

「え？　太陽の匂い？」

「そう、太陽のあったかい光をたくさん浴びた匂い。干したての毛布とか、春の日の土とか…。太陽の光を一杯吸収してキラキラした匂いがするんですよ」

「そうなんだ…自分じゃわからなかった」

「ふふっ、健康的でのびやかな匂いですよ」

「ならよかった。ティアナは、甘い花のような香りだ」

　アランは、ティアナの髪の匂いを胸いっぱいに吸い込む。

「前もそう言ってましたね」

「うん。あの庭園で香る匂いと同じだ。色んな花の匂いがする」

「毎日花に囲まれているから…」

「そうだな。……はあ、幸せだ…」

　アランはティアナを胸に引き寄せ抱き締める。

「はい……、私も…幸せです……」

　耳元でアランの鼓動が聞こえる。アランの体の形に添うようにして身を寄せていると、まるでこの世に自分たちしかいないような感覚になる。こんな幸福感に包まれたことは今までになかった。気恥ずかしくなるほどの幸福だった。

「…はあ、ずっとこうしていたのに、もう朝が来ちゃったね」

　わざとらしいほど子供っぽい声を出してふざけながら、アランがティアナのつむじに顎を乗せる。

「ふふっ、そうですね。今日は午前中から授業がありますし、もう少ししたら準備しませんと…」

　突然駄々をこねるように、アランが「やだやだ」とティアナを抱き締めながら揺さぶる。あまりの甘えん坊加減に、ティアナは思わず吹き出してしまった。

「もう、子供じゃないんですから、ワガママおっしゃらないでください。大切なお仕事なんですから」

「…ちぇーっ、ティアナは真面目だからなー。たまにはサボったっていいのに…」

「ダメに決まってますよ！　大事な学生たちが待っているんですから」

「学生のために俺のこと置いて行っちゃうんだ…」

　アランが口元をすぼめるようにして拗ねて見せる。

「そういうことでは…、もう、困らせないでください」

「あー、昨日怪我したところが急に痛み出したー…ッ」

「えええっ！　だ、大丈夫ですかッ!?　そういえば、あの後ちゃんと冷やせなかったから……」

「そうだよ。ティアナがあんまりにも可愛くってそれどころじゃなくなっちゃったからね」

　アランは意味あり気にティアナを見つめ、ニヤっと口元だけで笑う。その表情で、昨夜の情欲なシーンがティアナの脳裏に次々とリプレイされた。

「――――……ッッッ！」

　あまりに刺激的でリアルな記憶に、ティアナの顔は一気に真っ赤になる。

「あれ？　ティアナ、顔が真っ赤だよ？　何を思い出してるの？　いやらしー」

「そっ、そんなこと…ッッ！　アラン王子が、変なこと言うからです！」

　ティアナは真っ赤になった顔を見せまいと、両手で顔を覆った。

「俺は本当のことを言っただけだよ？　可愛かったなー、昨日のティアナのあの――…」

「わあ―――ッッ！　わざわざ言わなくていいです――！」

「ハハハッ！　そんなに慌てることないだろう」

「もうっ！　アラン王子イジワルです！」

「仕方ないだろ？　ティアナが可愛くてたまらないんだから」

　わざとアランがそうしているのはティアナにも分かった。こうしてくだらないことで笑い合えていることが、何よりも二人の気持ちが通い合っている証拠であった。本気でない言葉や態度を見せて、くすくすと笑い合う。初めて一夜を共に過ごした男女が誰でもそうするように、ティアナとアランもそんな甘やかな会話を互いに舌の上で転がしていた。

「あ、でもそろそろ本当に準備をしないと…。アラン王子も、一度王宮にお戻りになった方がいいんじゃないですか？」

「そうだな…。昨日慌てて家を飛び出して来ちゃったし、一度帰るよ」

「じゃー良ければ、浴室使って下さい。アラン王子の王宮の浴室とは比べられないほど、狭くて小さいですけれど…それでもよろしければ…」

　ティアナは申し訳なさそうに奥にある浴室に視線を流した。

「……ふーん、こんな状況で風呂に誘うなんて、ティアナって結構積極的なんだな」

「………？」

　アランの言葉の意図が分からず、首を傾げるティアナ。

「まあ時間もないみたいだし、一緒に入る方が効率いいもんね」

　満面の笑みを浮かべるアランに、ティアナもその言葉の意味に気づく。

「な…ッ!?　ちがっ…お風呂は別々に……ッッ！」

「じゃー体の隅々まで綺麗にしてあげましょうね、お姫様っ」

「キャッッ！」

　アランはベッドシーツごと軽々とティアナをお姫様抱っこして立ち上がる。

「おっ降ろしてください！　自分で歩けますから！」

「だーめっ。足がふらついて倒れたりしたら大変だし」

「本当に平気ですから…っ。それに、その…」

「ん？　なに？」

「あっ…は、恥ずかしいんです…。お、重い…から…っ」

「ハハッ、ティアナは全然重くないよ！　むしろ軽すぎて心配になるくらい」

　アランはそう言って、ティアナのおでこに軽いキスを落とす。

「それに、ティアナは覚えてないかもしれないけど、こうして抱いて運ぶのは、初めてじゃないんだ」

「ええっ!?　そ、そんな、なんで？」

「この前、街で襲われた時に、気を失ってしまっただろ？　あの時も、ティアナを運んだのは俺だもん」

「あ…っ、そうだったんですね…。私、安心して気を失ってしまったから…。すみません、ご迷惑ばかりかけて…」

「そんなこと気にすることないよ。まあ、あの時はどちらかと言うと、俺がティアナを誰にも触らせなかったんだし」

　そういえば、メイド長のイライザがそんなことを言っていたと、ティアナは思い出した。王宮に着いてからもアランは、医者にすらティアナを触らせなかったと言っていたはずだ。

「だからティアナは、安心して身を委ねてくれていればいいよ」

「は…はい…」

　アランが美男子なのは初めから分かっていたことであるが、こうして胸の中に納まりながら、見上げるようにしてみるアランの顔は、また違った色気があった。顎のラインや耳の形を、こんな近くで見つめていられるなんて、自分はとんでもなく贅沢なことをしているのではないかと、ティアナは思う。

「さあ、お風呂っお風呂っ！」

「はッ！　そ、それは嫌ぁッ！」

「もう遅―い！」

「ひゃああああ――っ」

　うっかりアランの横顔に見とれていたら、あっという間に浴室の中に一緒に入られてしまった。

「アラン王子っ、本当にうちの浴室は狭いんです…！　二人でなんて絶対無理ですっ」

「大丈夫だって、こうやって湯船に入って、俺がティアナを抱えるようにしておけばいいんだから」

　アランは脱衣所にシーツを置き、浴室内の扉を開けると、手早く溜められていた湯をティアナの体にかけ、そのまま自分の膝の間にティアナを抱え込むようにして湯船に浸かった。

「これじゃー足も伸ばせませんし、身動き取れないじゃないですか」

「いいんだよ、ティアナは俺が洗ってあげるんだから」

「えええっ!?　そ、そんな、ダメです！　自分で出来ますからっ」

　そう言っていつの間にかアランは、手にしていた石鹸を泡立てる。

「これ、いい香りの石鹸だね。もしかして、これもティアナの作ってるハーブとか花が使われているの？」

　アランは、手にしている石鹸の香りをくんくんと嗅いで、ティアナに尋ねる。

「ああ…はい、それは私の温室で作ってる石鹸です。花の蜜が使われていて、肌にもやさしいんですよ」

　こんな状況でも、自分の育てた花の話には、思わず生真面目に回答してしまうティアナの性格を、アランはよく知っている。

「へぇ、じゃー安心して敏感なところにも使えるね」

「えっ……ひゃぁッ！」

　アランは、よく泡立てた石鹸の泡を、そのままティアナの両胸の突起に擦り付ける。フワフワとした泡の感触に交じって、アランの指先が、ティアナの乳輪を円を描くようにして優しく刺激する。

「ア…アラン…王子ぃ…やめ……っ」

「んー？　俺はティアナを洗ってあげてるだけだよー？」

　見ていなくても、耳元でアランが意地悪く笑っているのが、容易に想像出来た。

「だ…めっ……ッじ…かん…ないって………あンッ」

　アランの片方の手は、いつの間にかティアナの足の間に滑り込まされる。

「あれ？　ティアナ、このヌルヌルしたのなに？　まだここには石鹸つけてないよ？」

「あっ…はッ…ンンッ……やぁ…ンあッ」

　アランの指がいやらしくティアナの入り口を上下する。

「俺は体を洗ってあげてるだけなのに、こんなになっちゃったの？　ティアナはエッチだね…」

「ちが……ッひゃぁあ……ッッ」

　ゆっくりアランの指がティアナの中に入ってくる。

「もうこんなに中をヒクつかせて…。昨日まで処女だったのがウソみたい…」

「あっ…ああンッッ…らめッ…ッンン」

「なにが？　ダメ？」

「な…かぁッ……ンンッ…あぁ…ッ」

「ティアナ、こっち向いて…」

　ぐっと脇を持ち上げられるようにしてティアナは回転させられ、アランと向かい合う態勢になった。

「何がだめなの？」

「あっ…な…なか…ッその…」

　突然真っ直ぐな目で見つめられ、思わず目を逸らすティアナ。しかし、アランに腰を両手でがっちり掴まれていて身動きが取れない。

「中がなに？」




　――――……ツプッ。




「ンあッッ――――！」

　アランは中指と薬指をゆっくりとティアナの中に差し入れる。もうお湯に溶け切らないほどの愛液が、ティアナの入り口周辺には溢れていて、指の根元までが簡単にティアナの中に埋まってしまう。

「こんな奥まで入って、でも中はギチギチに俺の指締め付けてる」

「ンンッ…ンッふぅ…ひゃッ…ああッッ」

　中で指の腹をゆするようにすると、ティアナは勢い良く腰を逸らした。それをアランは、もう片方の腰を掴んでいる手にぐっと力を入れて制止する。

「ダメ、逃げちゃダメ。どうして欲しいか言って」

「あっ…やぁ…あら…ん…ッッいじ……わるぅ……ッ」

　恥ずかしくも甘い嬌声が浴室内に響き渡る。自分の口から漏れる声が、何倍にもなって自分の耳に返ってくるようで、それがティアナの羞恥心を益々刺激する。

「も…ッンン……ら…めッ……ンあッ…な…かッ…あつ……ッ」

「入れて欲しい？」

「ンッ……あっ……う……んっ」

「じゃーティアナ、今度は自分で入れて…」

「そ…ッ…む…りぃ……ッ…ンッ」

「大丈夫、支えててあげるから。ほら、そのまま腰降ろして」

　少し視線を下げると、もうアランのソレは真上を向くほどに滾たぎっていた。

「んッ…はず…かし…ッ……ッ」

「だめ、視線逸らさないで。俺を見て」

　アランも息が上がって切なそうな表情を浮かべている。余裕のないその表情がティアナを一身に受け止めようとしていた。

「あっ…ンンッ…くぅ…ッ」

「そう…ッ、ゆっくり…ッッ」

　ティアナの入り口に、アランの熱いモノがコツっと当たったのが分かると、そのままズブブと奥まで腰が沈められた。

「ンアアアッッ――――……ッ」

「くっ…、キッツ……」

　アランはあまりの締め付けに顔をしかめる。最初の時よりはスムーズに中に入ったと思ったソレは、ティアナの内壁でぎっちりとホールドされ、中のうねりすらしっかり伝わってくる。

「ティ…アナ、ゆっくり呼吸して…」

「はッ…ひゅ…ぅ…ッン……ひゅっ……ッ」

　ティアナは必死にアランにしがみ付く。前側の下腹部が圧迫されているようで、上手く息が出来ない。

「ティアナ…ッ」

「んひゃぁッ…ッあ…ッンッああッ…ッ」

　アランはティアナの腰を掴んで、奥へ揺さぶる。ほとんど腰を上下せずに、前後に擦りつけるようにするから、ティアナの奥が否応なしに掻き回される。

「ひゃッ…あっ…らめぇ…ッッああ…ッ」

「ティアナ…、きもちいい…ッ」

　おもむろに、アランがティアナの入り口に手を伸ばし、充血しきって膨れた突起を親指の腹で弄る。

「はあッッ――――ッッ！」

　あまりの快感に、天を仰ぐようにのけぞるティアナ。それでもアランの手は、ティアナの腰をしっかりと掴んで離さない。アランが腰を揺さぶって奥を突くたびに、湯船の水は大きく波を作り、パシャパシャと跳ねる。

「ティアナ…ッ可愛い……ッこんなに、締め付けて…ッ」

「あッ…やッ…ンああッ…ひゃ…ッん…奥ぅ…ッぐ…りぃ…っぐりぃ…らめぇ…ッッあぁ…ッッ」

「ここ…ッすごく堅い…ッ感じてるの…ッ？」

「ンッ…ひゃぁ…ッわか…なぁ…ひぃッ…ンンッ」

「すごッ…また…ッ締まった…ッ」

　アランが親指をクリクリと擦りつける。まるでそこに血液が集中しているかのように熱くなった。

「ああッ―――ッッひぃ……ッああッ…そ…こぉ…ッひっ…かい…ッちゃぁ…ッ」

「……ッく…イくよ……ッティアナ……ッ」

「ああッ…はぁ…ンっく…ああッ…んあッ」

「―――――ッくぅ……ッ！」

「ンンンンンッッ――――ッッ！」

　ティアナの中に熱い飛沫が放たれる。ドクドクと脈を打つアランは、奥へ奥へと注ぎ込むように、何度もティアナの腰を自分に引き寄せる。

「はぁ…あっ…はっ…んっ」

「はっ…ッ…ティアナ…ッ」

「んっ…ンッ」

　引き寄せられるままに唇が重なる。汗も唾液もドロドロで、もうどちらのものなのか分からない。

「ティアナ…好きだよ…ッ」

「んッ…アラン…王子ぃ…ッ」

「ティアナも…好きって…言って…ッ」

「ンンッ………すき……です…ッ」

　アランは、ティアナの真っ赤に蕩けた顔を見て優しく微笑むと、もう一度キスをする。深く深く、求め合うようなキス。このまま溶けて、ひとつになってしまうような時間が、いつまでもいつまでも二人を包み込んでいた。










「ティアナ君、今日は珍しく遅刻したんだってね。色々大変なことがあったばかりだし、体調が優れないようなら無理せず休暇を取っても構わないんだよ」

　学園長のエドワードが、職員室でのティアナに声をかけた。結局ティアナはその日、午前中の授業に間に合わず、教員になってから初めての遅刻をした。

「だ、大丈夫です！　少し休んだら回復しましたので、本当にご心配かけましてすみませんでしたっ！」

　エドワードの言葉で、今朝の浴室での場面が脳裏に浮かび、ティアナは慌てて釈明の言葉を並べた。思い浮かべるだけで、顔が上気して耳まで熱くなる。あんなに夢中になって快感に溺れた自分は、アランの目にどう映っていたのかと思うと、ティアナは居た堪れない気持ちになるのだ。




　――――ガラッ。




　その時、勢いよく職員室の扉が開かれ、どやどやと複数の人が中に入ってきた。

「こ、これはジョルド国王陛下！　なぜこちらにッ!?」

「えっ…」

　エドワードの言葉に、ティアナの体は硬直する。

「申し訳ありません。突然学園前においでになられまして、すぐに学園長を呼ぶとお伝えしたのですが…」

　ここまでの道案内をしたであろう教員がおろおろと言葉を連ねる。

「ご連絡いただければ、こちらから出向くことも出来ましたのに…。ジョルド国王、今日は一体……」

「すまんなエドワード。私も急ぎの用で来させてもらった。ここではなんだから、応接室に通してもらえないか？」

　いつになく性急なジョルドの物言いに、エドワードが少し背筋を正す。

「わ、分かりました。ご案内いたします」

　エドワードは、数人の教員にジョルドの応接室への案内を頼み、ティアナに来客用のお茶を淹れて来るように指示を出す。ティアナも、言葉少なく頷き、給湯室へと急いだ。










「……失礼いたします」

　応接室にお茶を持って向かうと、ジョルドとエドワードが神妙な面持ちで向かい合っていた。室内に重い空気が流れ、ティアナの肌にすらそのピリっとした感触が伝わってくるようであった。

「……エドワード、私が聞いた話は事実なのか？」

「………」

「君には定期的な報告を頼んでいたはずだが、それではあれはすべて嘘ということになるな」

「そ、そういうわけでは……」

「では、なぜあのような話が舞い込んでくるのだ？」

「……」

「我が息子アランが、この学園の教員に求婚したというのは、本当なのか？」




　――――ガチャンッ。




　ティアナの手が滑り、テーブルに置こうとしたティーカップが音を立てる。手先の感覚がスーッと抜けていくのを感じた。

　ジョルドは、そんなティアナの顔を見て、一瞬息を詰まらせたような表情を見せた後、ゆっくりと深呼吸をしてからエドワードに向き直る。

「……エドワード。……こちらの方は？」

　ドクンッとティアナの心臓が脈を打つ。

「は、はい……。我が学園の教員、ティアナ・ローズ・エヴァンスでございます…」

　エドワードは、一瞬口ごもったが、もう誤魔化せないといった表情で、ティアナの名を口にする。

「……そうか…。エヴァンスさん…と呼ばせてもらっても？」

「……はい、ジョルド国王陛下。ティアナ・ローズ・エヴァンスと申します」

　ティアナはジョルドに向き直り、スカートの裾を両手で少したくし上げるようにして、頭を下げる。

「エヴァンスさん、うちの息子のことはご存知かね？」

「………はい…。アラン・リンゼン・バーキン王子でございますね…」

「そうだ。今この学園に、妃候補を探すために通っているはずだ」

「……はい……」

　ティアナの喉が焼けるように熱くなる。それなのに、足先は凍えるように冷たくなっているのが伝わってくる。

「……最近、その息子がこの学園の教員に求婚したという話を耳にしてね。君は、何か知らないかね？」

「…………」

　真っ直ぐにティアナに注がれたジョルドの視線は、国王としてのものでもあり、そして父親としてのものでもあった。その視線にティアナは少し安心した。こんな状況下で、ほっとした自分を感じ、本当に自分がアランを愛しているんだと確信するような心持になったのだ。そして、それと同時に、ジョルドに嘘をつくことは出来ないと、一度目を閉じ、ティアナも一人の女性として、真摯にジョルドに向き合った。

「……はい。求婚されたという教員は、私です……」

　エドワードが小さく困惑のため息を漏らす。それに次いで、ジョルドが小さく「そうか…」とつぶやいた後、しばらくの沈黙が流れた。

「エドワード、申し訳ないが、エヴァンスさんと二人だけにしてもらえるか？」

「えっ！　…でも、それは……」

「学園長、私からもお願いいたします……」

　一瞬何か言葉を付け加えようとしたエドワードだったが、ティアナの心を決めた表情を見て、その言葉を飲み込む。

「……わかりました。部屋の外におりますので、何かあればいつでもお声がけください」

　そう言ってエドワードは応接室から出た。それと同時に、ジョルドに促され、ティアナは向かいの席に腰かけた。

「エヴァンスさん、改めて確認させてもらうが、本当に君がアランの求婚相手なんだね？」

「…はい。間違いありません…」

「君は、アランがこの国の次期国王になるというのは、理解しているんだね」

「…もちろんでございます……」

「そうか……。聞いた話では、アランは妃探しどころか、毎日君にくっついて回っていたそうだが、それも事実なのか？」

「……アラン王子が、よく私の授業や庭園にいらしていたのは、事実です」

「……ふむ…。バーキン家が先祖代々この学園から妃を選び、王宮に迎えてきたのは、知っているんであろう？」

「はい……。私はこの学園の卒業生でもありますので、古くからバーキン家とこの学園が深く結びついておられることも、存じ上げております…」

「……君は、教員としてここで働いて何年だね？」

「…かれこれ、十年近くなります…」

「そうか…。エドワードからも君の評判は聞いていたんだよ。なんでも、この学園の仕事以外にも研究機関に身を置いているとか」

「はい…。光栄なことに…」

　静かに向かい合うジョルドとティアナ。この時、ティアナも何を話せばいいのか、どう語ればいいのかなんて、分かってはいなかった。ただ、ジョルドの見せた、子を心配する親の視線には、誠心誠意応えなければいけないと思っていた。

「君は……アランからの求婚を受けたのかね？」

「…………」

　核心を突く問いであった。

「………お受け…しておりません……」

「……そうか」

「ただ……」

「……」

「………私も……アラン王子を、愛しています」

　嘘はつけないと思った。何より、この気持ちにティアナは嘘をつきたくなかったのだ。

「―――それは、アランと結婚するという意味かね？」

　ジョルドの視線が鋭くなる。

「……」

「エヴァンスさん、君はこの学園の教員だ。学生じゃない。確かに私からの依頼で、学園の学生全員が妃候補の対象となる取り決めにはなったが、そこに教員は含まれていないんだよ」

「……」

「国を担う人間として、結婚もまた政策の一部なんだ。アランにとっての妃選びとは、ただのお嫁さん探しとは違う。それは君だって十分理解しているはずだろう」

「……」

「それにアランはまだ若い。二十歳になったばかりで碌ろくに女性との交際経験もない。だからこそ、私はこの学園の学生の中から妃を決めたいと思ったんだ。この学園の学生であれば、由緒正しい生まれで家柄や身分なども保証されている。いち王国の王子が結婚するとなれば、それ相応の相手でなければ勤まらない」

「……はい……」

「エヴァンスさん、あなたを責めているわけではないんだ。ただ、やはりこの二人の結婚を私が許すわけにはいかないんだ。これは、アランだけの問題じゃない。私の問題でもあり、この国全体の問題でもあるんだよ」

　ジョルドの言葉が、ティアナに重くのしかかる。すべて分かっていたはずのことなのに、いざ目の前に連なる現実に、眩暈がしてくる思いだった。

「アランの妃になるということは、国の繁栄のために尽くせる、子孫を残し、夫である時期国王を支えられる、そんな力と品位を持った女性でなければならない。これは、どうしても変えられない事実なんだ」

「……」

「……それに、アランはまだ子供なんだ。強がってはいるが、中身はいまだに十代の時のまま、打たれ弱く寂しがり屋だ。エヴァンスさんも、気づいていただろう？　こんなことは言いたくないのだがね、アランも年頃になって、少し年上のあなたのような聡明な女性に惹かれる時期になったんだ。でも、もし二人が結婚をして、アランが本当に大人になった時に、若く初々しい女性が目の前に現れたら？　その時に心変わりがないなんて言い切れないであろう？　そうなったら、傷つくのはエヴァンスさん、あなたなんだ。私は、あなたにそんな思いをして欲しくない」

　ティアナの頭の中で、何度も何度も「わかっていた」と声が聞こえる。そうだ、ジョルドが言っているのは、つい数週間前まで、自分が思っていたことなのだ。アランと、一国の王子との結婚なんて有り得ない。そんなこと出来る訳がない。分かっていたはずなのに、心に愛が生まれてしまった。アランを愛してしまった。

「……ジョルド国王陛下。おっしゃる通りだと思います。私も、アラン王子との結婚なんて、出来るわけがないと、ずっと思っておりました」

「うん……分かってくれるか？」

「………でも、それでも国王陛下。私の心の中には、アラン王子がいるんです。初めて私に愛を教えてくれた。それはアラン王子なんです……」

　ティアナの目から大粒の涙が溢れる。どうしても手放せないこの思いを、まるで代弁するかのように、その涙は止めどなくティアナの頬を伝った。

「…………………」

　ジョルドはしばらく黙ったまま、少し視線を下げる。険しい表情のまま、うつむいていたジョルドが、ゆっくりと口を開いた。

「………もうしばらく、息子の笑った顔など見ていなかったんだ」

　予想外の切り口に、ティアナは視線を凝らす。

「……私はこの通り仕事が忙しくてね、きっと父親らしいことなど、まともにアランにしてやったことはないに等しいくらいなんだ。さっきあの子はまだ子供だと言ったが、それでも聞き分けが良すぎるくらいの子なんだ。不満もあるだろうに、私に反抗したり刃向って来たこともなく、勉強にも励んでくれた」

「……はい。わかります…」

「それでも、仕事がどんどん忙しくなって、息子と過ごせる時間もどんどん減っていって、いつしか顔を合わせるのは月に、ほんの数回程度にまでなってしまった。その頃には、アランが笑っている顔など見ることもなくなってね。そんな時に、世界中を騒がせる奇病が流行して、私はますますアランと顔を合わせることがなくなっていったんだ」

「……」

「それでも、最近、王宮の従者たちが言うんだ。アランがよく笑ってるって。毎日楽しそうに駆け回って、後を付いて回るのが大変なほどだと言うじゃないか。何があったんだろうって、私も気になっててな……」

「……」

「やっと理由が分かったんだよ。エヴァンスさん、あなたに出会ってからなんだ。アランがまた笑顔を取り戻しだしたのは」

「……私…が…？」

「エヴァンスさん、私はね、本当にあなたに感謝しているんだ。あのアランが、私の息子になってしまったばっかりに、笑顔をなくしてしまったアランが、また笑えるようになったと聞いて、本当に嬉しかった。父親として心からのお礼を言うよ」

「そんな…私なんか何も…」

「……本当は、私も君とアランの結婚を認めてあげたいんだ。息子が、アランが心から愛した人なら、それが一番じゃないかと思うんだ」

「……」

「………でも、アランはこの国の王子なんだ。その事実はどうしても変えられない。だからこそ、父親として、せめて将来、アランが国王として立派に国を治められるような、確実な相手を妃として定めなければならない。それが、唯一私がアランにしてやれる、最後の親としての役割なんだ―――……」

「………」

「エヴァンスさん、この通りだ。頼む。……息子のことを諦めてはくれないか」

　ジョルドはティアナに深々と頭を下げる。

「……ジョルド国王……」

「私は恨まれてもいい。あなたにも本当に酷なことを言っていると思う。それでも、このゼネス＝レヴィア王国の王子として生まれてしまったアランのために、私が出来ることはしてやりたい。この通り、何度でも頭を下げよう。申し訳ない。申し訳ない。あなたの、息子に対する愛情に漬け込むようなことをして、本当に申し訳ない。でも……それでも、お願いだ……。もし本当に、本当に息子を愛してくれているのであれば………どうか、どうか息子のことを諦めて欲しい………」

　ジョルドは、頼む、頼む、と何度も頭を下げ、ティアナに懇願する。その姿は、国王でも何でもない、ただの息子を思う父親の姿だと、ティアナはぼんやり思った。そして、そんな風に父親に愛されたアランを誇らしく思う。以前にアランが語った、寂しさや孤独に打ちひしがれていた少年時代の彼に、もう安心していいんだよと、声をかけてあげたくなった。アランはこんなにも父親から愛されているのだ。こんな人がお父さんなら、きっと大丈夫だと、ティアナの中で声が聞こえた。

「――――わかりました」

「………エヴァンスさん……？」

　ティアナは、顔を上げたジョルドに微笑みかける。

「ジョルド国王の……お父様のお気持ち、痛いほどわかりました……。ご安心ください……もう二度と、アラン王子とお会いしないとお約束いたします……」

「……エヴァンスさん――……。すまない、すまない……」

「もう、そんなに謝らないでください…。お父様は、アラン王子の幸せを一番に考えてくださってます。その気持ちは、私も同じですから……。もちろん、今日の事もアラン王子には内密にいたします……。どうか、どうか幸せに……良いお相手が見つかりますように……」

　ジョルドはティアナの手を握り、何度も感謝の言葉を口にした。決して息子を不幸にすることはないと約束する、あなたの気持ちは無駄にはしないと、約束してくれた。ティアナにとってそれは、十分すぎるくらいのモノであった。










「ティアナー、いるー？」

「あ、アラン王子っ！」

　ジョルド訪問から数日後、学園内でティアナを見かけることが極端に少なくなった。アランはこの日、直接職員室を訪れる。そんなアランを出迎えたのは、学園長のエドワードであった。

「アラン王子、ティアナ君は今、ラボの方の仕事が立て込んでいるようで、しばらくは学園の方に顔を出せないと連絡が入っておりまして…」

「…ふーん…」

　もちろん、これは嘘であった。ジョルドとの約束後、ティアナとエドワードの元でも話し合いが行われ、ティアナは一時的に学園での授業を休止し、ラボの仕事と庭園での仕事のみを行うこととなった。これは、アラン王子との接触を防ぐためのもので、もちろんその事実はアランには伝えられていない。

「エドワード、そのラボの仕事っていつまでかかる予定なの？」

「えっと…私の方ではそこまで把握できておりませんで……ッ」

「ふーん、そうなんだ…」

　その後、一週間、二週間が経っても、ティアナがアランの前に姿を見せることはなかった。しびれを切らしたアランは、ティアナに連絡を寄こすようにとエドワードを通して伝えたが、その返事がくることもなく、月日は過ぎていった。










「エヴァンスさん、今日は夜、ラボに泊まらないんですか？」

「ええ、今日は一度学園に戻って、庭園と温室の整理と経過観察をしてこないと…。最近こちらばかりにお世話になってましたから、たぶん一日掛かりになると思います」

「大変ですよねティアナさんも。あの聖ネヘレクオシス女学園の教員と、研究ラボの二足のわらじなんて」

　この数週間、ティアナはラボの仮眠室を利用して寝泊まりをしていた。学生やアランが学園から帰った後に一度学園に戻り、庭園の世話をしてはラボに戻って就寝というのが、最近の流れになっていた。

「でも、あんまり根を詰め過ぎると体に毒ですよ？　昨日も遅くまでラボで作業してたんですよね？」

「あ、ええまあ…、ちょっと気になることがあって調べものをしてて…」

「それだけ研究熱心だってことですなー」

「あははっ……。それでは、お先に失礼します。また明朝に戻りますので」

「エヴァンスさん、お疲れ様でした！」

「お疲れ様でーす！」

　ラボの研究員たちは快くティアナを送り出す。ティアナはそのまま、学園に戻り、夜通し庭園と温室の世話をするつもりだったので、納屋には戻らず、直接庭園の方へと足を運んだ。

「なかなかじっくり世話をしてあげられなかったから、結構雑草が増えてしまったわね…」

　夜間でも作業が出来るよう取り付けられている屋外照明器に明かりを灯して、ティアナはさっそく雑草の切除から取り掛かった。水やりや肥料の散布は怠っていなかったが、時間のかかる雑草取りには、時間が限られているティアナには、なかなか着手出来ない作業であった。

「ごめんなさいね…。なかなかあなたたちに会いに来れなくて…」

　意図せず発した、花たちへの言葉であったのだが、ティアナの脳裏には一人の青年の顔がふっと浮かんだ。

「……」

　思わずティアナの手が止まる。それでもティアナは、これは自分が決めたことなのだと思い直し、浮かんだその顔を振り払うかのように首を横に振った。

「ダメね……。もう何週間も経つのに…。こんなんじゃ先が思いやられるわ…」

　花たちに語りかけていると、幾分気持ちが軽くなるような気がする。落ち込んだ時、いつも花たちに助けられてきたティアナは、自分は元の生活に戻るだけなのだと言い聞かせるように、せっせと雑草の処理に精を出す。こういう時は、何かに夢中になっている方がいいのだ。忙しい方が、時間が早く過ぎる。この心にズンと沈んでいる澱おりは、たっぷり時間をかけて浄化していくしかないのだ。

「そうよね……、あなたたちだって、昨日今日でこんなに綺麗な花を咲かせたわけじゃないんですものね……。たくさんの時間と手間をかけて、丁寧に…。人の心も同じなのかもしれない…」

　ティアナは自身に言い聞かせるようにしてつぶやく。人工的な屋外照明の明かりは、あまりにもはっきりとティアナの影を濃く映した。感傷的になり過ぎては良くないと、ティアナはその影を見ないように、見ないようにと、花ばかりに視線を集めようとつとめた――――。










「よ…しっ、これくらいで大丈夫かな…」

　庭園での作業は深夜を回るまで続けられた。すっかり整備された庭園を見渡して、ティアナは少し呼吸が整うような心持になる。

「次は温室の方を見て来なくちゃ」

　泥だらけになったツナギを軽く払って、ティアナは温室へと向かう。




　――――ガチャ。




　温室の扉を開けると、湿気を含んだ温かい空気がティアナの顔を包んだ。室内に明かりを付け、各薬草ごとに分けられたレーンの間をゆっくり歩く。軽く流し見るようにしたところ、特に目立った異常がなかったことに安堵する。

「とりあえずは大丈夫そうね…。それじゃ、始めますか…」

　記録用のファイルを手に取って、ティアナは一番奥のレーンから薬草の観察を始める。葉の葉脈を光に当てて観察したり、土の湿り具合や硬さを手に取って確認していく。この作業を約十四レーン分こなさなければならない。今日は徹夜になると確信しながら、ティアナは自分の時間が隙間なく仕事で埋まっていくことは、今の自分には都合がいいとも思った。

　ティアナは、ラボで寝泊まりしている間も、うまく寝付けない日々が続いていた。目を閉じると、どうしてもアランの顔が瞼の裏に浮かんで、そんな気を紛らわすために、夜中であってもラボに戻って仕事に没頭するしか成す術がなかったのだ。

　どれくらい集中していただろうか。残り四レーンを残して、ティアナが一旦休憩を取ろうと、お決まりのハーブティーを淹れた頃に、温室の扉が開く音がした。




　――――ガチャ。




「………？」

　この時間帯に温室に訪れる人はティアナ以外にいないはずだ。一瞬空耳かとも思ったのだが、温室の扉は重く大きい。あの音を聞き間違うはずもないのだ。時刻はすでに明け方前ほどにもなっていて、学園に残っている者は自分以外いないはずだと、ティアナが顔を上げたその時だった。

「……やっと捕まえた」

「――――ッ！」

　振り返ろうとしたティアナは、後ろからそっと抱き締められる。その瞬間に香ったコロンで相手が誰であるのかは、ティアナにはすぐに分かってしまう。

「―――……アラン…王子…」

「ずっと会えなかったから寂しかったんだぞ。忙しくなるならなるって、そう言ってくれてもいいじゃないか」

　またあのアランの少年のような声が耳のすぐ傍で聞こえる。一瞬にしてティアナの胸は息が詰まったような感覚になり、きゅうっと締め付けられるようだ。

「あ、あの…アラン王子…、こんな時間に、どうして……？」

「だってこうでもしなきゃティアナに会えないだろう？　エドワードがあんまりにも言葉を濁すから無理やり聞き出したんだ。そうしたら今日は学園に戻るだろうって言うから…」

「そ、そうだったんですね…」

　アランに詰め寄られ、根気負けしたエドワードの顔が目に浮かぶ。

「それで、どうして教えてくれなかったの？　こんなにラボの仕事が立て込むことになるって。連絡してもティアナからは音沙汰ないし…」

　アランはティアナを腕の中にいれたまま、向かい合うようにティアナを半回転させた。

「ごめんなさい……。ラボの方で緊急の依頼が入って、しばらくはあちらに缶詰状態での仕事だったんです…」

「ふーん…、エドワードとほぼ同じようなことを言うんだね」

　アランは少し身をかがめて、ティアナの顔を覗き込むようにするが、ティアナは思わず視線を逸らす。

「………すみません…」

「……どうしたんだ？　なんだかいつもと―――…」




　――――パシッ。




　アランがティアナの頬に触れようとするその手を、ティアナは制止する。

「ごめんなさい……、本当に今、忙しくて……」

「……ティアナ……」

　あまりのティアナの変貌に、アランは言葉を失う。さっきから一度もティアナと目が合わない。

「…ティアナ、何かあったのか？　もしかしてまた、あのリックって男が来たとか…」

「そ、そんなことないです…大丈夫ですから。本当に、忙しいだけで…特に何も……」

「……じゃー何で一度も俺の目を見ないんだ？」

「………」

　見ないんじゃない、見れないんだと、ティアナの心は叫んでいた。もう会わないと決めた、忘れると決めたんだと繰り返し自分に言い聞かせる。

「……ごめんなさい。本当に仕事が立て込んでいるので、特に用がないのであれば、今日のところは…」

「……ティアナ……」

「―――ッッ！　……やっ！」




　―――――ドンッ。




　仕事に戻ろうとしたティアナの肩を引き寄せ、キスをしようとしたアランを、ティアナは思わず突き飛ばす。

「―――ッ!?　……ティ…アナ……？」

　よろけた拍子にアランがレーンにぶつかり鉢植えが揺れる。あまりの出来事に、アランは呆然とし、ティアナも下を向いたまま、顔を上げることが出来ないでいた。

「……一体どうしたっていうんだ。ここ数週間、まるで俺を避けてるみたいに…」

「………」

「俺が何かティアナの嫌がることをしてしまったんなら、そう言ってくれ。俺、無意識にティアナのことを傷つけてしまったかもしれないし…」

「……そんなこと、…ありません……」

「じゃー何が原因なんだよ…。仕事が忙しいってのも分かるけど、連絡のひとつもくれないし。ここには深夜、人目を避けるようにして戻って来て、まるで俺と会わないようにしているとしか思えないじゃないか…」

「………」

「ティアナ…何かあったんじゃないのか？　俺にも言えないような……また一人で抱え込もうとしているんじゃないのか？」

　アランは、ティアナの両肩に手を置き、優しく問いかける。

「……本当に、何もありません……。仕事が、忙しいのと……、少し……距離を置きたいと思った…だけです……」

「距離を置きたいって……どうしていきなりそんな……」

「……すみません……理由は言えません……」

　もうこれ以上嘘を重ねたくなかった。でも、そんな言葉にアランは納得するはずもない。

「言えないって……何があったんだよ。俺にも言えないことなのか？」

「………すみません……」

「…………」

「…………もしかして、親父か――――……？」




　―――――――ドクンッ。




　アランの言葉にティアナの心臓が大きく跳ねる。思わず顔を上げると、鋭い目線のアランと初めて目が合った。

「……やっぱりそうなんだな。おかしいと思ったんだ。急にティアナが学園での授業を休止したことも、なかなかティアナのことを話したがらないエドワードのことも。でも親父が理由なら、すべて説明がつく。親父に何か言われたのか？」

「………ッッ」

「……まあ、聞かなくても大抵想像はつくけどな。あの親父はいつも仕事のことが最優先なんだ。俺の結婚も親父にとっては、国をより繁栄させる手段のひとつでしかない。だから、俺とのことを咎とがめられたんだろうけど、そんなことティアナが気にする必要は――――…」

「―――違いますッ！」

「―――ッ！」

　思わず大きな声が出てしまい、ティアナは自分でも困惑した。でも違うのだ。ジョルドは最初こそ、アランの結婚は国のための政策の一部だと話した。でも、ティアナの真摯な心に触れ、本当の気持ちを話してくれた。ジョルドの親心を、アランに誤解させたくはない。ティアナがアランを愛する気持ちと同じように、ジョルドもまた、父として誠実に息子であるアランを愛しているのだ。その気持ちが痛いほど分かるのは、ティアナ自身だ。ここでジョルドを悪者にしてはいけない。アランの将来を誰よりも案じているジョルドを、アランが恨んでいいはずないのだから。

「……違うんです。ジョルド国王は、関係ありません……」

「それなら、他にどんな理由があるっていうんだ。どう考えたって親父が―――…」

「結婚がッ……決まったん…です……」

「―――……けっこん……？」

「……はい」

「……そ、そんな……だってティアナは…ッ」

「本当です……。ラボで一緒に働く研究者仲間から紹介された方で、とても優しくて素敵な方です。同じ仕事をしていることもあって、すぐに打ち解けることが出来ました。先日、正式に結婚を申し込んでいただいたんです。私、それをお受けしようと思っています」

　ティアナは心に決めていた。自分が悪者になれば、ジョルドとアランの関係がこれ以上に壊れることはない。初めて心からの愛をくれたアランに、自分が最後にしてあげられることは、もうこれくらいしか残っていない。

「アラン王子。アラン王子との毎日はとても楽しかったですし、幸せでした。でもやっぱり、一国の王子である、あなたとの結婚は私には荷が重すぎます。私には強力な後ろ盾や家柄もありませんし、アラン王子を妻として支えていくことは難しいと思います」

「何を言って……俺はそんなこと――…」

「私は、一度結婚で失敗している身です。そんな私でも良いって言ってくれる方が現れたんです。こんな幸せなことありません。……だから、あなたもこれからは王子として、真剣にお妃探しを―――」

「俺はティアナ以外なんて考えられない！」

「―――ッッ！」

　アランの叫びがティアナの言葉を止めた。

「俺は……君以外ないんだ……」

　アランは、そっとティアナの頬に触れる。

「ティアナ……、頼む……」

　大きな青紫色の瞳が涙で揺れている。胸が締め付けられるような思いだ。世界で一番愛する人には、決してさせたくない表情だった。

「………アラン王子が、素敵なお妃様を見つけられるよう……祈っています……。今まで、本当にありがとうございました……。どうかお幸せに……。私は、幸せになります……」

　最後の言葉は、唇を噛み締めるようにしていなければ、発することすら出来なかっただろう。ティアナにとって、アランのいない人生など幸せであるはずがない。それでも、ティアナには、アラン自身の幸せの方が大切なのであった。

「―――……そうか……わかった………」

　アランは独り言のようにそうつぶやくと、ティアナの頬からそっと手を離し、ゆっくりと扉に向かう。

　あんなに悲しそうなアランの顔は見たことがない。瞳から光が消えてしまったかのような表情に、ティアナの心は悲鳴を上げていた。

　今にも、その後ろ姿に飛びついて、すべては嘘だったと、こんなにも傷つけてしまったことを謝りたいという衝動に駆られる。本当は、アランを愛して止まないと、自分のすべてはアランのために存在していると言ってしまいたい。アランの傍にいたいと、一生を愛する人の隣で過ごしたいと、ティアナはそんな心の叫びを必死に押し殺す。

「…………ッ……ッッ」

　まだ、アランが温室から出るまでは、涙を流してはいけない。涙を流せば嘘に気づかれてしまう。ティアナは必死で歯を食いしばり、声が漏れないように口を塞ぐ。勘違いしてはいけないのだと、繰り返し自分に言い聞かせた。傷ついているのは自分ではない。アランなのだと。




　――――ガチャ。

　――――バタンッ。




「……ッ…ぅく…ッ…ひっく…ッふぅ…ッッ」

　止めどなく大粒の涙が流れ落ちる。これで良かったんだと頭では理解していても、気持ちが追い付いてこない。心から愛した人の最後に見た背中は、ひどく寂しそうで、打ちひしがれていた。でもきっとそれも、時間が解決してくれるはずだと、ティアナは一筋の希望を持つ。アランはまだ若く、これから幾人もの素敵な女学生知り合うことになるであろう。いつか、アランの心の傷を癒し、寄り添える女性に出会えれば、アランはきっと幸せになれるはずだ。

「神様……お願いします。どうか、どうか、彼が…アラン王子が幸せに……、心から愛せる人を見つけられますように……」

　神に祈りを捧げるなど、初めてのことであった。それでも、ティアナは心から願う。自分のこの空っぽになった心と引き換えに、どうかアランにありったけの幸福が訪れますようにと。初めての愛をくれた人が、どうか笑っていられますようにと―――――。







最終章　心にはいつも君が




　あれから数か月が過ぎ、ティアナは元の学園での仕事にも復帰するようになっていた。

　アランとの別れの後、学園にアランが現れることはなくなり、教員や学生たちも、少しずつ今まで通りの日常に戻っていった。

「ティアナ先生、さようならー！」

「はい、さようなら！　遅いので気を付けて帰って下さいね」

　学生たちは数日後に迫った公式謁見会のために、準備に余念がない。

　結局、予定通りに自国の王族であるアラン王子の謁見会への参加が正式に決定した。全学年がお妃候補の対象となるために、今年入学したばかりの学生であっても、遅くまで学園に残り準備をする者もいるほどであった。

「ティアナ君、これ、来週の謁見会のプログラムだ。目を通しておいてくれ」

「あ、学園長。わざわざありがとうございます」

　庭園で作業をしていたティアナの元に、プログラムを届けに来たエドワード。

「………ティアナ君、その……大丈夫かね？」

「え……？」

「ああ、いや……、来週の謁見会には…ほれ、アラン王子も……」

「……はい。存じております」

「そうか……。すまない。君たちのことを知りつつワシは何も……」

「そんな、謝らないでください。私は大丈夫ですから」

「ティアナ君……」

　申し訳なさそうにうなだれるエドワードに、ティアナは笑顔を見せる。誰が悪いわけではない運命をティアナは受け入れようと、この数か月努めてきた。

「私たちは、聖ネヘレクオシス女学園の教員です。私たちに出来ることは、愛する学園と学生たちのために全力を尽くすことのみです。来週、学生たちがこれまで頑張ってきた成果を存分に発揮出来るように、精一杯サポートしなくてはですね！」

「ティアナ君……、ありがとう…。そうだな、その通りだ……」

　エドワードはその後、口を噤み鼻から大きく息を吐いた。

　夕暮れの風が心地よく吹き抜け、二人の間に新しい季節の香りを運んでくる。

　くよくよしていてはいけない。ティアナはそう思った。ここに通う学生たち一人一人に、人生があり、幸せになる権利がある。それを見届けるために、自分が教員として出来ることをしていこう。ティアナは心に固く誓った。










　あっという間に公式謁見会当日が訪れる。

　学生たちは早朝から準備に取り掛かり、展示がある者はその最終調整に、論文などの研究結果の発表がある者は資料を読み返し、講堂での芸術発表のある者は新調したドレスを着てリハーサルを行っていた。

　この日は教員たちにも休む暇はなく、朝から来賓用の席やパンフレットの準備をしたり、学生たちのプロフィールの最終チェックや、学園内での案内役などと、てんてこ舞いの忙しさである。

　ティアナも、今日ばかりは正装であるドレスに身を包み、学園の受付係として仕事に追われていた。

　公式謁見会には、自国王族のバーキン家だけでなく、国内外から数多くの来賓がやってくる。他国の王族や貴族、政治家や実業家の息子や、学者や地主、頭取など、名前が並ぶだけでひれ伏したくなるような家柄の者ばかりが、今日は聖ネヘレクオシス女学園に集結するのだ。

　午前の演目は、展示と研究発表が行われる。ギャラリーや展示場が開放され、それぞれに興味のある来賓たちが足を運んだ。

　午後になって、芸術部門の演目が始まる。歌や楽器、ダンスなど、まるでエンターテインメントショーのような演目の数々は、学園内でも最大級の広さを持つ講堂で行われる。

　ティアナは、午前の受付の仕事を終えた後に、講堂内での来賓たちの席案内の仕事を請け負っていた。

「ファーマス様ご家族は、こちらのお席です」

「ウィネンネル伯爵、ご無沙汰しております。お孫さんとこちらへ」

「まあ、エクール大公。お元気そうでなによりでございます。ご案内させていただきます」

　十年近くもこの学園で過ごしたティアナには、顔見知りの来賓も多くいる。懐かしい顔に会えることは、ティアナにとっても微笑ましいことであった。エドワードの采配は、これを見越してのことだったのであろう。少しでもティアナを元気づけたいと思う、エドワードの計らいであった。

「それでは、公式謁見会、午後の部を開演いたします」




　――――ジリリリリッ。




　講堂内に開演のブザーが鳴り響き、会場内は暗転する。スポットライトに照らされて、最初の学生がピアノの演奏を始めた。

「ティアナ君、お疲れ様。一時間後に小休憩を挟むから、その時までここで席を立つご来賓の方の案内をお願いするよ」

　講堂の端に用意された教員用の席に着くと、エドワードが小声でティアナに呼びかけた。

「はい、承知しました。今年は人数が多いので、大変ですものね…」

　言葉にして、ふと、今年の謁見会の参加人数が多い理由を思い出す。そうだ。それはあの人のためであったのだ。

　ティアナはステージに向けていた視線を外し、会場の二階中央、この講堂の特等席になる場所に目を向ける。

「―――――ッッ」

　やはり、そこに彼はいた。この暗がりの中で、ティアナはその姿をすぐに見つけることが出来た。

　二階中央の席には、アランの他にも国王であるジョルドやその従者たち、多くの護衛たちと、メイド長のイライザの姿も見受けられた。

　これほどの人に囲まれているにも関わらず、ティアナはすぐにアランに焦点が合った。それが気持ちが薄らいでいないという何よりの証拠だと実感する。

「………」

　それでも、ティアナは少し安堵していた。遠目から見ただけではあるが、アランがそれほど悄然しょうぜんとした様子でなかったことが、せめてもの救いだった。

　アランの前には、従者や教員たちによって、次々と学生たちのプロフィールが並べられていく。ジョルドがいくつかの資料を手に取り、アランに話しかける様子も見て取れた。

「………」

　今日、アランの妃が決まる。分かっていたことであるが、それを目の当たりにするのは、ティアナにとって残酷なほど切ないことであった。胸が締め付けられ、会場内の音がどこか遠くなっていく感覚になる。声を張り上げれば、届くところにいるはずのアランに、自分は二度と会うことは許されない。そう思うだけで、鼻の奥がツンとして、涙がこぼれそうになった。

　ステージ上では次々に得意演目を披露する学生が紹介されていく。見目麗しく、優秀であり、家柄も申し分ない彼女たちの誰かが、今日アランの結婚相手として選ばれるのだ―――。

「……学園長、申し訳ないのですが、少し席を外しても……？」

「ん？　……ああ、構わんよ。ここはワシが見ておくから」

　ティアナの表情を見て、何かを察したのかもしれない。エドワードは快くティアナを会場の外の送り出してくれた。










　講堂を出て、ティアナは庭園に向かった。この時間帯は、皆講堂での演目を見ているか、展示場に足を運んでいるので、庭園までの道すがら、誰ともすれ違うことはなかった。

　庭園に着くと、ティアナがかけ合わせた新種の花が、見事な大輪を咲かせていた。何年も研究を重ねて改良を続けていたこの花は、風が温かくなるこの季節に見ごろを迎える。今年は奇しくもこの公式謁見会の当日に満開になったのだ。

「……すごい、立派に咲いたのね………ッッ」

　独り言のようにつぶやくティアナの瞳から、我慢していたはずの涙が溢れる。ティアナの心模様とは対照的に、誇らしく天を仰ぐようにして咲き誇る花々は、まるでティアナに、頑張ったねと語り返してくれているようであった。

「ひッ…くッ…ぇッ…ッッ…ア……ランッ…ひッ……ッッ」

　もう立っていることすら出来ないほどであった。ティアナを励ますように咲く花々の中で、ティアナはうずくまるようにして涙を流す。かつてこの場所で出会ったアランの姿が、まるで昨日のことのように思い出される。

　本当は駆け出してアランの元へ行きたい。纏わりつくしがらみや制限など、すべて取っ払ってアランの胸に帰りたい。あの大海原のようなコロンの香りと、太陽のように眩しい香りに包まれて、ただお帰りと言って欲しい。

　ティアナの胸には、これまで抑え込んできた感情が止めどなく溢れかえっていた。決して言葉にすることが許されない、決して実現出来ないティアナの心からの望みであった。

　今になって、どれだけアランがティアナの中で大きな存在になっていたのかが分かる。どんなに時間が過ぎようとも、どれだけ仕事に打ち込もうとも、アランへの想いは枯れることなく、ティアナの心の中に咲いている。この想いを携えて、一生を過ごす。決して叶うことのないティアナの想いは、浄化されることなく、身を焦がすほどの熱を持ったまま、今もずっとティアナの心の中に―――。

「やっと見つけた…。やっぱりここにいたんだね」

　ひどく懐かしい声が聞こえる。ああ、ついに幻聴まで聞こえ出したのかと、ティアナが顔を上げると、目の前にはあの優しい微笑みを浮かべるアランがいた。

「――――ッ！　アラン王子…ッど…して…ッッ」

　少し見ない間に、表情が大人びて、背も伸びたように思えた。何より、ティアナにとっては会いたくて会いたくて仕方のなかった相手で、何度も心の中で名前を呼んだ。その相手が今、目の前にいる。まるで奇跡のようだとティアナは思った。

「遅くなってごめん」

　アランはティアナに手を差し伸べる。ティアナが左手を重ねると、そのままゆっくりティアナを立たせ、自分は跪くようにして片膝をついた。

「考えていたんだ。あの日、ティアナが言ったこと。どうしても俺には、あれがティアナの本心だとは思えなかった」

　アランは優しくティアナの手を握る。

「俺はガキで、いつも自分の気持ちばかりが先行してしまって、本当のティアナの気持ちに寄り添ってあげられなかったんだ。一度死ぬほど後悔したはずなのに、忘れてしまっていた。俺を許して欲しい」

「……ッッ」

　ティアナは必死に首を横に振る。アランが自分を分かってくれなかったことなんて一度もない。アランがいつも自分に寄り添っていてくれたことを、ティアナは知っている。

「ティアナは俺のために、あんな嘘をついてまで別れることを選んだ。そんな君を分かってあげられなかったんだ。君が本当の理由を言わなかったのも、俺と親父のことを思ってのことだって、後になって気づいたんだ。君は俺だけじゃなく、親父の事も守ろうとしてくれていたんだね」

　アランは、握った手をゆっくりと開くと、そのままティアナの左手の薬指に指輪をはめる。

「―――ッ」

「ティアナ、今ここで、君の育てた花たちの前で誓うよ。もう決して君を一人ぼっちになんかさせない。君の隣には、いつも俺がいる。俺の心に、いつも君がいてくれたように」

「―――ッッ……アラン……ッッ」

「ティアナ、心から愛してる。俺と結婚してくれ」

「―――――………ッッ」

　ティアナの瞳から大粒の涙が溢れる。もう二度と会えないと思っていた。この気持ちが届くことはないと思っていた。

　まるで、夢でも見ているかのような景色だ。きらめくほどに咲き誇る花々の中で、目の前には愛するアランがいる。心を通わせた唯一の人に、生涯を誓ってもらえる。ティアナは、たとえ今死んだとしても後悔はないと言い切れるほどの幸福に包まれた。

「――ランッ！　アラン！　ここにいたのか！　いきなり講堂を飛び出して何を―――ッ！」

　聞き覚えのあるその声に、アランの後ろに視線を送ると、大慌てでアランを追ってきたであろうジョルドとその従者たち、イライザに学園長のエドワード。それだけでなく、教員たちや騒ぎを聞きつけた学生たちや来賓たちと、講堂に集っていたはずのほとんどの人が庭園の周辺に駆けつけていた。

「……父上、お騒がせして申し訳ない。私は自分の妃となる人を見つけました。今ここで結婚を申し込んだところです」

　アランは慌てる様子もなく、ティアナの腰を引き寄せ、指輪をはめたティアナの手をそっと握り、自分の胸に重ねる。まっすぐにジョルドを見据え、凛とした表情で改めて結婚宣言をした。

「そ、それは、許可することはできん……。お前はこのゼネス＝レヴィア王国の次期国王となる身。政治的にも権力的にも約束された相手を……お前を未来永劫支えていける女性を妻として迎えるほかないのだ……」

　ジョルドは眉間に濃い皺をよせ、アランに語りかける。あの時、ティアナが見た、息子を思う父親の表情であった。その表情だけで、ジョルドの心苦しさがティアナには分かった。そうだ、ジョルドだってこんなこと言いたくないはずなのである。

「分かっています。だからこそ、この人を選んだ―――…」

　アランはそう告げると、ティアナに待っててと囁き、足元に咲く花を一株、根っこの土ごと手に取り、ジョルドに掲げるようにして差し出す。

「この花は、近年世界を脅かしている奇病に唯一作用してくれる奇跡の花です。ここにいるティアナ・ローズ・エヴァンスが、長年の研究によって栽培に成功した花で、国内の研究機関に急がせて、より多くこの花の栽培をする算段を整えました。同じ奇病で悩む近隣国との貿易についても、すでに了承を得ています。それのおかげで、条約や同盟を結ぶ約束も数か国で実現できました。今年中には、世界中の国が我がゼネス＝レヴィア王国と友好関係を結んでくれることになるはずです。すべては、この花を愛し作り出してくれたティアナのおかげです。私がこの国の王になる上で、彼女以外の妃はあり得ません。どうか父上、私たちの結婚をお許しください」

　衝撃的な事実であった。ティアナが研究を重ね、かけ合わせて出来たその花が、世界を襲う奇病を治す、唯一の希望の光だったのだ。

　アランはその事実が発覚すると、いち早く行動を起こし、研究機関や医療機関、隣国との条約までの算段を付けた。すべては父親であるジョルドを納得させるため、国王となる自分を支えられるのはティアナ以外いないと証明するため、アランはここ数か月の間、各所を飛び回り今日にこぎつけたのだ。

「……アラン王子…でも……どうして……ッ」

「…愛や好きという気持ちだけで、君一人も守れないんじゃ、俺は王になる器ですらない。ティアナが必死で守ってくれた次期国王という未来を、今度は俺が君ごと守ってみせると誓ったんだ。俺を変えてくれたのは、ティアナ、君だよ」

「―――…アラン王子……ッッ」

　涙を流すティアナを、アランは優しく引き寄せ、その頭を自身の胸に寄り添わせる。あの頃と同じ大海原と太陽の匂いに包まれたティアナは、心から安心することが出来た。

「……ジョルド様、お認めになって差し上げてもよろしいんじゃないでしょうか？」

　ジョルドの横に控えるようにして立っていたイライザが声をかける。

「イライザ…ッ」

「あの子供だったアラン王子が、たった一人の女性のために次期国王としての覚悟をお決めになったんですよ。まだまだ甘えん坊の鼻垂れ小僧だと思ってましたのに、いつの間にかこんなに立派な男に成長してらしたんですね…」

「お、おいイライザッ、さすがにそれは言い過ぎでは…ッ」

「それに、ティアナさんに寄り添うあのお姿。まるで、若かりし頃の国王陛下と王妃様を見ているようで、わたくし、とても懐かしい気持ちになりました…」

「……ッッ」

　ジョルドは静かにアランとティアナを見つめる。まだアランが生まれるまえ、王妃と結婚したすぐの頃、まだ王子としても頼りなかった自分を、優しく、でも強い心で受け止めてくれた。それが王妃であった。そうだ、いつもジョルドの心には王妃がいた。王妃が亡くなった今でも、それは変わることはない。愛する息子は、自分と同じように、心にいつも寄り添ってくれる存在を見つけられたのではないか。それは本当に幸福なことなのではないか。

「アラン！」

　ジョルドは、一度目を伏せた後、胸いっぱいに空気を吸い、息子の名を呼ぶ。

「現国王ジョルド・リアス・バーキンとして、ここに宣言する。我が息子、アラン・リンゼン・バーキンと、ティアナ・ローズ・エヴァンスとの結婚を現国王の権限において正式に認めることとする！」

「父上！」

「……ッッ」

　ジョルドの宣言に、庭園に集まった人々から歓声が上がる。

「……エヴァンス、いや、ティアナさん、息子のことをよろしく頼みます」

　ティアナに向け、ジョルドは深々と頭を下げた。涙が溢れ、ティアナは必死に頷き、ジョルドの朗らかな笑顔に応えた。

「ティアナッ！」

「わっ！　アラン王子！」

　アランはティアナに飛びつくようにして抱きつき、力いっぱいに抱き締める。

「ティアナ、大好きだ。返事をくれる？」

　そう言って笑うアランの顔は、ティアナがよく知っているあの少年のような瞳の表情であった。ティアナが世界で一番愛した、無邪気で一途な心優しい王子様の元に、やっと自分は帰ってこれたのだ。

「ええ、ええ、アラン王子。愛しています。あなたと、結婚します」




　――――ワアァァァァァァッッ！




　一気に観客からの歓声が沸き、拍手が送られる。

「ティアナ…」

「アラン王子…」

　祝福の拍手と歓喜のように咲き誇る花々に囲まれながら、二人は見つめ合いキスを交わす。

　もう二度と離れることはないと、強く強く握られた手は、二人の固い絆を象徴するかのようであった。心にはいつもお互いがいる。両手いっぱいの愛を携えて、二人が見つめる未来は、同じ空の下、この花たちのように、絶えることなくいつまでもいつまでも咲き続けていくのだろう――――――。
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